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第19回 全国バズ学習研究集会

授 業 研 究 資 料

各校のと りくみ と学習指導案

1984年 10月 26日 (金)27日 (土)

広島県豊田郡豊町 ,豊浜町
| .(幼 .小.中.高会場).|

(幼稚園保育指導案は 資料 I,第 2分科会に収録)
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斎小学校の とりく:みについて

1 本如 実態     :
広島県の南端に位置し,町役場のある豊島まで海止約7.5h,唯■の交通機関である定期船
の第五同栄丸 (全長1113~協  18.59t)で 30分かかる斎島の集落の東端に所在する学校
である。 .

F        児童数は4名 (6年女子1名 ,3年女子・1、名.2年男女各1名 )職員数5名 (校長1名 ,教諭
2名 ,養護教諭 1名 ,用務員 1名 )べ き地3級の極小規模難 あり,校長・教諭の 3名は昨年度

ま       着任,養護教諭は本年度着任である。児童わうち男子を除く女子 3裏は姉妹であり6年生の児童    ‐

が2年生の時豊島から父親の勤務め摯合で本校に転学してき:た。

全児童とも通学距離は短 く,50o観 以内であり短時間で通学できる。             ´

女子の児童は豊島の学寮等に入って幼稚菌の経験を持つが,男子の児童は幼児期を両親と難

出漁生活をしていたため,就学前教育の経験がない。それらを含めて全児童とも生活経験の場発ミ

極めて狭い。

2 研究教科について

昨年度本校に校長教論の 3名が着任し,児童を見つめていくなかでいくつかつ課題を発見する    
°

ことができた。

それらの中で言語活動の阻害要因として次のようなものがあげられる6               桑

:   ○生活の中での言葉数が少ない。 (く わしく言わなくてもお互いにわかる。 )
O正確な言語にふれる機会が少ない。

0話す際 が少ない。

O学校の図書室に低学年向きの本があまりない。等である。

これらの課題を解決させる営みとして昨年度より「 豊かな言語表現能力を育てる指導のあり方J
を研究主題として国語科を中心に研究・実践をすすめてきた。

その内容としては以下の 5つが大きな目標である。:l         :

(1)伝えたい内容を相手に理解してもらえるように筋道をたてて ,正しく言える。

(21学習したことが文章表現に生かして使えるようになる。

事二。     _ゃ
また実践の方法の1つ として,本漿 は:朝会を次のように計画している。  |
(月曜日 )発表朝会(火躍自)ド リル (水躍日)朗読朝会(金躍日)音楽朝会t(土曜日1)保健指  :‐
導・学級指導と計画している。この中で月躍日の発麹 会では児童一人―卜、が日躍日にあった出   .二´
来事をみんなの前に立って話し,質問も受ける。また自分の話した内容を作文として後で書きと

めていった。本年度は更に他の人の話をしっかり聞くという態度を育てるために他の人の話した

内容をそれぞれの児童がメモとして残すこともかこなってきた。      1_
週番の教諭も季節の事や行事ニニュース等を話したり児童の話す内容や話し方の感想をのべる
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'こ とによって児童の話す内容や言いまわしも徐々にではあるが変化してきた。特に高学年の児童

の向上が著しく,発表内容に経験した事柄や感想を盛り込みながら低学年児童の理解力を考慮し

興味深ぃ発表ができるょうになった。

水曜日の発表朝会では主として現在国語で学習している単元の朗読をおこなっているが,読む

姿勢,声の大きさ,アクセントを中心に指導してきた。高学年の児童は教室内では他の児童がい

ないためこの朝会が低学牧 はあるが児産の朗読を校内で聞く唯一の機会である。低学年の児童

もより多くの朗読の機会を利用することにょり,自然に大きな声ゃよい姿勢の朗議ができるょう

になってきた。

木曜日の読書議会であるが昨年 2学期にミツノ財団より多数の図書の寄贈を受けたcこれまで

も蔵書数はかなりあったが高学年向きのものや古い書籍が多かったため,特に低学年は読書に対

する興味を持ちにくかったのそのため,こ の寄贈では低学年向きの図書を多く希望したことlFtよ

り,読書に対する興味が高まり,読書量が飛躍的に増加した。図書を低学年と高学年に分けて学

数図書として各教室に配架したことが読書を身近なものにした一因と考えられる。

このク■か,短作文の指導に重点をぉいているが,低学年では毎日の目記の他に心に残らたこと

を書きとめる活動を実施し,それを作文指導に活用してきた。現在児童達は,自分や家族以外の

もの (ま わりの生き物など)に 目を向けるようになってきたが,表現的には「 おもしろかったJ
とか「たのしかったですJな ど一般的な表現に留まってt/bる 。

高学年では作文メモを禾」用して心情を表現させることを重点に指導してきた。メモを書くこと

によって,これま‐で児童が見通ごしてきた部分が徐々にではあるが書き表せるようになってきた。

しかしそれらの段階をふまないで書くと内容の深漆りとしては,ま た十分と。はいたない作文に

なりがちである。

3 集合指導につ杯て

集合指導は,今から3年前の1981年度に当時の本校校長と大浜小校長が,全国べき地教育
研究大会の発表内容 (小規模校がぃくつか集まつて教育活動をおこなうとそれぞれの学校に効果

があったというもの )に ヒントをえて集合指導を両校間で取り入れてはどうかということを話し

合った。

具体化にあたっては,両校の校長,教頭で相談じ校内で更に検討して開始にふみきった。 
「

斎小学校の職員が児童を引率して大浜小におもむいての集合指導を開始い 当初は毎週火曜日

を集合指導の日として学習に参加していたが,1982年 度から1学期に 7日 FEl,´ 2学期運動会
の前に10日間,3学期は学習発表会の見学,と 棒うように変わってきた。

昨年は本枝り児童数が2名から4名 に増えたことから,学習発表会に斎島の民話をもとにした

影絵劇を発表し,児童も見る発表会から参力「する発表会に変わることができたのを,1大 きな喜び

として感じている。

本校が集合指導の必要性を感じる主な要因として次のようなことがあげられる。

O学級の数 数化から難 で考える場が菫めない。

0仲 F35づ くりをめざす活動が難しい。
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0集団行動の訓練が経験できない。 .
0社会経験の機会が少ない。 _

0平素の生活が単調である。

等である。これらのことを克服し,よ り望ましい学校生活を体験させながら学力の向上をめざ

し学習意欲と実践力を培 うため次のような目標をあげている二

(1)よ り大きな集国内での生活により,集団思考や集団行動のしかたを身につけさせ調秒 と
れた人間形成をめざす。

(2)広棒友人関係をつ くり,将 来ヽ の期待感を持たせると共に幅のある人間観を育てる。
だね)集団によって高まりを期待し得る学習の経験をさせる。            :
(⇒ 平素単調1/Cな りがちな生活に節をつくり,激ある学校生活をおくらせる。
の 4つ である。

現在集合指導を実施して 4年を経過しているが,本校の児童準とって大浜小に学習に行くこと

は,大 きな喜びであると共に個々の成長にとってかけがえのないものとなっている。

4 体力づくりFtついて
児童の健康を増進させることの一つとして,月 曜日から金曜日までの週 5日間,清掃終了後の

13:30-13:50の 20分間を「 体力づくりの時間 _jと して活動している。
地域の状況から,児童が長い距離を走ったり歩いたりする機会が少ないと思われ,持入力を高
めるトレー■ングとして島内の地形を利用した砂浜や山越えのランニング,筋力,調整力のトン

ーニングとして岩場わたり,崖のぼり等を実施してきた。また冬季には古くから子どもに親しま
れてきた屋外の遊び (「 ろくむヒノ」「 石けりJ「 つずまきおく J「 かくれん:r」「 じゅぅしかJ

「 ねこどん」など )も とり入れた。これら・vOl遊びにも児童達は興味を示し「 体力づくりの時欄」

が待ち遠しぃlrnど楽しみにして意欲的におこなってきた。

その他には少人数 ,学年による能力差をあまり感じさせない運動として,フ リスピーを利用し

たフリスピー野球,老人集会所においてあるゲートボール・ ビーチボールを利用したビニチバン

ァボール等も1ケ月単位程度のサイクルで実施してきた。いずれの種目も本校の児童の実態にあ

わせて工大したものであり正規のルールとは少 異々なっているが楽しく実施することができたふ

海に囲まれた島に生活する児童にとって水泳ができるといぅことは ,生命にかかわる重要な問

題であるが,本校の児童も皆泳をめざし,毎年海水温が20℃に止暑したら,水泳デ|1練を実施し
てきた。

昨年度当初薦学年の児童はなんとか泳げたが(50窮程度 )低学年の児童は水を恐れ,ま った
く泳げない林態であった。しかし水に慣れることから始め,浮 くこと,呼吸の方法と指導を続け
ていくなかで現在 (19む 4年度夏 )は ,低学年,昇童も含めてすべて長い距離 (600焼以上)
を泳ぐことができるょうになり,目標である皆泳 fFC至彗達することができた。

5 飼育・栽撫 動について                            ,
本校の学校園は大変美しく,いつも四季折々の花が絶えることなく咲いている。しかしこの花 :

の栽培は用務員さんが中心で,他の戦員がたまに手伝ったり水ゃりをする程度で児童はまったく

I-3



参加していなかった。                                   、

そういう率で児童について次のようなことに気がついた。               .
0花や本の名前をあまり知 らない。

0花や本の芽生えから成長に至る生育のしくみをあまり舞らない。     -  1  1 、i11ギ
0花や木の葉,枝などを無雑作につみとったり折って捨てたりして平気でいる:   :
花の美しさに感動する声はあまり聞かれず,樹木の紅葉にも関心を示さない。生けてある花が

構れても平気でいるなど,食用にするもの以外に植物の存在を感じていないようなありさまだっ

た。

このようなことは植物にとどまらず,動物についても似かよっており魚や員や海そうは ,斎島 十

に生活するものにとって非常に大切腋資源であり,日 常生活に切り離せない存在てある。ところ

が,これらを採って食用にすることFtついての意識はあっても,名前や生態等の知識は乏しく関

心もうすかった。

人間は,他の生物と共に生き,他の生物の恩恵を受けて生きているわけであるから,生物を知

る,愛する,と いうことが大切であると考え次のような案を立てた。           . :
‐○用務員さん中心の栽培活動から児童の参加する栽培活動、

0海の魚を飼ってみよう。

○斎島の海岸にある員がらを集めよう。

以上のことがらを中心に取り組みをぉこなった。

飼育活動

0小鳥

昨年末つがいのインコのうち 1羽が死んだが、今年の春 ,新たに4羽の寄贈を受けた。飼育は

当番で活動しているが,当番以外の児童も,えさや水,小鳥の様子に気をつけている。

o魚

昨年夏も節請 をぉこなったが,設備が悪く全部死んでしまい,今年こそはと思いエアポンプ,

循漿装置を取り付けて 6月 から飼ぃ始めた。その結果今年度は現在も生き続けて松る。この鏡育

から魚はどのょうな
´
ものを食べているか,どんなにして泳いでいるかを知ることができた。

0員がら集め
・

ただ集めるだけでなく整理してみるということから保護者と協力して標本箱を作成し,、 名前を

調べ展示した。児童は員がらを拾ってきては,「 この員と同じかな。いやちょっとちがう。」と

話し合い ,同種・異種・形態のちがい等に関心を持つようになった。

0栽培活動

昨年度に採取 したサルビアとマリーゴール ドの種子を五月FCま いた。児童にとって初めてのこ

とであった。畑を耕し,山から取つてきた腐葉土をまぜ種子をまき水をやり続けた。その後移植

の時期をむかえ,自分達の畑に権えかえた。余った苗は島内で希望される方に差し上げた _り ,ま :

た近隣の学校にも栽培していただくことができ,自分達の育てた苗がいろいろなところで元気に :

成長していることが児童にとって大きな喜びであった。
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本校の教育課題設定 の背 景・

1,複式学級 とバズ学習

認知露標と態度目標の同時達成を題的とするバズ学習が複式学級そ/JDも のでなければならない

と考える。このことは ,つ まり複式学級の基本的なあ.り 方として私達が許容している範囲である。
同時に私達は地域の課題に対応する教育の営みを指自しなければならないと考えている。

今日r工業最優先の行政套t姿勢はまっしぐらに農村を貧鐘に追いやり:農村の労働力を吸孵
るその代償としての働き手に代わる機械の導入は ,従来の手足を動かすことを忘れさせ,テレビ

の普及は子供をしてテレどの前に釘づけにしている。その結果 ;農村に生まれながら子供激 農
村の実態を無らなi/2と いう状態である.「顧ることのなぃ農村 」が現代化という名称の下で形づ

くられている。自分ではどうすることも出来な義力が自分達を動かしているんだという考えは今

も昔も変わらない考え方かも知れないが,農村その閉鎖性は今日も根強く生き続けてぃる。
このょうな状況の中で教育の果たす役割は何かを考える時に,学習は教わるものということか
ら学ぶものへという発想の転換が地域に活力を与えるものではないだろうか,長い者にはまかれ
るという考えから自分の力を信じ,自分の野は自分で考え行動 し,顧ることのない農村は変革じ
ていく教育内容を樹立しなければならない。このような意味から学習は学ぶ ものという教育課題

を設定した。

2.バズ学習は複簿 級の原点 といえるか。

農村の遇疎化現象は教育の仕組を複式学級に轟成させる。複式学級では鑑主学習が身について

いなければ学習が成立しない。従って児童の学習権を舞全に児童が履賓テじ得るには,児童 自身が
単元を見通した学習が展開されなければならなお。 (二 ズヾ学習と単元月通じ学習とは別のもので

あるかも矢鑑tないが,この限りに於ぃては問―視して考えている♪

そこで私達は単元見通 じを児童にどぅ考えさせるか ,単元を見通す能力をどう育てるかの一つ
のパターンを試みてみた。単元の見通しには,ロ ングな見通じというか lo時間扱いの単元をど
う考ぇさせるかという問題と,小単元に区切って学習方法を考えるというショートな見通しの二
つの方法が考えられるが,たまたま4学年の校内研で単元名は小数・12時間扱峰め見通じ彎
法を試みてみた。先づプリテス トを実施する。

算数テスト (7だ彗t p52～ 」63)
1_( )の 単位で表しましよう。                ◎小数の表し方

①59磁 (窮 )   ②18o“ (解 ).   o205御 (解 )
⑬ O・ 07露 (翻 )  ⑤ l.48窟 (磁 )   ol.秒 窮 (碑 )

2 どちらが長杯でしよう。長い方にOをつけましよう。
①(3.95協   4.2驚 )     ②(5.5協   5.05滋 )
3:( )の 単位で表しましょう。

⑤33o解 (b) ②666o窮 (翫 ) ①3.45職 (解 )
4 盤にあたる数を書きなさい。                ◎小数のしくみ:

亀冷,76は  o.o llを 巨I理 こぁわせた数ですふ                含
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00,7は 0。 1を iIコ こあかせた数ですo

00.5の 10倍はEコで10でわると亜コです。
5。 次の計算をしましょう。     .

①5:6+3.7

0o.2+0.54

6.次の計算をしましょう。

03.5-2.9
01-0.68

02.9+4.5
06..08
+2.94

②9-2.6

04
-2.146

00.85+0。 06

00.045

`+0。 755

③ O。 73-|.o5
⑥ O。 8

-0.457

◎小数のたし算

◎ Jヽ数のひき算

プリテストの右上にある◎じるしは小数の考え方の勉強ですょ。というょうに子供達が小数を

勉強し,計画を立てる上での目じるしであるっプリテストの結果をみて,児童は小数のどの部分

ができていなかったかが理解できる。更に SP分析表を作成し子供に提供することによって学級
の実態がわかり,学級全体では′l轍のしくみの部分がわからないのだなとぃうように学緩全体の

傾向が理解できる。従って児童は教科書とア
・
リテストや SP分析表を頼りとしてギ留計画の→

のパターンを習得することができた。

OSP分析表



き              ヽ

。学習計画

次 学 1習 活 動 学  習 課 題  (予 想課題 ) 実践活動 時間

○力をためしてみよう。

0学習の計画を立てよう。

0プ リテ

ス ト
2

2

○憂海の位の小数の
概念と大小比較

0ぶるの位の小豪
の輸

○′数 の構成 としく

み

○幅とびの記録 を認で表 わそ っ。 (磁 二 購

○マラノンの道のりを搬 で表わそ う。

(η:ご 騒 )

0だ 数ヽのしくみはどうなって軽るだろう。

Oれん じゆ多をしよつ。

4

3

0小数の加算の暗算

o小数のたし算の筆

算のしかたを考えよ

う。 
・

○ノJ罐数のたし算 を暗算で してみ度多。

o小数のたし算の筆算のしかたを考 えよう。
2

4
0小数の減法の暗算

o小数の滅法の筆算

0「数 のひき隻:を 暗算でしてみよう。

○小数のひき算の筆算のしかたを考えよう。
2

5
0ふ くしゆうをしょう。

○学習したことをたしかめてみよう。

oボ ス ト

テス ト
2

このようにして以上の学習計画が作成されたわけであるが,なにせ学習計画を児童で考えると
いうことは初めてでぁるので,児童もかなり混乱しているようであった。

私達は,本校の児童が本当に単元を見通す能力と態度が身についた時,初めてバズ学習は複式

学級の原点であると考えている。少なくとも:そ 多いった願ぃの中から生まれた課題である。

3.集合指導の試みとそのあり方はどうか。
集合指導は,な にもかも条件を整えてから取りかかるものと考えてはいない。何かを得るため

に何かを犠牲にするという考えの中で初めて実施できる。本校と斎小を結ふ高速慶は時間的にみ

て 20分・ 1日 に2画往復する連絡船である。

島と島という悪条件を 服するエネルギーは何かを得るた嬢に何かを犠性にするという思い切
った判断力と行動力であると考える。

I二 7
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斎小は全校生徒 4名である。 2年生が2名 ,。 3年生が1名 ,6年生 1名 という実態の中では集

団思考の経験は持てない。子供達は朝5時に起きて6時の高速腱に乗船する。大澱 Jヽに到着する

のが6時 20分である。大浜小の始業時間が8時 10分 ,その間の空自をロス時間と考えるかど

うかは今後の課題となるが,と もかく斎小にとっては「 集団思考」を得るために多くのものを犠

牲にしていることは事実である。

I-3



算 数 科 学 習 指 導 案

1.日 時 1984年  10月 26日 (金 )第 1校時   :
2_学年 第 1。 2学年 1年男 1名女3名 ,2年男 6名女14,
3.単元 二年「 たしざん」 2年「 かけざん J
4.目標     、
(ア)認知的 ′

○(1位数 )+(1位 数 )で 繰り上がりのあ
る場合 ,(雅が十何 )の 計算ができるよう
にし,そ の計算の習熟をはかる。

0具体裁 ことがらに民「 して ,か け算が用い

られる場)を短:ら せ,(5,2, 3, 4)の
かけ算ができるようにする。

指導者 広 近 先 子

斎小 2年男 1名女 1名 ,計 12名

(イカ 態度釣

Oた し算の続習が進んでできる。

0人の話をよく聞 き,わからないこ

ねられる。

5.単元の取 り扱い          |
○ 子供達は,今までに20ま での範囲のたし
算 (繰り上がりのない場合 )や ,3日 のた
し算 ,等を学習している。したがって こ
こでは,これまでの既習経験:を もと夕Cしな

がら繰り上がりのある場合の一位数どうし

のたし算の計算の方法 を理解させ,計算の

習熟を図ることがかもなねらいである。

○ 本学級の児童は これまで学習してきた
計算は指や具体物にたょらないでもできる

ようになっている。しかし本単元の繰り上

‐がりのあるたし算は,かなり抵抗があり,

その計算万法としては数ぇたしをつかって

いる。2?の数の和を「 loと あといくつJ
というように分析的にとらえて計算するこ

○かけ算の■“九を覚えそれが用棒られるよう

になる。

0人の話をよく巽 きつないで話す ことができ

るようになるc

0 前学年で 2と 夢や 5と びの数え方や 5個げ
つ10f驀ずつまとめて数えるという乗法の素

地となる経験を積んで きている。 ここでは ,
それをふまえて同じ大 きさの集まりに着彗じ

て,ま とめて数ぇるェ夫から倍の意味 を理解

させ (懸 ,2,3,4)の 段の九九を構成し

その適用を図ることをねらt/・ としている。

0 本学級の児童は前学年も複式学級を経験じ
ているので九九を「昌えることを聞き覚え彗始

い関心をもってt/・ る。しかし,その意味につ

いては発)ん ど理解していない。したがって,

九 /‐Lが唱えられるから構成上の意味も理解さ

オしているという提え方に落ち入らないように

したい。

とがたず

I-9



とはできていない。

また,学び合つベア学習 も自分のこ―とで

せいいっぱいで,友達のょい点に気づいた

り,間違いを正 し合ったりするまでには lrl

た っていない。その上 何事にもひかえめ

て発表する声 も小さく十分 力を出し
・
きって

いない。

● そこで指導にあたっては,具体的な操作

活動を通 して10の補数を見つけることの意

味やその方法を理解させ,10を まとまりと

したとらえ力で計算がで きるようにしてい

なたい。

こうした学習の中で友達の話をょく聞 き

自分の考えを出し合いお互いに認め合いな

から学習することの楽 しさを来わせていな

たい。    ‐

C_学習計画  1年 たし算 (10時間 )

また,本等級の児童は能力差が大きく,学

習にかくれがちな児童が多い。こ多した児童

を中心にして,2人組の集団を作り,教え合

いはげ最じ合いながら学書を通込モ基えが,
とかく,教える者と教えられる者といろた立

場になってお互いに学び合う過程がだいじに

されていない。

O そこで指導にあたっては,相手の話脅よく

聞き自分の考えを出し合う中で経手のよい点

がわかシ学習過程の中で認め合 ,こ とができ

るようにしたい。

また ,九九の理解にあたっては,具体物の

操作,作図や作問等によって乗法の意味を式

と結んでおさえることを重視しながら九九の

定着をはかっていきたい。

2年かけ算 (14時間 )

時間 1学 習 内 容 学 習 課 題 実  践 時間 学 習 内 容 学 習 課 題 1実 践

書な単

元 (

3つ

のか

ず )

8

ステスボ

　

ト

○ 03つ の計算

テス ト

○個人

○クル

ニア
Cで

確かめ

る。

0プ リテス ト

○学習計画 を

たてる。

:璽曇≧『ill:選像

0プ リテス ト

0学習のめあ

てがわかり,

意欲づけをす

る。

0カをためす。

●:P6‐0^ノ 65の

たし算の学習

をすることが

わかる。

0かけ算の意

味,かけ算の

式につ棒て理

解する。

0何倍 と累加

と式を結んで

考える。

正 -10



2

0繰 り上
"iり

のある計算の

仕方を考える

08+3の た

し算のやりか

たがわかる。

P60～∞

Ol鉾

カー ド

か は じ

きで全

体～個

人思考

3

9連続量につ

いて,かけ算

の意味 ,かけ

算の式を理解

する。

○かさや長さ

のかけ算がわ

かる。

P24～CCα )

0醒を

見て犠

人～グ

ループ

～全体

思考。

3

0揚の補数を

利用した計算

方法になれる

107■ 5の計

算研頻序がわ

かる。

P61～③P62

～④

010枠

おはじ

き操作

○計算

の方法

を書 く

4

○募の段の九

九の構成を考

える。

01督 の理解

0かは じきを

つか ぅて 5の

かけ算をつ く

る。 5× 4

5'Xl

05の 段の九

九がわかる。

○式と

具勧

を緒ん

で全体

～個人

～グル

4

0被力露数≦ 5

の場合の計算

方法 を考える

05+7の 計

算のしかたが

わかる。

0かは

じき操

作。

″む

05の段の九

九を練習 じ進

用問題がわか
0

0九九を覚え

5の 段の問題

をつ くる。

0儘人

○ダル

ー プ

5

○抽象数の総

合的な練習を

する

O P62～②

プリン トの問

題ができる。

○個人

o全体

で確か

める。

6

02の 段の九

九を構成し覚

える.

ｏ
　
九
　
ｏ
　
る

o犠人

全体～

2人で

練習

本時

6

0遷鰐薔「奪理が

でき計算の練

習をする。

P総 ～∞

⑬の問遷纂ミで

きる。

●向題づ くり

をする。

0全体

思考

0作鶴

具体物

の操作

耕
　７　　　　一

02の段のノL

九を覚え適用

できるように

なる。

o2の段をつ

かった問題を

つ`くる::

P28～ 1器 の

の③

○ノL九

カこ ド

練 習。

儘人～

グルー

/~`:

0作鶏

7

○たし算カー

ドで計算の練

習をする。

0たし算カー

ドで練習をす

る。

○答の同じカ

○個 人

○ グル

ー プ

○全体

8

03の段の九

九を構成 し覚

える。 ｀

03の段の九

九をつ くる。

0王 しく唱え

る。P帥～31

○縫

じきで

薇八～

全体思

I - 11



■  ノ

― ドを集める。

P秘
① 考

0グル

ー・ア
ら

8

0カ ー ドをつ

かったダーム

拶 によりた

し算の習熱を

はかる。

0カ ー ドでゲ

ームをする。

(答あて )

(カ ー ドとり)

P65

lo 2人

紀

o全体

0個人

I

03の段の九

九を覚え ,そ

の適用ができ

る。

03の段の九

九を覚え,そ

れをつかった

問題をつ くる。
P30～ 31②
③

0カ ー

ド .

○具体

物の操

亀

9

○カー ドをつ

かって,た し

算の習熱をは

かる。

oカ ードでゲ

ームをする。

(おお きさく

らべ )

02人

組

○全体

0個人

10

04の段の九

九を構成し覚

える。

04の段の九

九をつくる.

0正 しく唱え

る。P82-31

○具体

物の操

亀

0作図

10

ρポス トテス

トをする。

○テストをゃ

ってみる。

0で きない問

題がわかる。

○プリ

ント

0臥

ノ諄考～

鎌

11

04の段の九

九を覚え,そ

の適用ができ

る。

04の 段の九

九を覚え,そ

れをつか った

問題をつ くる。

_~P32ん 33の

② O

0カ ー

ド

0作図

0作問

0操作

C燿人

0グ ル

ーフ
゜

0全体

思考

次の

単元

ひ な

ざん
'

1

0かさらいで

繰り下がりの

ひき算のもと

1/4な る問題の

練習をする。

P69のおさら

いをする。

Ciプ リ

ント

○護販科

書の問

題

12

○九九の練習

をする。

○かけいこを

して自分のむ

ずかしい問題

を見つけるの

P34～ 35

2

○プリテス ト

○学習のめあ

てがわかる。

○力をためす。

O Ptt γ 75
の学習がわか
る。

0個人

○全体 13

0問題づ くり

をする。

02,3,4

5,の 段の問

題をつ くる。

絵

間

作

ｏ
　
作

操

3

ёひき算の言}

算方法を理解

する。

0ひ き算のし

かたを考える。

13-9

0絵

0具体

物操作

14

○ボス トテス

トをする。

0テ ストで力

をためす。

0個人

○全体

思考。

'I-12
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算 数 科 学 習 指 導 案
‐

:  1        指導者 竹 内 ナパ

日時 1984年 10月 26墨 (金 )第 1横時
学年 第 3学年 男子 3名 女予 3名 鷺」、学校女子 1名 計 7名
単元 三角形
目標

(ア )認知釣目標

(JF三角形 二゙等辺三角形の概念を理解し,その作図ができるようになる。

総角につtAて無シ,大小判断ができるようになる。

(イ 1態度的懇標

総進んでひとり学習ができる。

②自分で考え,友だちの意見もよく聞いて,考えを組み立てることができる6
単元の取り扱い

● 本単元は ,三角形の中でも基本的な正三角形と二等辺三角形について類似点・相違点
を考察し,そ■と関連づけて作図ができるょうにしょうとするものである。さらに図形

としての角を知らせ,切り紙や折り紙を通して,=三角形や二等辺三角形の角の性質た
も着目させることをねらいとしている。

0 児童はこ■までに,三争形・褻角形および正方形 。長方形などの基本的な図形を学習
する中で,直角三角形についても学習してきそいる。猛彩●学習は全員異来舞く取シ纏

み:作業 ,も進んでゃろうとするが,定規・コンパスなどの扱偽方な正確さに久けている。

まネ少八数のためか,自 分の考えを納得してもらうまで説魂しょうとする意欲に欠け:

イ:夕 Tプ申9誰かの意見に覇調してしまうことが多い。 r       
‐

O 指導にあたっては
・ 三角形 :角の概念については,馨,かめ図形の中から王しいものを選び出したり,ダ
ループ分けをしたりすることにより,理解 を深めさせたし^c
・ 角の大小比較や

=三
角形`二等摯三角形における角の性質については,三角定規を用

いて直接比較したり,用紙を督る・折るなどの作業を通して理解させたい。
・ 作図にお峰ては,定規やコンパスを正しく使つ基本鋳な技能や:て t^ねいに作騒しよ

うとする態度を身につけさせたい。

。 さらに,各自参考えをノートに書かせ,それをもとに議し合いをすることによって,
1⌒ひとりの意見を大事にしながらグループ内あるいは全体での意見を探めてユけるょ
うに したい。

6_学習計画 (10時向 )
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0 プリテストをする

学習の課題を知 ら

せ,内容をつかませ

る。

0 カだめしのテス

トをする。

学習課題と授業

の流れを知る。

0. :フ・リテストに取り組む。

1(三角形の概念,正三角形・二等

辺三角77/の概念,作図 ,角の大

小 ,二等透三角形・正三角形の

角の性質 )

〔)学習計画表に言こ入する。 (教師の

説明 )

0 態度的目標を決める。 (集轟・全

体思考 )            i

2

|

三角形の概念を理

解する。

○ 様々な図形の中

から三角形を選び

出す。

ひごを用いて三

角形を作る。

0 本時の学習課題 を確認する。 '
o 幾つかの図形の中か ら三角形 を選
ぶ。 (個人思考 )

0 グループで話 し合 ,。
0 全体で話し合い ,ま とめる。
○ 色分けした 3磁・ 4酔・ 5島・ 6

働各 3本ずつのひごを用いていろい

ろな三角形 を作り,用紙に記入する。

(4通八・集爾 )

○ 自己評価票に記入する。

3

正三角形・二等辺

三角形の概念を理解

する。

辺の長さに注目

しノて三角形を分け

る。

「 正三角形」「

二等辺三角形」を

説明する。

ひごを用いて「

F=角形J「 二等

辺三角形Jを作る

本時の課題 を確認する。

前時に作成した三角形を切 り抜な t

辺の長さに注目して伸問分けをする。

(個人 )

同じ伸間にした理由を発表する。

(集経・全体 〕

「 正三角形 J「 二等辺三角形 Jを

知らせる。 (教師説明 )

いろいろな大 きさの正三角形・二

等辺三角形を作る。 (集団 )

二等辺三角形ができない場合 も知

らせる。 (全体 )

自己評価表に記入する。

0 正三角形・二等辺 0 二
iン

'く

スを用ユ 10 本時の課題 を確認する。

I ∵ 14

○



角形を作撻できる |

■
幸

4

三角形を作撻できる

ようにする。

O 自己評価藤に記入する」

二重電3ζttIFI:育.I:FT・ i酪
`G釘°三角了

:  |。 作轟あしかえを考える。(懐人 ). 10グループ■じ合先
lC 全体でまとめ,作図する。

191」藝T魯

影 も作図 してみ
「
じ (催鰐J

5

三角形についてま

める。

O P7の おけいこ

をする。

本時の課題を確謝 る。

各自課題に取 り組む。傷轟別指導

グループで確かめる。

自己評癬難 記入する。

本時の議題を確認する。

三角形 のかどに目を自けさせる。

纂角 』の周議を知らせる。

幾つかの選の中から,角といえる

ものに〔)をつける。 (値八 )

ダループで話し合う。

全体でまとめる。

様々な角を示 し,大 きい腰に並べ

る方法を考える。 (優八 )

グループで話し合 う。

全体でまとめる。

三角定規の角の大きさを比べる。

(集選 )

自己評曇票に記入する。

0

6

(本

時 )

角の磁念を理解す

る 。

「 角とよべるも

の」「 角とよべな

いもの」を分ける

ことができる。

角の大小判断を

する。

7

等辺三角形・正 |○  二等辺三角形の

O 正■角形の角の
i 入 きさを比べ ,角

0 本時の課題 を確認する。
0 二等選三角形を作図する。
O 角を比べ る方法 を考 え,角の性質
に気づく。 (握人 )

0 グループで難し合 う。
0 正三角形を作図する。 (個人 )
○ 角を比べる方法 を考え ,角の性質

I-15



の性質を説明する。

1 - 16

に気づく。 (個人 )

タループで話し合う。

全体でまとめる。

自己評価票に記入する。

○

O

O

0 二等辺三角形につ

いて理解度を確かめ

る。

0 本単元の復習をす

トテス トをす

0 本時の課題を確認する。
0 各自課題に取 り組む。(個別指導)
0 グループで確かめる。
O 自己評価票に記入する。

0 本時の課題を確認する。
● 各自課題に取 り組な。(個別指導 )
○ グループで確かめる。
0 自己評価票に記入するc

o ポス ト 卜に取 り組む。

o Pllの かけいこ

をする。

O P 12のおさらい

をする。

たしかめのテス

トをする。

8

9.

10



〓
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算 数 科 学 習 指 導 案

指導者 寺 ― 史 子

,■ ::  ‐ 1・ 日時 1904年 10月 26日 (金 )4時 校
2.学年 第4学年 男子 11名 ,女子4名 計15名
3ゎ  鉾篭モ  顧責黄

1.  14、 襲標 認知的自標
(D 面積の概念を明らかにしJ:面積の単位 1覇 。1″・ 1野を知らせる。.  (2 
長方形・正方形の

~m醸
砂求め方と,その公式を理解させ,これを用いることが

できるようにする。

態度的麗標

(1)面積の意味を理解じ?求積の公式を生み轟そうとする。
総 ひとり学習をはっきりさせ,友 だちの考えや意見をよく聞いて自分の考えを組
み立てようとする。

5.単元の取扱い

0 本単元はぅ児童のもっている素朴な,感覚的な経験の上に車って,広さは三次元釣な広が
りを示すものであり,長さや重さ。かさなどと同様に数で表わすことができることに気づか
せ ,面積の概念 を理解させ単位の個数によって数値化しそれを表わせることをねらって義る。
○ 広さについては,児童は低学年で,2枚の紙の広さを直観的に見たり,重ね合わせたりし
て比較するなどの経験か 'ら ,多 る程度の理解をもらてなてぃる。また ,遊 びの中でもいろい   ′
ろと経験を重ねてirtる 。

しかし
''議
常生活で使用されている「 広|」 といぅことばまま,「 面積」という概念よりか

なり広い使われ方をしている.そ のため,日常語をそのまま用いて,単に「 面積とは広さの
ことである」としてしまつことは ,´ 努確さに欠ける。

0 そこで ,指導にあたっては ,
0児
童の先行経験 (広 さの直接比較 う造接比較 ,1葉単位による比較 ,保存性 )を たいせ

つにし,作業を通して,先行経験をまとめるょぅにする。この際「 広さ」とい うことばの
もつあいずいさを整理して,「 平面の広がりの大きさ」であることをはっきりさせておく。
・ 面積の概念を明確に理解させるために,長さとの異同や関係につぃて理解させ,その混
同を防ぐょぅにする。

‐ ‐ ■ 広さくらべ (見てくらべる。重ねてくらべる。方職紙の上に置いてくらべる)を通して ,

1 :|■
~単
位面積?必要性に気づかせるょぅにする。単位面積とするものの選択は,身の自りの物

‐   を摯作,せることにより,正方形が最もつごうがよいことに気づかせる。
|  ・ 普遍単位 1議 を面積の養罐な数値化という立場から導入し,その大きさの経進にっいて
' は,こ とばのみでなく量感を持たせるょう指導したい。          1  1
‐ 求積の公式については,児童が操作活動を通して生み出すようにさせたぃ。 i  :

:  ‐そのためには,公式を生み出す遷程,つ まり単位面積の個数を調べることを重視し,その
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後,個数を計算する手段として,「 縦 X横 J,「 1辺 xl辺 」とすればよいことを理解さ

せて,公式を導き出すようにする。また:「 縦X横 ,(1辺 Xl辺 )」は ,・縦・横・i(1

辺 )の単位をそろえた長さで表す数であることも留意する。

・ 大きな面積の単位は,児童に実感を持たせることは難 しくり作業などを通して具体的に

学習させることも困難である。しかし,縦・横の長さなどから,その大きさを推量させる

ようにしたり, 1辺が 1解・ 1職の正方形を地図上に囲うなどして,量感を得させるよう

にしたい。

6.学習の計画 (11時間 )

プリテス トに取 り組む:

○ これから学習すること,及び学習

計画について教師の説明。

o 態度的目標を決める。

(個人・集圏・全体思考 )

o 本時の学習課題を確認する。
○ カー ドの広 さくらべをする。

(重ねる,方眼の上に置 く。 )

o 広さは何でくらべればよいか考え

る。 (個人思考 )

0 グルニプで話し合 うの
o 全体で話ヒノ合い1ま とめる。
O 面積の単位 1`グを知る。
o 力ニ ドの広さを使って表わす。

○ どれ も1む病であることを理解する。

o 自己評価票に記入する。

0 面積を 1翻を単位
にして求める。.

o 長方形・正方形の

面積の公式を導き出

0 方眼紙に書いた

図形の面積を求め

る。

I - 13

o 本時の学習課題 を確認する。
○ 方眼の感の数を数えて面積を求め

る。 (個人 )

○ 答えを合わせる。 ・

学 習 内 容

プリテス トをする。0 カだめしのテス

トをする。

0 学習の計画を立

てる。

o 面積の概念を明ら

かにし,面積の単位

を矢目る。

○ カー ドの広ざ

らべをする。

時限 学 習 課 題 実 動活践

2

η

券 〃 準
ふ ゝ



4

本晴

0 面積の公式を不J用

して,L簑型の図形
の面積を求める。

● 長方形の面積 と横
の長さを知って ,縦

の長さを求めること

ができるようにすな。

o れんじゅう

○ きめら4た広さの形を方銀紙に書
く。/(臥 )         ・
0 グループで確認バズ。
○ 面積が計算で求められるか考える。
O クルーフ・で話 し合 う。
○ 発表・まとめ

公式を使って面積を求める。

自己評価票に記入する。

○ 本時の課題 を確認する6
0 大 きい正方形・長方形り 面積を求
めるにはどうした らいいか話し合 ,。

(全体バズ )

0 砂蕩つ 面積を求めるc(錐単位で )
○ 簡単に求める方法はないか考えるこ
〔個人 )          ‐

0 グルニプで話し金う。
O 全体・まとめ。       '
0 プの書 き方をノー トに練習する。
○ 自己評価票に記入する。

1 - 19

O L字型の面積を

求める。 (公式で )

○ 縦の長さを求め

る。 (公 式で )

0 本時の課題を確認する。
O L字 墾の図形の画卸 求め方を考
える。 (個人 )

○ グループで話し合 う。
● 発表 。まとめ。
O 縦の長 さを求めるには,ど 多した

らいいか考える。 ノー トに立式し ,

縦の長さを求める。 (僣別指導 )

○ 理由を述べる。
0 自己評価票に記入する。

。 学習したことを

たしかめてみる。

(れんし,う )

本時の課題を確認する。

各 自課題に取 り組む。(個別指導)

班で確認バズ。

自己評価票に記入する。

○ 面積の単位 1イを 10 すな場の面積を

知 らせ ,″単位で長 1 求める。

軍

'3

す。    |

5

6



7

8

○ 長さの単位と面積
の単位の関係を理解

する。

0 ~■i積 の単位財 を

矢露る。

O 長 さの単位と面

積の単位の関係を
.調
べる。

0 町の面積を求め

るの :

|○  全体,ま とめ。

10、 自己評価票に記入するc

9

10

11

れんじゅつ 学習したことを

たしかめてみる。

(れんじゆ,)

本時の課題を確認す る。

各自課題に取り組むδ(個別指導)

○ 班で確認バズ。
0 自己評価票に記入する

○ ふ くしゅう ふ くしゅうをす

るG

○ 本時の課題を確認する。
O 各 自課題に取 り組む。(4繭別指導)
0 班で確認バズ。
0 自己評価票に記入する。

○ たしかめのテス

トをする。

○ ボストテストに取 り組む。

I― 勝



算 数 科 学 習 指 導 案  :‐

1,日 時  1984年 10月 2i6日 (金 )第 2校時

2.学年 第5・ 6学年(5年男4名 ,女 8名 ,6年男2名 ,

3.単元 5年 ,「分数の①」,6年 「 三角診と囲角形」
4。 目標

(ア)認知的目標

0 分薮の意味 (分数の第二毒a■ b=暑 )
や分数の約分・,通分について理解させる。

O 異分母分数の加法 ,減法の計算ができる

指導者  小 林 英 臣

女 4名 ,斎小 6年女 1名 )計 19名

○ 辺の長さや角の大 きさの観点から三角形
及び爾角形のそれぞれの精互関係 を考察す

る。

0 三角形や四角形の類似点や特徴を自分達
で`親 しようとする。

0 本単元は ,基本的な図形についてその相
互関係を調べる程度で,いわば三角形や饉

角形を統合的に考察しようとする考え方の

初歩を経黙 せることがねらいである。具

体的な作業を通して納得させることが大切

である。

0 本学級の児童は,数形はかけるようにな
つているが,応用力にやや久げ思考が繰ま

年

ようにする。

(イ )態度的目標

0 計算の仕方を知る`だけでなく計算の過程
を理解した上で計算できるようにするの

0 本学級の児童は,能力差が大き

0 友だちの考えをよく聞 き自分の考えを組み立てようとする6

5。 単元の取 り扱い

0 本単元は,分数の意味について理解を深
め,分数について計算する能力を伸ばすこ

とを目標としている。分数の加減の計算で

は,約分・通分をていねいに扱い,計算の

1輝稗なわかり易くとらえさせることが大切

である6   ヽ        :

年

文の読みとりが不十分であったり

く,.問題

,じ っく

I … 21
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り考えようとしない投げやりな態度や計算

まちがいもよく見受けられる。  ~

0 そこで,指導にあたっては二分数は 1つ

鋼数であって,それは整数とちがった新し

く作られた数であることを理解させ,図解

による方法で計算の過程をとらえさせるよ

ぅにする。また,わからないところをみん

なで教え合い ,励まし合いなから学習して

いきたい。

らない。また,助け合いながら学習を進め

ているが,発表はひかためで声も小さい。

o そこで:指導にあたっては,図形の相互

関係の学習は,こ こがはじめてであるから

実際に図形をかかせて:児童の発見をリニ

ドしながら学習を進める。また,ひとりひ

とりで考えさせ,グループで確認させなが

ら,自信を持って発表できるように学習じ

ていきたい.

6_学習計画 (5年 11時間, 6年 6時間 )

5 年
:

6 年

覇 学 習 内:容 学 習 課 題 実 践 時聞 学 習 内 容 学 習 課 題 実 践

0カだめじ

0学習計画を

たてる。

0プ リテスト

0教科書 P4

～ 14を みて

たてる。

個人

全体思

考

鮮
瀞
７

0鏡を使って

対称図形をつ

くる。

o孵 書 P13

0～CD対称

図形をつくれ

る。

難

全体思

考

2

0分数の第二

義の理解と商

を分数で表す。

o分数の 2つ

の意味を知る。

o分数を小数

になかす。

oP4の ① で

2÷ 3==を

翠解し,Cが

できる。

:::三百1:
を理解する。

OP5のCO,
cレミできる。

図や線

分図で

教師説

明

0カだめし

0学習計画を

たてる。

oフ
Vリ
テス ト

0教科書 P14

～ 17をみて

たてる。

個人

全体思

考

3

0等しい分数

をつくる。 夕 `②嬌
FC等しい分数

がつ くれる。

図や線

分図を

もとに

麒 j

集団 ,

2

o既習のいろ

いろの三角形

をみつける。

0二等辺三角

6P14の 絵で

みつけ,その

性質も発表で

きる。

麒 ,

全体思

考

I -22
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全体思

考

形と正三角形

の関係を考え

る。

O P14=もの

中にF=角形
があることに

気づ く。 ,

錮

個人

全体思

考

4

(本時)

o分数を約分

する方法にう

いて考える。

OP7の①②
で約分の意味

と方法がわか

りCができる。

個人・

集団・

全体思

考

1 3
1体聯

0既習のねろ

いろな醸角形

をみつける。

02組の平行

線で囲まれて

できる四角形

について考え

る。

O P15の 絵で

みつけ,そ の

性質も発表で

きる。

O P 15のOの

中で長方形 ,

正方形 :ひ し

形ができるこ

とに気づ く。

個人 e

全体思

考

燿

個人・

集団・

全体思

考

5

0通分の意味

と・その方法を

考える。

÷
と
そ
の
本小

比べから通分

の意味之 その

方法を理解 し

P9のCCが

できる。

oP9の⑥で

3つの分数の

通分のしかた

を考え,②が

できる。

個人・

集団・

全体思

考

4

○平行匹辺形

と長方形 ,ひ

し形の関係を

調べる。

0長方形 と正

方形 ,ひし形

と正方形の関

係を調べるこ

o P16の ②③

で ,干行匹辺

形の中に長方

形 ,ひし琵笏 1

あることに気

づ くふ

o P16の解

勧 ミ正方 形に

C尾 正方形に

なることに気

づく。

操作

作図

鯉

‐

個人・

鋼
・

全体思

考  |

6
0練習をする。 O P16の O

～0がで きる。

個人

全体

″む

o練習をす OP17の① ～

Cンiで きる。

個人

全体

7

O異雑 分数

のたし算のし

かたを考える.

o Pllの①で

う+もの計算
のしかたを理

解し,②がで

きる。

0学習したこ

とをたしかめ

る。

oボ ス トテス

ト

個人

I― 盤



8

0異分母分数

のひき算のし

かたを考える。

O P12のOで

=一

きの計算
のしかたを理

解し,④がで

きる。

o P12の C)で

答えを約分で

きる分数の計

算1を理解し,

P13の Oがで

きる。

図をみ

て個人

・集団

・
鉾

艦

蝉

7E

(黎尋孝準

の調‐

ベガ

1

0カだめじ

0学習計画を

たてる。

プリテス 臥

0教科書 P18全体思

γ P器 をみて 考

たてる。

9

○たし算・ひ

き算のまじっ

た計算 ,お よ

び帯分数のは

いったたし算

・ひき算をす

る。

O P13の Oで

参+書―:の
計算のしかた

を考え,③が

できる。

O P13の Oで

2'+1:,

2ち ―・1:の

計算のしかた

を考え,、 Cが

できる。

個人・

集圏・

全体思

考

2

0資料を整理

して,度数分

増J表に表し,

鶴 のちらば

りを調べる。

O P18の「身 教師説
長調べJのァ 明

覧表をみて, 表をみ

P19の CD「 て作業
ちらばりの表

」のょうにま

とめ,そのち 個人・

らばりを読め 果団・

る:     全体思

考

10

○練習をする。O P14のC)～

④ができ,る。

個人・

全体

3

0度数分布表

をもとに柱状

クラフのかき

方・読み方を

理解する。

oP飾の③を教師説

歩 にして④ 明

の柱状クラフ 作業
がかける。

11

0学習したこ

とをたしかめ

る。

oポ ス トテス

ト

イ露璽Lノ 、`

4

o柱状グラフ

から,男女の

身長の分布を

比べる。

ё P21の CD 4鐵人・

クラフで0ゆ 集団・
Cの割合をだ 全体思
せる。   '考
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豊 浜 町 立 豊 島 小 学 校

研 究 授 業

1,時 間 配 分

受付 1校 時授 業 休憩 2校 時授 業 昼  食 研 究 協 議 1移 動

2,授 業 内容

学 年 授  業 者 教  科 単 一冗

一
　

校

　

時

幼 新 開 菊 美 リズムであそぼ う

1年 川 崎 芳 江 算  数 かたちづ くり

3年 深 見 直 彦 社  会 市民のつくり出すもの,濃家のしごとJ

5年 金 子 順 子 社  会 わが国の製鉄所 ,

キ輸出J
4年 久保岡   司 国  語 小さな犬の小さい青い服 二

校

時
6年 竹 内   優 社  会 天下統一と鎖国 ,「 大阪と江戸」

. 10:0010:30         11:15  11:25 望 i甲   13:00    13:関



豊 島 小 学 校 の 《
・
み

豊島は広島県の南端にあって,愛媛県と境を接する周囲:12量五 ,面積ふぃう為ガめ'轟戸内轟
9小島である。主な産業は:小型漁船にょる (二本釣り「 はえなわ漁法)水産業と精穐栽培め農
業である。水産業者のほとんどは,西は遠く九州の五島列島,壱岐,対馬の方面まで,東は伊豆

i

諸島方面にまで出漁している。農家では,柑稿の価格安からくる収入減にょり農業だけでは生活
が成り立たず,島外に働きに出る者も多れ  ・                 :   二 ‐

本校は,かつては近在にはまれな10oo人 Ffc余る児童を擁したマンモス校で轟ったふl禁 は
240名になり,年 減々少の一途をたどっているのが現状である。子ども達の大部分は漁業家庭で,
両親がそろって3か月以上に及ぶ長期出漁の不在家庭が多く,幼稚鐘:小学校:中学表の子ども

達.のなかには両親のもとを離れ豊浜学寮で生活し・ている者や,兄弟姉妹や祖父母9競せきわもと
で生活をして,正月,夏休み,盆 ,秋祭り等に親の帰って来るのを楽しみlrt待ちながら,1通麹,
通学しているふ

児童はいたって素直で明鏡であるが,全般的にみて基礎学力に乏しく,ま た基本的生活習慣に
‐

久ける面がみられる。本校において,学校教育を計画実験していくためには,不在家庭と■う生
活条件のなかで,どのように生活し,ど のょうに成長しているかとぃうこ1と を学校教育め根底に

考え,その事実の把握の上に立った教育計画であり実践でなくてはならないと考える6 ・ ■ i
l.学校経営の基本方針                               : |
(1)教育目標          i:

「 ひとりひとりを大切にし,お互いめ立場や麟いを認め合い,助け合い,補ふ合って学び,

健康で明るく情操豊かな子どもを:育成する」
(2)求める児童像

① 物事をょく考えて,自主的・主体的に行動のできる子ども.     :    ‐
② きまりを守り,思いやりのノ心で伸間と共に伸びる子どもな          |  11
③ 何事も責任をもって最後までやりとげる子どもな‐             11 ・1‐

④ 鍛練によらて強い体をつくる子ども61             1■  .′

(3)具体的実践目標                        ι       i

① 学習指導の充実                        : 1    1:`
イ.パズ学習を通して基礎学力の向上を図り,彊の能力壼伸ばす6 ‐・ |      ::
口, 実態に即した学習指導の創違   |:     ;              :
ノ、 基礎的事項の反復練習。                      : ‐ -1

: ‐ 基礎的学力の福九                      il    i
O 健康安全指導の強化   :    :
1 イ.1健康状態を正しく控握し,饉害のある子は全職員で適切な処置をする。
口.儀々の子どもに目標を与え,旺盛な気力とたくましさを育てるこ     |́
′ヽ 正しい運動の仕方と健康の知識をガにつけさせる.      :   :

亜 -1



③
:生活指導の充実                        ′.. .1「
イ, 自分から進んで仕事のできる子どもに育てる。    ::  ・:i ri   l
菫. 責任をもって最後までやりとげる子どもに育てる。         i
′ヽ 感謝の′むをもって物を大切に扱 う子どもに育てる。          t. :

④ 基本的生活習慣の確立  :‐
イ: きまりを守って楽しく生活のできる子どもに育てる。

自o なかまと共に力を合わせて伸びようとする子どもに育てる。

ィヽ 自他の立場を考えて行動のできる子どもに育てる。

(4)研究主題

「 進んで学び,考えて,行動できる子どもをめざして」

oひ とりひとりが課題をもって,仲間とともに学び行動し,と もに高まっていく子どもを

めざして。 (蘭 く―話す●考える一行動する)
i o進
んで体力つくりrCはげむ子ども。

(5)具体的とりくみ

① 学習指導の充実
o全教科でバズ学習の授業研究を進める。

一児童の相互作用をとおして,ひ とりひとりをいかす学習指導―

② 健康安全指導
o体操朝会 (水・金週二回15分問)を設定し,体力つくりに努める。 t

o体カテストを実施して,その診断をし,体力についての自党を高める。

Oがんばリカード (かけ足
。なわとび)を活用し,自

・
己の記録に挑戦しながら体力の向上

をはかる。

o給食の偏食を矯王し,食べ残しをしないよう絵食指導を行つ3

0給食後の歯みがき,う がいの励行につとめる。 (歯みがきカードの活用)

o交通通徳の徹底     .             ;
・正しい歩行 :自転車の乗り方 (自 転車整備合格シール,自転車許可調

・登下校班の状況の把握と指導 (街頭指導・集団下校指導)

◎
‐
生活指導の充実と基本的生活習慣の確立    -1‐ (

0児童会活動をとおして児童が主体的に生活を高めていこうとする心.と 態度を育てる。

・児重代表委員会T児童会役員 ,学級委員 0各委員会の委員長で構成。

・委員会活動■生活委員によって誅められた月の努力点をみんなで実行していくo

努力点の決定一実行方法を話レ合う (各学級で)一実行方法の発表 (児童朝会で)

一実行と点検 (お互いに注意し合いながら実行し,帰 りの会で反省)二反省 (各学

級で月の反省をし,児童朝会で発表) 努力点の例‐名札をつけよう。あいさつを
しよう。集団登校をしよ:う 。チャイムの合図を守ろう。等

・校外児童会活動―町内の道路掃除 (ゴ ミの落ちていない町に)
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1 算 数 科 学 習 指 導 案 .1・ 、

指導者 ′il 崎 芳 江
1.学年 `第 1学年 1組 : 男子18名 女子20名 計38名
2.単元  かたちづくリ ー

:3,単元の取り扱い
き ｀            o図 形では,、 ものの形を色・材質・木きo・ 位置が異なっていても同じ図形とし    「

て抽象して認めていくことが重景でぁる.こ .こでは,色板ゃ棒CD操作を通して

^               図形の構成力や移動に関する考察力を養うのをねらいとしている。

0児童は,「 いろいろなかたち」で,立体図形について形の特徴や機象を学習じ

ている。その中で:.積本の一面を写し絵を描くことにょり,平面図形にも着目     :
している。しかし,ま だ画構成・線構成について理解していない。

oそこで指導にあたっては,色板や棒を操作し,図形の構成・分確の経験を豊富

にさせ
1.図
形め概念を深めさせたい。また,単に児童の興味と満足させるだけ

にとどまらず,図形に対する関心をいっそう深めさせたい。     '
4.単元の目標  認知的 lo色板や棒を使って,いろいろな形セ作ることをとおして,図形を

構成する力を1・申ぼす。

' o色板や棒を並べた図形を変形し,図形を動的に考察する力を伸ぱ
Ⅲ計 ぅ

態度的 o友だちの意見をよく菫き,仲良く学習する。
5.´下位目標   ①面の抽象図形から具体物を想像するプJ,色板を使っていろいろな図形を構

′
成する力を伸ぱす。

②色板の影絵を通して面積の素地を養う。        1            ‐

③色板で ,図形の動的な変化に着選させるc

O線のtil象図形から具体物を態稼する力,棒を使ぅていろいろな図形を構成
する力を伸ぱす。

l    ⑤藤図形の変化を通して図形を考察する力を伸ぱす。
争       6.学 習計画 (8時間) ( )内 の数字は,下位目標の内容

時 学   習  課 題 実 践 活 動

1.テ ストをしてみよう。

2.学習の計画を立てよう。

○プリテス トをする。

0学習計画を把握する。

3,色板で作るた図形は,何の形に見
えるか。 (①-1)
4.色板を使っていろいろな形を作ろ

○本時の課題を知る。

o色板で作った図形が何の

形に見えるか発表する。
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（
　
・不
　
蒔
　
）

う.

(①…2)

5.影絵は何枚の色板でできないるれ

(②
二1)

6.影絵の大きさ比べをしょう。

(② -2)

色板を動かして,形を変えよう。

(③ )

I-4

o―Aひ とりが色板で形を作 り,何枚でで

きているか考え,グルニプで話し合う.

0発表し,全体で確かめ合う0

0ま とめを聞く。

o本時の課題を知る。.

o何の形に見えるか発表すだ.

X―も|
o形を変えるには,色板をどのょうに議か

したらょいか爆人でやり,グループで確

かめ合 う。

o嶽 する。

oど んな形に変わっているか考え,発表す

6各自で色板を
'動
かしたり,っけたしたり

Pヽ=じを形あ変わる様子を調べる。
○グルァプでどのように動かしたか確かめ

o本時の課題を知る。       :

○影絵が何の形に見えるか発表する。

o一人ひとりが何枚の色板でできているか

予漁tし ,1)Fってみる。

●グループで話し合い ,発表する。

o色板の枚数で ,大きさを比べる。

oま とめを銅く。

2

3

4

5

7.



8.棒で作った図形は,何の形に見え

るか。 (0-1)
9=棒を使らてぃろぃゃな彩奪作予つ。

(④ _2)

lt~j. 棒を動なし:て ,:彩考変えょう。

(0)

まとめをしょう。

テ不 卜をしょう。

I,|■ 5

・舎う。

o発表する. =
0ま とめを爾 く。

o本時の課題を知るこ     1   ‐

○棒で作った図形が何の形に見えるか発表

するも

●下人ひとりが棒で形を作り■何本ででき

ているか考え:グループで話し合う。

9発表し,全体で確かめ合 う。

中まとめを同 く。    :

o本時の課題を知る
`   

「

9何の形に:見えるか発表する。
卜l___ィ

/

1壺

合

「‐「覇　̈

0各自で棒を動かして:彗 きを変える。 ■

o一人ひとンが棒で 8を『ドリ,4可本か棒を

取って違う数字を作る。

○グルァプで話 し・きい,いろいろな数字を

`乍

る。

|≡
―→

o発表し,全体で

○まとめを聞くc

○「 かたちづくり」のまとめをするこ

○ポストテストをする。

Ｆ

‐

一

‘
‐

‐

一

う。

１

　

２

7

8



社 会 科 学 習 指 導 案

1を 学年  第 3学年 1組 : 男子14名 女子26名 計 40名
21単元  市民のつくり肇す.ヽの (農家のしごと)
3,単元の取 り扱い  : i

指導者 栞 見 直 彦

o本単元は,1年生「 うちの人のしごと轟,2年生「 いろいろなしごとJの学習

をふまたて,3年生「 ちが:った土地のくらし―J,5年生「 産業の結びつきと国

民生活J・「 日本の農業Jへと発展し,本単元を通して,地域の特色を具体的

体験的に学習することによって,地域理解さとつなげている。

○児童は ,農地で何が栽培されているかは,わかっているが,ど うして ,それが

栽培されているか,今どんな仕事をしているかなどについては,全 く知らない

し,関心もしめしていない。

oこ こでは,表やグラフ・ステイドなどの資料からの読みとりと,聞きとり・見

学などの具体的活動を通して ,自分たちの町の重要な生産活義についての理解

を深め,その生産活動と自然環境 。社会環境との関係,生産活動を通しての他

‐  地域との結びつきについて考えさせたい。

4・ 単元の強標

認知的 ○豊島の農村部についての具体的な観察・訪蘭調査などの活裁を通して,農家の

人々が ,地形や気候などの自然条件と社会条件を生かしながら,いろいろくふ

うし,ま た組織的に協力しながら・生産活動を行っていることに気づかせる。

態度的 O豊島の農業のようすをくわしく知るため,観漂・訪両説査ができる。

●友人の発表・意見をよく浦き,すすんで発表ができる。

5.学習計画 (13時間)

学習計画をた oプ リテス ト

o教科書を読み ,学習内容の概略をつかむ。

o学習課題をのせたプリテス トを配布し,学習

計画に解説 を加える。

1.学習課題 を知り

てる。

2.豊島の農業の槻略をつかむ。
・田畑の広さのうつりかわり

・働 く人の数のうつりかわり

・_田畑の分布

,作 られている物

o学習課題を1確認する..

0資料を配n3‐ じ1黒板にも掲示する。

o個人で ,変化や分布などをノー トに書く。

oそれをもとに,グループ学習をする。

o全体パズで,グループの意見を出す。

I-6
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○全体パズをうけて ,

o授業のまとめをノー

教師がまとめる。

卜に記入する。

3.みかんのとれ高のうつ りかゎ り

について,グ ラフを見て,気づな

を発表する。

4。 その変化の理由をあげょう。
~

9増力露してきた理轟

・減少してきた理由

5。 みかん農家見学で ,ど んなこと

を観察するか ,ど んなことを質銅

するか ,見学ノー トにまとめよう。

みかん農家を見学しよう。

みかん畑にある機械や設備のょ

うす。

みかん作 りの仕事内容や くふう

。苦労 l・
Cついて

8,みかん作りのむかしと今をくら
べ,みかん作りのくふうゃ苦労を

o学習課題を確認する。

O資料を西こ布し,TPで も提示する。

○資料をみて,変化をノートに書 く。

o個人が ,ノ ー トをもとに発表する。

○教議が ,小まとめをする。

o個人で考え (予想し)ノ 早卜に書く_

○それをもとにグルァプ学習をする。

●全体バズで ,グループの意見を出す。

o全体バズをうけて ,教師がまとめる。

o学習課題を確認する。

○教科書を参考にしながら,儀人で見学の現

点をあげ ,ノ ートに書 く。

oグルーズで ,さ らに広げていく。

o全体バズで ,グループの意見を出す。

o教師の鱗言をうけ ,見学ノー トをつ くる。

o見学の視点を再確認し,現地での行動につ

いて,注意をうなる。

○現地 につ き,見学の視点にそ って観察をす

る。

o農家の人の占きを難き,メ モをとった り,質

問したりする。

o学習課題を確認する。

O資料を提示し,考えるヒントにさせる.

I-7

71見学に行った気づきをあげょう。lo学習課題を確認する
9みかん畑のようす      lo自 分の見学ノー ト ,メ モ_を もとに,グルー
。みかん作りに鷲われる道具  | プで話し合い,ま とめていくも
・どうして,みかん畑が多いのか 1 戯 体パズで,グループの意見を出す。

|。表師が,スライドなどを、使って,ま とめを
i                 l ~~‐
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あげよう。

9.農務のやくわり,を あげよう。

10.農協見学で調べることを見学ノ

ー トに書こう。

11. 農協を見学しょう。

・農家と農議との関係
｀

・農競のしごと

12.見学をもとに,農機のはたらき

とやくわりをまとめてみょう.

13。 今までの学習をたしかめよ

l o自分の見学ノート・メモの該当する所に練 |

を入れ,提示された資料から,個人で考え

ていく。            | :
0グル早プ学習で深めていく。

o全体バズで,グループの意見を出す。

○教師が,ス ラィドや資料を優らて
`:ま
とめ

る。   ,

0見学 ノー トを完成する。  「|  ‐

o学習課題を確認する争      ・

o個人で 。見学 ノ∵ 卜からまとめてい く。

0グループで ,さ らに広げ ,深める。

o全体バズで,グループの意見を出す。

o教師が ,ス テイド・資料を使って ,ま とめ

る.

○まとめをうけて ,見学ノートを完成させるL

。ttmtiが ,ス ライド・ TPを使って ,こ れま

での学習のまとめをする。

●ポストテス ト    ・

I「 -8

0学習課題を確認する.

ol蒔人の考えをノ=卜に書 く.   :

o個人の考えをもとに ,1グルニプで学習をす

るじ      :         '

o全体バズで ,グルーフ
Cの
意見を出す。

o全体バズをうけて ,農爵見学○祝点をグル

ープで決め ,見学 ノートをつくる。  :

o見学の視点を再確認じ・ 見学場所で
の行動

について,注意を,け るc

o農議につき,係 りの人の説明を開き,メ モ

をとったり,質問などをしたりする。

9

12

13



国 語 科 学 習 指 導 案

指導者 久保覇  司
1.学年  第 4学年 2組 男子 10名 女子 11名 計 21名
2.単元  小さな青い馬 (物語)
3.単元の取り扱い

・
  _       ,本 題材は,少年のまfる と不思議な青い

`馬
との交流が中心となり,父親への信頼と亡

:   き母への思慕が底流となっている.響想的な作品ではあるが ,情景はの篭るの視点で
ぶ   '        描かれてぉ り,心情の推移もわかりゃすいり      |

指導にあたっては,行動かりぶ精を読み取らせるようにし.その際,ノ ートに書く
ことによって考えをまとめ ,ダループで31し合うことによって考えを深めるょうにさ

せたい。

4,単元の目標

認知由む

,    0場 磯や情景を想像しながら,人物の気持ちの移り変わりを読み取ることができる。
①感想を吟味し,段落相互の関係を考えて焦点化された感悪文を書 くことができる。
○気持ちを表十言葉や記号 (ダ ッシュ)の働きなどに気を付けて,幻懇的な作品を読
み味わうことができる。

態度的

0登場人物の気持ちになって音読しょうとする。

。友達の話を瞳くことにょって,自分の考えを深めょうとする。

5。 学習計画 (11時間)

蒔 題諄
藤習学

「

                                                     

‐‐‐‐‐‐‐‐…Ⅲ…‐‐‐‐‐‐‐……1‐Ⅲ…………__‐ ‐̈‐

―

1.五豊[皇1で感1文を讐く:‐
|(1)お もしろいところ
1 2)疑蘭に思ったところ
8)全文の感想

|                  ~~~~~~~~~

1実 践 活 動

2 2.全文の音読をする。

3,あ らすじをとらえ ,学習計画を立て

る。

02人組で全文を音読する。

Oグループであらすじをとらえながら,

これから勉強していきたいことを出し

合 う。
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―

‐       t

|

oグループで出たことを全体に出す。

o教師 Jit中心に課題をまとめ,学習計画

を立てる。

３

　

・

４

.のぼるは今の生活をどう思っている

のだろうかo (P4γ P8 ι9)

(1)家族についてどうか。

0 友達についてどうか。・
´

f31 どんな遊びをしているか。

り どんな夢をみているか。

o本時の課題を確認する.、

○本時学習部分を音読する。

o本時学習部分の漢字,難語句について

確認する.

0各自でサイドライィを引いておいたの

ぼるの行動の部分から,のなるの気持

ちを読み取り,教科書に書きこむ.

○グループで意見を轟じ合う。

●グループで出た意見を全体で話し合う→

o本時の学習と次時の課題を確認する。

5 5。 青い馬に出会った場面でのぼるの気

持ちはどう変わっていったか。

tP8ι 10～ P12ι 2)

(1)青 い馬に出会うまでの気持ちの変

化はどうか。

け)青 れ鴨に出会ぅてからの気持ちの

変化はどうかふ

6 6.青い馬が来:る ようになって
゛
からのぼ

るの気持ちはどう変わっていったか。

(P12ι 3～ P14ι 5)

樅)な ぜ父ちゃんにだまっていること

にしたのか。

盤)な ぜ母ちゃんの夢を見なくなった

か 。

7 7.馬のことが父に分かった時ののほる

の気時ちはどう変わ っていったか。

(P14ι 6～ P17ι 12)

色)父 ちゃんが病気で帰 ってきてから

の行動と気持ちはどうか。

粉 思わず馬のことを言 ってしまって

からの気持ちはどうから

8 3.青い馬が来なくなった時ののぼるの

II… 10



（
本

時

）

気持ちはどう変わっているたか。

(P18 ιl～ P20ι l)

a)ど んな気持ちて くちびるをかんだ
のか。

り どうしてだまってこらえたのか。

8)父 ちゃんとの会議でのほるの気持

ちはどうなったか。

9 9.小 さな青い馬とは何だったのか。

(P20ι 2～ P21)ι 12)

o本時の課題を確認する1,

0本時の学習部分を音読する。

o本時の学習部分の漢字 ,難語旬につ 1/h

て確認するЭ

O各 磨で全文を通して考えて ,ノ ー トに

まとめる。

0グループで意見を錢じ合う.

○グループで毒た意見を全体で話し合 つ。

O本時の学習と次的 課題を確認する。

10・ 全文を通してののぼるの気持ちの移

り変わりlrcついて感態文を書く。

。本時の課題を確認する。

○各自でのぼるの気持ちの移 り変わりを

中心に感想文を書 く。

○各グループで ,感想文を回し読みして

話 し合 う。

11 11.学 習の確認をする。

仁)ポ ス・トテス トをする。

鬱)登場人物になったつ もりで象をす
る。

○ポス トテスト (プ リテス トで出題した

漢字 .難語句および :課題 4～ 9)を

する。

o2人組でのほると父ちずんの会話の場

面を刻化する。

Ⅱ -11



社 会 科 学 習 指 導 案

指導者 金 子 順 子

1.学 年  第 5学年 1組  男子 10名  女子 10名  計 20名
2.単 元  わが国の製鉄所          弓

3`単元の取り扱い

0児童は,工業の発展が人々の生活や産業に大 きな影響を与えていることについて,      ・
既単元で学習しているので,これらを十分ふまえて授業を進めていく。

oこ の単元では ,工業の基盤とも考えられる鉄の生産過程がいちじるしく近代化さ      も
れていることや工場立地条件もよく考えられていることを知り,製品の輸轟の問

題にも気づくようにさせる。又 ,いかに近代化した機械でも,それを使っている

のは働いている人であること壼理解させる。

Oそこで,児童に 具体釣な写真・図表等の資料を活用させることにより,原料の

入手先 ,製品輸出先 ,・ 立地条件の共通点などを考えながら,主体的に学習する態

度を身につけさせたい。

4,単元の目標

認知的 ○製鉄所では,近代的なしくみで,ほとんど外国から運ばれてくる原材料を
もとに,鉄の生産を行っていることを理解させる.

ゃ構動的ilC作業を進めるコンピューターのしくみを取り入れているが ,働 く

:. 人にとっては ,つかれる労働であることを理解させる.

_ ○製鉄所の共通した立地条件は ,海止交通の好条件な所にあることに気づか
せるL

_    中日本は,世界でも有数な,鉄の生産国である7Ji,原料をほとんど輸入にた

:     よっており,ま た輸出量も多いことを理解させる。      
‐

1態度的 o自 分から進んで ,グラフ・地図・写真などの資料を活用して,学習するこ

とができるようにさせる。

争友だちの考えに反応 し,事業にもとづいた,自分の考えを持つようにさせ

る。                                         し

5,学習計画 (9時間)

時 学 習 課 題 実 践 活 動

1.学習の課題を知ろう。 oプ リテス ト

○教科書を読み ,学習内容の概略をつかませ

る。

o各時間の学習課題を知 り,ね らいを把握さ

せる。

II-12



2 λ 豊島の申で使われている鉄製品

を調べよう。

(枠組みとして船具 。工具・薔用

品・農機具)

○本時の学習課題を確認する
:こ

0各自がプリントに作業する。

oグループにして ,発表し合うの

。まとめ

３

　

・
　

４

3.鉄ができるまでの歩みを

めょう。

o本時の学習課題を確認する。

O各自,自 由に考えをまとめる。

oグルニプで話し合lrt,鉄がで きるまでの話

を ィラス ト入 りで
―
,直用紙などに各自ぶ

分担して作業をする。  :

oグルーフ
゜
ごとに できあが ったものを発表

する )

○まとめ一 | ・        ・

5 4.鉄の原材料は ,どんな方法で工

場に,運ばれてくるだろう。

o本時の学習課題を確認する。

0さ じ絵やグラフ・表などを参考に一人学習

をする。

○グループで 話し合い。まとめるぅi

Oま とめたことを発表する。

●整理             ,

0鉄の原材料・入手先など分かったことを整

理 して ,各 自ノー トにまとめる.

6

5. コンピュー メーを取 り入れたこ

とにょって ,工場の中はどう変 っ

ただろ う。

6.働 く人は,ど んな仕事をしてい

るだろう。

o本時の学習課題を確認する。

o本文を読む。

○写真 。図などを参考に 自分で考え,自 分

なりに考えをまとめプリントに書 く。

○グループで話し合い,ま とめる。

●グループ発表

0課題 6に取 りくむ。

Oグループで 話 し合い ,ま とめる。
●グルーフ・発表

○整理

7. 製鉄所の分布図を見て,大平洋 o本時の学習課題 を確認する。
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（
本

時
）

慣1に整鉄所が多いわけをあげなさ

レヽ.

0自 分の考えをまとめプリントirc書 く。

oグループで話し合い ,TPに まとめる。
0グループ発表

0整理 ::        i

O製鉄所が太子洋側に多かぅた理由を各 自ノ

ー トに整理してお く。

8 8. 1960年ごろから日本の鉄の生

産量は各国とくらべてどうなった

だろ う.(P lllの グラフから)

9・ 日本で生産された鉄の輸出先と

輸出量を調べょう。

(P l12の表から)

o本時の学習課題を確認する :

Ⅲ栞題 3に取 りくむ。

0グループで意見を出し合いまとめる。

oグ /1/∵ プ発表

○課題 9について取 りくむ。

0グループで ,意見を出し合い確かめる。

oグループ発表

0整理

o本時の学習について確認する。

o全体で学習のまとめをする。

①ポス トテス ト

10t「 鉄をつくる工場 Jを学習して

分かったことをまとめょう。

11。 今までの学習をたし、かめよう。

亜 ― 14
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２

　

３

社 会 科 学 習 指 導 案

学年

単元

指導者 竹 内   優
.第 6学年 1組 男子 12名 女子 13名 計 25名    :
traか しの日本 江戸時代「幕府政治の移り変わりと野人の文化」

単元の取 り扱い |        :・   1             1  =

0歴史の単元では:先人の業績やなぐれた文化遺産を,身近なものとして理

解するとともに,人間尊重の姿勢を確率させょうとしました。庶民の歴史
なかでも庶民のくらし,と りわけその自立への願いや経緯につ 1/・hその叙述

.    に重〆曇をおきました。                   i ・ :

○歴史学習においては,歴史を学ぶ,お もしろさや楽しさを感じと・なせるた
め,歴史的事項をょり身近なものとしてとらえられるょり,絵を中心に物

語や逸話をより多 くとり入れていきたぃぅ

o本学級の児童は自分から選んで学習していく意欲が少し足 りないことと ,

自分の意見を出しにくい子が敷名いる。全員が学習意欲をもって課題にと

りくめるょうグループでの話し合いとが全体での話し合いをょり多くもつ

ようにしていなたい。

単元の目標

認知約  ○籍根用水をとお:して,新圏開発など農業生産の高甕妙について知るととも
に,長い間には武士中心の政治体制 もゅらぎ,政治の改革が行われ豪分制

度もひきじめられていったことを理解する。

o大阪 ,江戸の様子 をとおして ,こ のこぅには ,農業 をはじめ話産業や交通

が発達したこと,と くに商ェ業の発展にともない町人勢力が増大し,特色
ある露I人文化が栄えたことを理解する.            。

態度的  oね らいにそって自分で一人学習ができ考えをまとめることができる。
○班の中で協力して調べたり,作業ができる。       「 。il i:
○自分の意見をはっきり出し,ま た,人の意見をよく蘭くことができる。

学習計画 (3時間)

時 学 習 課 題 実 践 活 動

1. プリテストをゃる.  :

2,単元の学習課題を把握する。

0プ リテス ト  ■‐ ‐

0前単元とのつなが りを説明する。

○グループで学習課題留つくる。

○児童に単元の学書計画をおしたる。

2 3.箱根用本に代表されるような工事を 0本時の課題を示す。

=-15

4.

5.



なぜ ,行 ったのか理由をあげなされ

4.元禄時代は世の申がどのょうにかわ

ってきたのか,その変化をかきなされ

む 。

o課題 3についてと

o全体で整理する。

o課題 4についてと

o全体で整理するo

oま とめる。

む 。

3 吉宗の行った政治をあげなさい。

吉宗のねらいは何だったのか。

５

　

６

0本時の課題 を示す。

o課題 5についてとりくむ。

0全体で整理する。

o課題 6についてとりくむ。

o班で発表する。

oま とめる。

4 7, このころぅどうして身分制度がゆら

いていったのか理由をあげなさい.

8,なぜ,身分制度をひきじめる必要が

あったのか理由をあげなさね。

9, どうして,き びしい差別をおしつけ

ていぅたのだろうか理由をあげなさヘ

o本時の課題を示す。

●課題 7についてとり

o全体で整理する。

o課題 8と 9について

o班で発表する。

0ま とめるぅ   1

む ¬

む。

５

（
本

時

）

10。 江戸時代と現在の交通のちがぃをあ

げよ.              :

11.な ぜ ,旅をするのにきびしぃきま り

があったのか理轟をあげなさい.

o本時の課題を示す。

○課題 10についてと

o全体で整理する。

o課題 11についてと

○班で発表する。

oま とめる。

む。

む 。

6 12.江戸時代の農業は,前の時代にくら

べどのように進んできたのかのべなさ

しヽ。

o本時の課題を示す。

o課題 121・Cつ杯てと

○班で発表する。

○まとめる。

む。

７

　

・

13,大阪,江戸を:中心にした文化のょ

すをそれぞれのべなさい。

14.江戸の町の文化は ,ど う変ってきた

o本時の課題を示す。

o課題 13についてとりくむ。

○全体で整理する。

O課題 14についてとりく:む。.
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のだろうかのべなさい。 O班で発表する.

0ま とめる。

15.単元のまとめを行 う。 0単元全体の流れを説明する。

0/1S人で整理レまとめる。

0ポス トテス ト
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豊 町 立 沖 友 小 学 校

研 究 授 業

1,時 間配 分
10:00 10:30       11:15 11:25       12:00   12:20    13:10        14:oo

受付 研 究 授 業 休憩 児 童 会
り

しや
祭
ば

昼  食 研 究協 議 移 動

2,授 業 内容 (合同授業 )

学   年 教 科 〔体育〕・ 内容 授  業  者

全 児 童

1 ・ 2年

3 ・ 4年

5 16年

全 児 童

準備運動 (柔軟運動 。す早い動 き )

とび箱あそび

腕立て開脚 とび

台上前転

整理運動

松 本 智 子

松 浦 良 孝

惣 明 修 市

幼 稚 園 おみせやさんごっこをしょう 池 内 文 子



沖 友 小 学 校 の プ ロ ァ ィ ル  ←

はじめに

本校は,へき地一級指定で児童数 17名ふ小規模校の例にもれず下級生の面倒をょく見る.
消極的なところもあるが,素直で学校全体が一家族のょぅなふん囲気である。また地域住民は学
校に対して全面的に協力L´学校を大切たする素朴な気風は昔な力lちのものであふ。とのょうな地
域の実態がら校区の課題が考えられる。温かい住今よい地域づくりと地域を維持発展させる後継、

者の育成が必要である。後継者の地域定着:老齢化社会の問題も考えなければならない。地域の

伝統を受け継ぎ,時代の流れを見つめながら住みよい社会を倉1造できる子どもになる為Fは ,学
力・体力を身につけ。多人数の中でも気おくれせず自分の目標にむがって積極的にねばり強くや―

りぬく子ども,人のIi場になって考え協調できる子どもでなくてはならない。このょうな子ども
の育成を目指して,今重点的に取り組んでいることは,

oと もに支えあう学級,学校集団づくり…・・7心のふれあいを大切に。

o体力づ くり

o言語について

o複式指導

…・・I特に柔軟 。なわ跳び。

イ    …・:・特に大きな声で発表。
……・少人数の利点を生かした,ひ とりひとりの能力に合った指名

o家庭や地域との連係……両親学級,祖父母参観日,地域の伝統の継承 (祭ばやし)

などであるが ,へ き地の特性を活かし,べ き通たからできる教育をォ地域に支えられながら地域
の文化センターとしての役割を果たすべく,電だち7をの教職員はきさゃかな取 り組みを続けて
いる.                 :

授業ほついて

国社算理の四教科については複式で,他の四教科並びに道徳については単式で授業を行ってい

る.複式授業では,学年目標を目指して学習を進めることが.できるが,単式痩業に碁いては,二
学年が同二教材で学習するので上学年には容易になり:す ぎない様に,下撃準にど:進豊にならな
い様指導計画を立て学習を進めている。単式授業は,AB年次で行らているめで本校独自の指導
計画のもと準,二年間の積み上げの結果す目標が達成できる様に学書しマ|る。複式表業の長所
は,学年に応した自標を目指してそれぞれ学習できること。下学年の一年間に上学年の学習をそ
れ:ごなく見てぃるのモ全く新しい教材を学ぶ時の様な抵抗ふ少なスこと。真撃準あ児童が同じ教

室にいるので上学年が下学年とマンツニマジになって容易に教
:え

合えること。教師が一時間中指

導することふモきないあで自分たちで轟し合法学習を進ふそいt主体性ふ身たらくなどふ挙げら

れる。短所としては,二学年にならた時,教材へめ新鮮さに久けること。教師が一方の学年を指
:導
しを澳乞問,他あ学年な:轟象品な撃善もヽ

1そ

基にくぃこと。技術轟能発轟た十撃年の方が手ぐ

れていて上学年が劣等感をもつ場合があるこ
イ
と。極学年の邪魔たならない様に小さぃ声で話し合

'■

を手る習債ふちムを去1大基あ轟で長羞豪|ふ轟薯豪仏ことな
Iご

ふ基乞.様々な問題点をかか
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えながら,:それを克服するように手立てをしているが,本校では特に複式授業の間接指導を能率

的にするためにはどのようにしたらょいかということを話し合い研究を進めてきた。現在はシン

タコンァックスの活用と手引きを利用している。シンクロ「77:ッ iク スは全校児童が同時に使える

様に台数が備えてあり,一年生も一学期の間に使いこなす4求になった。シ‐卜は三年生以上は既

成のものが三教科備えてあり,いつても活用できるようになっている。しかし,進度の異なる場

合や,教師の語りの方がよいと思われる場合には,自作のシートで学習を進めている。器機の操

作によって薦き直しもできるし,個々の進度に合わせて学習することもできるので効果的である.

もう二つの方法である手事|な のイJ用については,一時間ごとの学習内容をプリ/卜 し,その内容

にそって,読んだり書わたり,観察したり話し合ったりして児童が主体的に進めていくものであ

る。高学年ではゃ内容を話し合いによって広めたり,深めたりすることができるが,低学年では,

塔:え を確かめ合ぅたり異なる意見:も あることを知る程度に終っている.シンクロファックスの場

合も手引きの場合も授業以前の準備に時間がかかることや,授業中その都夏教師が助言すること

ができないことなどの問題点がある。今後も教職員でさらに研究していかなければならない。  ヽ

複式学級こそパズ学習の原点であるとよく言われる。特に銅接指導においては,話し合い活動

が不可欠のものである。一学年が 2～ 4堪 しかいない本校ては,話し合いが活発になりにくく,

全員発言はもちろんのこと,友達の意見を闘きながら,人が何回も発言してぃかなければ話し合

棒が成り.立たない。そこでお互いによく聞き合うために,発表者は初めと終螢ぶ「 はい………で

す。 Jを 明確にすること,鷲いていた者は前の発表者の意見とのかかわりをしている。しかし,

まだつぶやきとしては言えても,発表としてはなかなか言えない現状である。大きな集圏に入っ

ても堂々と出己を表現できるような子どもを育てるために研修を深め,一時間一時間の授業を大

切 にしてね きたい。

児童会活動

幼稚園9名 ,小学校17名 ,計 26名 を縦害Jり で4班編成し,児童会活動を行っている。月 1

回の児童会では,生活の中からお互いを理解するための問題を出し合って話し合い活動を進めて

いる。縦書Jり集団の目標は,「 できるだけ大ぜぃつ友だちと仲よくし,力 を合わせて物事をやり

とげていく楽しさを身につける。 Jこ とである。

縦書jり 集国の活動は,週 3時:誉外掃除,金曜日のレタリエーション朝会,合同体育,業間体育,

学校園畑作りなどである。行事としては,七夕誕生会 (7月 ),も ちつき誕生会 (12月 ),.お

別4運動会 (誕生会・3月 )な どを設け,班長会を開いて,誕生会をいかに盛りあげるか話し合

いぅ更に,各班で班会議を薄いて班の出し物や,や り方などを決めている.

練習や準備は昼の体憩時間を利用したり,放課後を利用したりして行い,各班独特のものができ

上がっている。準備や練習にあたっては,各班担当の教戦員がこれにカロわり,主体性を育てなが

ら行事が進行できるようにつとめている。  1
次に,学期に一回,自 分達がや■てみたいことを提案し,児童会 (幼稚園から6年生まで)で
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話し合って決定している。 1学期は「 宝さがしJが提案され,ど のょうな方法で「 、宝さがしJを
するな班長会てしっかり話し合い,児童会 3役を中心に準備は順調に進められた。在方には多少
の反省点は残るものの,自分たちで行事がやりとげられたという喜びが ,後の反省会にもょくで

ていたこ●また賞状まで準備して,内容をょり充実しょうとした跡もみられた。 7月 ケ甕の七夕誕
生会では,各義の人数が少ないこともぁって,1班と2経 ,3襲と4班の2線に//i・がれ,笹を持
ってくる係や短満の作り方を話し合い,協力して七夕かざりを律った。幼種麓史の議いはァ高学
年の児童が書いてやり,一人残らず思いを短縮にたくすことができた。

1人 1人の願いが充分話し合われて班の願いとなり,さ らに学校全体の頭仏に高まりし方法を

みんなで語し合って願いを実現していく。このことが子どもの主体性を育てるすじ造であり,ぁ

くまでも教職員は陰にまわってア lヽ
バ`ィスしていく形をとっせいる。

縦書:り 班の轟標に追るためにも,個 々の子の実態をょく把握じ:全教職員が携力して,ょ り質
の高い縦警Jり班を育てていきょ法。

保 健 面 よ り

小学校で,も っとも多い疾病異常は,多歯で,広轟果においては羅患率覇希忠3年度 93.4各

沖友小においてはloo“ と,見のがせない保健上の問題点である。本校では前年度より,歳ふ
がきカレンダーヘのチェックを足推:り に裁みがき指導を行っているo 多華は,‐ 発音,顔 ,表情へ
の悪影響は:も ちろえ′,身体釣発育への影響,精神轟うに落ち着かないなどと子ども達わ健全な発
達へのさまたげとなっている。本年度においても歯みがなヵンンダーの継続とともに,虫歯予防

週鶏を中心に保健指導を行っている。特に歯に関するァンタ■卜及び歯科検診の結果ょり,1日
3画の歯みがき習慣は,だいたい身についてきたが,夜の歯みがきを忘れやすいこと,歯のみが
き方や時間が不十分でみがき残しが多いこと,その結果 ,6才自歯が早期にう歯にかかっそいる。
おやつはスナック菓子 ,炭酸飲料が多く:飲食優のうが撚は F'殆んどされてぃないなどの問題が
明らかになった。そこで本年度は,お く歯のみがき方:う がいの効果についても全学年を通して

指導し,高学年では歯のために良棒食品などの勉強も行っている。また本校は,幼稚国も校内に
あり連携がとりやすいので,乳幼児からの正しい歯みがきの習慣化をはかるため,参観○猥など
を利用し保護者を交じえて,紙芝居や歯みがな指導をし,ま た音楽にあわせて3分間の歯みがき

が自然に身につくょう,給食後は必ず音楽を羹して歯みがきをしている.その他年 2理の仏素塗
布のおり,カ ラーテメメーを使って歯めょごれのチニックをし,みがな残しのないよう指導して
いるoしなし残念ながら,無医地区であり,交通の使の悪い沖友地区では,治療が受けにくい現
現にある。また奪の補助をうけて毎年 4～ 8月 は町内の小学生の歯科治療は無料となっているが,
子ども達の治療を受けやすい夏体みは ,柑稿の警虫予防薬散わ 時期と重な り,保護者が多忙
でつきそって行きにくいということもあって治療率が低下している。そこで保護者に対して検診

後の早期治療を保健だょりや治療勧告用紙によって呼びかけ,子ども達にもクラスごとの治療状
況を掲示板に示し,4～ 8月 に治療がされるようにとり組んでいる。この外 ,豊同教健康部会で
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も,虫歯予防の小 。中学校を通しての保健指導案を立てて,町内の学校が連携をとりながら取り

組みができるようにつとめる.

掃 除 について      '

1日校合は,一部三階建てであったが ,現在の新校合は三購建てとなり,掃除場所が広くなった,

その反面 ,児童数は減少し,十分手が行き届かない現状である。こういう状況の中で,内掃徐は

毎 日15分間,昼の体憩時間の後に,学年毎に場所を配当して実施している.ま た ,廊下や教室
のフッタス掛けは,月 に一回全校あげて実施している.夕i撮除については,場所を困区分して ,

月水金の朝会の前に10分問,幼～6年までの縦書Jり班で,高学年が低学年をlrtろ いろ助けなが

ら当ぅている:こ のょうに全員が ,それぞれの掃沫場所に責任をもって取り組んでいる。中には

時間内にできなかったり,遊んでいたりする子どもがいる。そこで,各掃除場所の人数配分とや

り方を話し合い。子どもと共に掃除する中で ,組かい指導をし,子ども達も,掃除のやり方がだ

んだんと身ilCついてきている。さらに,今後は 17名で能率よく時間内に掃沫ができるょうに,

手標を考え,協力して仕事を進あることを身につけさせるように継続して指導していく.ま た自

分たちの学校だから自分たちの手でいつまでもなれいに使うという気持ちを更に育てていきたれ

以上のように掃除において
:も-1や
はり児童と児童・児童と教職員識に権手を認めあい,議力し合

える人間関係を育ててい くことが大切である。

学 年 ;掃 除 個 所 (1)=人 数

12年 教室② 2階廊下②

34年 3 `4年を睡慧⊃

3階廊下①

理科室 :図書室9 1.2

:56年 5.6年教室① 絞長室 .保健室 .1婚廊下①
玄問   ① 体育鏑②

1.2.3:看繭

職貞壷①
`
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体 育 科 学 習 指 導 案          :  :

攀友小学校   指導者 (1.2年担任)  (3.4年 担任)  (5.6年 壼任)
.    l松 本智子  ゛ 松浦良孝     惣明修市

1,日  時  昭和 59年 10月 26目 (金)
2,学 午  1。 2年 (4名) 3.4年 (6名 ) 5■ 6年 (7名) 計 (17名 )
3.題 材  跳び箱運動
4を 目 標           1

認知的目標 ,o固定施設や器具などを使って,挑び箱では,ま たぎ越し .踏み越し .腕立て挑び
¢難霊)  上が り降りができるようになる。 (112年 )

o跳び箱での腕立て開簿挑び .腕立て開脚率びができる。     (3.4年 )

o跳び籍で,大 きな動作で,焼立て誂び越しや,― 台上前転が調子よくでなる。

(5.6年 )
態度的目標 (全学年)                    1 :」

o運動の仕方のきまりをつ くり,それを守って運動できる.

o友達の動 きを見たり,自分の動 きを見てもらったりして ,か互軽に注意 し合 って

伸 よく運動できる。

o運動をする場所を整備し,器具 .用具の安全を確かめるなど健康 .安全に留意し
て逗動ができる。

o能力に適した課題をつ くり,自 己の練習翼標をはぅきりさを ,根気よく練習でき

る。

5。 題材の取り扱い        |

o器械運動は,技能の優劣を競う競技スポーッとしてで1/■なく
`遊
びから入って器

具rcなれ,「 できなぃJ状態から,「できるJ状態に,「 できる」状態から「 ょ
り上手にできる」状態へと課題の達成を目指すことを中′心とした運動である。
o本校の児童は,休憩時間などでも固定施設を使うて遊んでいる姿はあまり見力ヽけ

′     ない。
'時 鉄々棒をしているのを見かけるくらいである.ま してや,準備の払る|マ

ット.跳び箱などは,全 くといってょぃほど普段の生活ではなじんでいない。
o指導に当らては,先ず器具になれさせる為に,体育館lC跳び箱を常備しておき|:

自由にいつでも使えるょうに配慮するL銚び箱運動の学年犠あ嚢縮を追ちてで竜1‐ :

る喜びを味わせたいふ9 ・   。
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■:    o準備運動 .整理運動を全学年合同の縦害Jり 班で行うのは,平素業間体育で柔軟運
1     動 =なわ。とび運動 ,グームなどをしている形をそのままうめ 入れたものである。

6。 学習計画 (1.2年)   時の欄◎=合同体育 |

次 次 目 標 時 学 習 課 題 動活競実

学習計画のあ

らましをつか

む

学習計画を知る。 o教蒔の技を見てこれからやる運動を知

る 。

o一つ一つの技のチェノタポイントを知

る 。

oプ リテス ト

2

またざ越 し ,

ふみ越 し,腕

立て跳び上が

りお りができ

るょうにな為

◎

２

oま たざ越し,踏み越

しが上手にできる.

。またぎ越しは ,両

足 を大 きく興いて

遠 くへ挑ぶ 9

・挑び箱を横や縦κ

して遠 くべ高 く誂

・着地はひざをまげ

体 を小さくして安

定 させる。

・助走から着地まで

リズ ミヵルに行 う。

o本時のめあてをつかむ。

o高学年のまたぎ趨:しの技を見る。

o練習をする。

●高学年の踏み越しの技を見る。

o練習をする。

o相互評価をする。

o次時の予告

◎
３

（本
時
）

o腕立て跳び上が り眺

びお りができる。

・体を伸ばして跳ん

でお りる。

・腕立てでお りる。

0う しろむきにおり

る。

o本時のめあてをつかむe

⌒高学年の腕立て跳び上が り跳びお りの

技 を見る.

0腕立て跳び上が り挑びお りの森習をす

る。

o相互評価をしながら練習をする。

0蜘時の予告

3

またぎ越し,

踏み越し,腕 4

o2次の学習を活かし

て,マ レト.平均台

o器具の配置をする。

oま たぎ越 し,踏み越し,腕立て挑び上

Ⅲ -6
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立て跳び上が

りお りが ,ょ

り上手にでき

るようになる。

1跳ぴ箱を組み合わ

せ ,いろいろな遊

びを作り出す。

○腕立て跳び上が りお

り,腕立て開脚誂夢

をし,学習計画を立

てょう。

が りおりをする。

oい ろいろな遊びを正夫する.

o作り出した遊びをする.

o反省と次時の予告

o本時のめあてをつかむ。

oま たぎ越し,踏み越 じ .腕立て眺び上

が りお りがスムーズにできるように練

習をする.

o友だちと直し合いながら,ょ

運動ができるょうにする。

○ボス トテスト

o反省と次時予告

りうまく

oプ リテス ト

o練習計画を立て練習する。

・練習のめあて (置人 ,全体)

o本時の反省と次時予告

(3 .4毎 1)

o本時の課題とめあての確認

o腕立て馨脚魏びの基本を知る。

十踏み切りは大きく高く

。手は前方に着 な手のひら全体でつき

はなす。

″着地は調子よく

o各 自課匙について森習をする:

o本時の反省と次時予告

III-7

o2次の内容がより上

手にできるょうにな

る。

・全体を通して リズ

ミカルに大 きな動

作で運動ができる

°
ようになる。

学習への見通

.し をつかむ。

腕立て鐸脚跳

びの基本的な

技術を習得じ

ょり上手にで

きるようにな

る。

o腕立て跳び上うまりお

りができる。

o腕立て開脚跳びが上

手にできる。

○めあての確認をし,各自の課題につい

て,練習をする。   i :

|・ 踏み切り,跳び越じ
=:着
地が調子よ

くできるようになる。

o相互評価と次時の予告

2

◎

２

3



腕立て閉脚眺

びの基本的な

技術を習得じ

ょり上手にで

きるようにな

助走を工大し

て腕立て開脚 |◎

調子よくでき17

るようにな

(5 6年)
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o腕立て閉脚跳びが上|ふ本時あ課題とめあての確認

手にできる:   lo低い跳び箱で1～ 2歩助走して跳ぶ練
・踏み勘;は低t l 善をする。
・」ざ暮胸た近 く lo農 び雑1を高くして練習をする。

・手を早 くはなす

やわつ払ヽく着地 lo本 時9反省と次時の予告

o本時の課題 とめあての確認

o踏み切り,跳び越し,着地が調子よく

で きるように釈習をする。

o自 己評価 (自 己の方向づけ)

o各自の課題で藤習する。

o相互評価 (グループの方 1亀づけ)

o本時の反省と次時予告

0三つの技の基本がで

きているかチェック

して復習する.

o本時の誅題 とめあての確認

0藁び越す時のリズムを身につけるよう

隷習をする。

o高さや踏み切 り板の位置を変えて練習

をするも

oポス トテス ト

o率時の反省と次時予告

o腕立て開鐸跳び,譲

輝眺びが ,大 きな動

作で調子よくできる

・基本技が身につ椰

たか。

拶6び箱運動の

や り方をつか

み ,学習計画

を立てる.

0今までの自分の力と

ためす .

o台上前転のやり方が

ゎかるハ

oプ リテス トを行 う.

o学習計画の概要を聞 き,あ らましを知

る。

2

腕立て開脚跳

びがより上手

にできるよう

になる。

2

o腕立て開脚挑びで ,

踏み切りから着地ま

で ,大 きな動作で調

子よく
―
挑ぶようヤ鶴泌・

o本時の課題とめあての確認

o腕立て開脚挑びの練習をする。

o相互評価をしながら練習をする。

の本時の反省と次時予告

3・

◎

４

ｏ　

５

4

8



|

◎

３

o踏み切 りの距離をの

ぱし,両手を着 く位

置 を決め ,麓地の距

離 をのばす.

o本時の課題とめあての確認。

6め あてを決め ,練習の仕方を工夫して

自分のわざを伸ばす。

o相互評価をしながら練習をする。

o本時の反省と次時予告

4

o踏み切 りから着手ま

で と,つ き放しから

着地までの動作を大

きくして跳ぶように

なる.

o本時の課題 とめあての確認

oめあてを決め ,練習の仕方を工夫して

大 きな動作でできるょうになる。

o霧互評価をしながら練習をするこ

o本時の反省と次時予告

3

腕立て閉輝挑

びがより上手

にできるょう

になる。

5

o腕立て薦脚跳びで ,

踏み切りから着地ま

で ,大 きな動作で調

子 よく跳
～
るように

なる。 1

0本時の課題 とめあての確認

0腕立て開脚挑びの練習をする。

o相互評イ轟をしながら練習をする。

o本時の反省と次時予告

◎

　

６

o踏み切りの顔離をひ

ろげ ,体を水子にし,

手のつき放しを強 く

して跳べるようにな

る。

o本時の課題 とめあての確説

o体が水平になるょうに踏み切 り,手の

つ き放しが強 くできるように練習をす

る。

o相互評価をしながら績習をする。

o本時の反省 と次時予告

7

o踏み切 りから着地ま

でを大 きな動作で調

子 よく跳べるように

なる。

o本時の課題とめあての確議

Q助走→踏み切 り→羞手→着が ,大 き

な動作で調子よくできるように練習を

・する.

o堰互評価全しなが ら森習をする。

●本時の反省と次時予告

4

台上前転が ,

より上手にで

きるようになる

3

o踏み切 りから着地ま

でが ,調子よく回る

ようになる。

o本時の課題とまとめの確議

o台上前転の練習をする。

o相互評価をしながら練習をする.
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o本時の反省と次時予告

o自分の力に合っため

あてを決めて ,台上

前転の技 を伸ばす。

菫 ― 10

o本時の課題とめあての確認

o強 く捨み切り,高 く入ることままっす

ぐに回ることを重点にして練習をする。

o相互評価をしながら練習をする。

6本時の反省と次時予告

o本時の課題 とまとめの確認.

o大 きな動作 (着手の際の藤の位置 '台

上での回転の大 きさ 。ひざを伸ばす)

で 。できるように練習をする。

o調 -7・よく (ス ピー ド・ なめらかさ)で

きるょうに練習をする。

o姫互評価 とポス トテス ト.

o本時の反省と次時予告

◎

９

（
本
時
）

o大きな動作で調子よ

くできるようになる。
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豊  町 立  久 比 小  学 校

研 究 授 業

1,時 間 配 分
10:0010:30         11:15 11:20

受付 11校 時授業 i休憩

12:05 13:00

2校 時授業 fラク虎J研究協議

2.授 業 内容

学   年 授 業 者 教 科

一　
　
校

　

時

1      4F 小 林 千 浪 算 数

34年 川  原  祐  子 算 数

6  年 藤 田 登 喜 子 算 数

幼 稚 園 石 圏瑞枝 ・田 中時恵 の りものを作 って遊ぶ

辱 年 奮地キヌチ 算 数

14:00

移 動



久比小学校の子 どもへの とりくみ

1_本校の重点研究につ棒て

,昨年度,教材 ,教具の工夫をして,子どもの学習意欲を高めていく研究:を進めたが,ど の
ように教師側からお膳立てをしても,真の学習意欲づけ1/Cは理達しにくいという考えから,み

んなで協議し,納得し合える研究主題になったが,「 個の問いかけに応え,磨 き合う学習集団
づくり」である。

ひとりひとりが問題をもち ,それをみんなめ前に出し合い,人の考えや意見を自分の考えに
吸収 しながら問題 l・

Cと りくませ ,自分たちの力でやりとげたという成就感を味わわせて ,真の

学習意欲を高ゆる授業になるょグ研究と実践をすすめて棒る。
この目標を達成するために,子ども達の生活全般から「自分から何かを言ってみようとする
子ども」「 自分から動いてみようとする子ども」を買̀つけ出し,その言動がら全員を高めるす
ばらしいものであると励ましていくことから始めている。
0研究の実践∴反省 (低・中・高学年 )

・低学年 なかまづ くり
おはようバズ ,さ ょぅならバズを大切にし ,学級内で起 った問題 を轟し合い ,こ れからは ,

どうしたらよいかを話し合っている。

学習中は ,2人～ 4人で話 し合い ,それを学級全体に出している。そのことにょって進ん
で発表 していなか った子 も,少 しずつではあるが積極的にな ってきている。

自分の意見は言えるようにな ったが ,少人数 とし^う こともあ ってか ,話 し合いが深まらな
いこともある。

・中学年  効果的な話 し合い学習
話 し合いの仕方を身につけさせるために ,.学級会で身近なことを議題にして話 し合い ,全

員が班で意見を臨すことから始めた。班で話し合ったことは,全体に議すようにしてきた。
教科学習にもパズ学習を位置づけ ,わからなぃこと,考えたこと,気づ棒たこと等を出し
合い課題の解決に向いていくことができるようになってきた r、

教科学習では互いに支え合い ,わからない場合は説明し、間違いを馬鹿にするのでなくそ :

れを大切にし,間違棒から出発し学ぶことから仲間意識も育ちつつある。
・高学年  個人思考と集団思考
日記を書くことは,主体性を育てることにつながると考えられるので,子どもに毎日の記

帳を奨めた。全力を注いでの日記となり,学習や生活に活力が見られ.る ょうになった:
ひとりの発言内容に対して ,反応 して杯けるようになり,みんなで考えることができるよ
うになった。ひとの意見と自分の意見を相耳に関連づけながら,相手が納得してくれるまで

話したり,わからないことは聞けるょうl・
Cな り,人間関係を意識するようにな rた 。

2.児童の主体性を育てるために ・

0体力つくり

Ⅳ … 1
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日 の々体力つくりとして,業間体育を実施している。、縦わりの班編成で ,学期ごとにグルー

プを組替た ,6年生を中心に自主的に行なっている。種目もいろいろ工夫され・記録に挑戦じ

ており,充実してきている。

体力ゃ運動能力の差をお互いが ,励まし合 ったり,助けあったり,仲間づくりもできている。

しかし,縦わり集団の活動では ,時間も少ないということもあらて ,高学年の運動量が少な

いように思われる。

O児童会の育成

教師に指示されて,よ うやく動 く児童会ではなく,児童の力で企画 ,運営のできる児童会を

めざしている。

児童会は ,児童みんなの会であることを自党し,みんなが躍動する学校にするためにも児童

会を除いては考えられない。

・目 標

ア 自他を尊重する生き方を確立し′ていく。
イ.学校生活にみられる問題を解決していく。
・実践目標

ア 友だちと協力して共に楽しさがわかる
イ ものごとをやり遂げたときの喜びを味わり｀。
・企画実践

ア 児童委員会  (月 1回 )
イ.児童総会  (学期 2回 )
これらを確実に゛つことにより,低学年も高学年と対等の立場で発言でき,各学級からの生

の声が学校全体のものとなり,久比小学校を自分たちの学校と意識し,よ くしていこぅとする

態度力E芽生えている。

・児童委員会での要求を教職員が大切にしたことが ,児童会を活性化させることになった 。

そこで ,教職員の構えの大切さを反省している。

・小運動会 ,読書感想文発表会等 ,教師の手をかりすに ,や りとげ ,自分たちの手でやれる

という自信がフいてきた。

0生活指導

・目 標
ア みんなの生活が:よ りよくなるための仕事を見つけることのできる子ども。
イ_すすんでみんなのため1/t働 く子ども。
`月別努力目標          :

Ⅳ … 2
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5 規律 きまりを守ろう。

6 衛生 からだをせいけつにしょう6

7 不屈

8 自主 計画を立てて実行しよう。

9 健康 からだをきたえょう。

10 学習 おちフいて勉強しよう。

勤労 進んでお手伝いしょう。

12 親切 気もちよく動けあおう。

礼儀 礼儀正しくしよう。

2 素直 人の教えをよくきこう。

3 感謝 感謝の気持ちを表わそう6

○音楽朝会・発表朝会    ―
・音楽朝会は ,毎週水曜日,3時 10分から3時 20分までの10分問 ,全児童が体育館に
｀
集まり合唱を行なっている。選曲,指揮 ,伴奏と児童が自主的に活動し,児童なりの工夫が

見られ ,主体性も育 ってきている。                ´

・発表朝会は ,毎週金躍日の8時 10分から8時 20分までの10分間 ,各学年とも平素学
習していることを基にして,■夫した発表をしている。低学年の発表を見ることも楽しみに

しており,朝会への参加態度もよく,他学年の発表を見て ,自分たちはどんな発表をしよう

かと自主的に考える児童もでてきている。また ,児童の表現が少しずつではあるが ,豊かに

な ってきた。

「
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週 間 月 間  行 事 計 画

Ⅳ -4

週 問 月 問

曜 こ と が ら 内 容

・火曜日  :

特別教育活動

月始め

安全点検

貯蓄活動

月曜日と毎月二藤

交通安全活動

街頭指導

月 全校朝会

ヲ‖ 話

週番活動等

ラジオ体操

朝

の

自

主
一
　

　

活

動

業

問

体

育

火

おはようバズ 一日の努力目標

(各自のがんばり)

水 音楽朝会 歌のけいこ

本

おはようバズ 一日の努力目標

(各自のがんばり )

金
発表朝会 学年創意工夫1/Cよ る

発表

土
かはようバズ 一日の努力目標

(各 自のがんばり )



算 数 科1‐

指導者  小 林 千 浪
1: 日 時 1984年 10月 26日 (金 )第 1校時  

「
   |‐ ・

:   :

2.学 年 第 1学年 男子 4名・女子 7名 計 11名

|.単 元 ひきざん (2)      ・

4、  目 標                  :

認知的 0(十何 )― (1位数 )で ,繰 り下がりのある場合 (差が 1位数 )の計算ができ
:    るようにし,その計算の習熟をはかる。              |

0繰 り下がりのあるひき算の適用問題が解けるIう にする。

態度的  o自 分の考えをはずかしがらずに言うことができ,友だちの考えも聞くことがで
きる。

5、 単元の取り扱い

0 (十何 )― (1位数 )で ,繰 り下がりのある場合の計算のしかたとしては ,数えひく,
補力「法,滅 法々などが考えられるが,理解しやすいということと,今後の暗算,筆算,珠

算などに広く利用できるということで減加法によって算法の形式化をはかるようにしてい

る。:

減加法では ,次のような数観念が計算め基礎となっている`。

・減数の ,10に対する補数を見つけること (loは 9と 日 )     i
・ 3日の数の計算を頭の中ですること (13-9=lo-9+3)
これらのことを抽象酌 ,形式的に理解することはやさしいことではないので ,実際の指

導では ,あ くま
・
で具体的な操作をとおして ,実証的に理解させることが重要である。

0 本学級の児童は ,1学期に (1位数 )+(1位数 )=(lo以 下の数 )と (lo以下の
数 )― (1位数 )の計算を学習じ,繰りがえし練習をしたダ,おはじきで考えたり,ガ T
ドを使ったりして,計算できるようになってねる。また,すでにひき算の意味についでも

学習している。だが :被減数と減数の区別がまだはっきり意識できない子どももいる。そ

のょうな実態をとらえて,ひ き算の意味をょり確かなものにさせたい。

6 指導にあたらては ,記数法の理解に基づいてぃるわけなのでおはじきを利用して具体的
な操作で考えさせ;操作を通して結果を求める考え方を大切にしていきたい。    1
0 適用題にあたっては ,1人で考えさせ次 l・

C,み んなで考えを出しあいながら学習してい

きたい。

6.下位目標

① (十何)― (1位数 )で ,繰り下がりのあるひき算を具体的なもの(おはじき)を操作
して解決できるようにさせる。

②  (十何 )― (1位数 )で ,繰 り下がああぶるひき算を具体的なものを使わチた解決でき
るようにする。

Ⅳ … 5



「
   ~

③ 適用題から式をたてて計算できるようにする。

7 学習課題              | ■  |

C■ 1 減数が6以上の場合のひき算をかはじきを使って答えを求める。
①-2 減数が5以下の場合のひき算をぉはじきを使らて答えを求める。
②■1 減数が6以上の場合のひき算を念頭で抽象数によって解決する。
②…2 滅数が5以下の場合のひき算を念頭で抽象数によって解決する。
③  適用題を読んで式をたて答えを求める。
8,学習計画 (9時間 )

Ⅳ ∵ 6

計算

時 学習課題 践     活 ―    動実

プ リテ ス ト
0減数が6以上の場合のひき算 ,5以下の場合のひき算や適用題のテス

トをする。

2 ①-1

0■ 3=9を かきの切りぬさやかはじきを使 って答えを求め,計算のし
かたを発表する。

013T9を 10のおはじき板を使って,日 で「 10か ら9をひいて 1
1と 3で 4Jと唱えながら ,おはじきを操作して答えを求める。

磐魯難 奪幸春

011-8"12-7を 10のかはじき板を使って,かはじきを操作し
ながら答えを求め,算法 1/t慣れる。

3 ②…1

014-8,13二 6を算法の形式で,具体的なものを使わずlFt答えを
求める。

14-8    :     ‐13-6

0抽象数のひき算に慣れる。

012-5,11二 3をかはじさを使 って答えを求め ,計算のしかたを

参



発表する

き    ｀

41 ①-2
9抽象数のひき算に慣れる。

5 ②=2
○抽象数のひき算練習をするる

O計算練習をする。

で　そ　（ノ　人　　　一一　な　の

機
瑯
韓
詢
亀
摯
籠
』

罐
千
時
移
強
．
藪
轄

答えを求める。

O適用題の練習をする
^

○ひき算のカードを使って,計算練習をする

Oひ き算のカー ドを使 って ,ゲ ー去をする。

・いってごらん

。かあどとり

・おか なさくらべ

○計算練習をする。

○適用題をする。

|

6

7

③

②-1
②-2

8

②-1
0-2
③

9 ポス トテス ト 〇ボス トテス トをする。
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1. 日

2_学

3.単

4.目

時  19

年 、第 3

元  3年

標

認知的

算 数 科 学 指 導 案

84年 10月 26日 (金 )第 1校時
,4学年 (複式学級 )3年  男子 3名

4年 男子 4名

三角形   4年  面積

指導者

女子 4名

女子 6名

メ|1原 格 子

計 17堪

0正三角形 ,二等辺三角形の概念を理解さ

せ ,その作図ができるようにする。

o三角形と関連して角を知らせ ,その大小

や相等関係が,と らえられるようにする

態度的

O友だちの考えや意見をよ

考えがは っきりと言える

く聞き 自分の

03人あるいは 4人のグループで ,主題に

そ って ,十分な話 し合いができる。

〔)相手の話で ,わからない部分について ,

質問することができる。

0面積の概念を明らかにし,面積の単位 1

`髯
,1″ ,1断 を理解させる。
0長方形 ,正方形の面積の求め方とその公

式を理解させ ,こ れを用棒ることができ

るようにする。

○友だちの考えや意見を自分の考えと比較

しながら聞き ,自分の考えを順序よくま

とめて言 うことができる。

03人あるいは 4人のグループで ,みんな

が積極的に話 し合える。

○相手の話で ,わからない部分について ,

質問することができる∴

5。 単元の取り扱い
1

3年 三角形
0本単元は ,三角形の中でも基本的な正三角形と二等辺三角形について ,それらの類似点 ,

相違点を考察し
~,そ
れと関連づけてそれらの作図が,方限紙・コンパスを用いてできるよう

にする。また ,角について知り,直観的 ,あ るいは直接比較によって,角の大小をとらえる

ことができるようにするのがねらいである。

二等辺三角形 ,正三角形の概念を理解させるには ,辺の長さに着目させることが必要であ

るが ,こ れは子どもにとって,そ う簡単なものではないと思われ・る。長方形 ,正方形の学習

Ⅳ -8
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でも辺の長さに着目させている訳ではあるが,こ れは豊かな経験に基づく直観的な弁別の領

Fp3が強く,運の長さの相等関係がしっかりと意識づけ_ら れて棒るとはいえない。角め大きさ

に着目させることも同様である。したがって ,次の学年における学習への発展も考えて ,平

面図形を考察するときの重要な観点として辺の長さや角の大きさに着目することの意味をし

っかりと理解させることが大切である。

0本学級の児童は ,図形の学習については ,具体的操作 ,作業を伴うということもあってか

興味深いようである。が ,その反面 ,コ ンパスや定規の使用に慣れさせていないため,作図

には時間がかかるものと思われる。

話し合い活動については ,3人 ～4人の班でバズを行なっている。班での学習は ,全員が

必ず発言できるようにな ってきており,発表の時も協力し,工夫して発表するようになって

きた。一人学習では ,個人差はあるが ,各 塞が自分の考えをメートに書けるようになってき

て棒る。

O指導にあたっては ,「正三角形と二等辺三角形J「角」の2つの小単元が相互に関連をもらて

いることを十分にふまえて取り扱 うことが大切である。

正三角形 ,二等辺三角形の概念を理解させるた́めにJ作業を中心にして展開していきたい。

特に 、辺の相等関係に着目させる時は ,長さごとに色をかえ ,長さの相等が視覚的にとらえ

られるょうにしたい。角についても,切 ったり折 ったりの具体的操作をとおして ,二等透三

角形や正三角形の角の性質に気付かせたい。

作図に関しては ,本学年は ,コ ンパスや定規を使った作図が始まる学年であるため ,作図

用具を正しく使う技能や ,て いねいに作図しようとする態度を身につけさせたい。

4年 面積
○単位のものが ,す き間なくいく,並べられるかということが面積の基本であるcこ のよう

な視点から,面積の単位量の必要性を認めさせ ,1辺が 1磁の正方形を,面積の単位 (1″ )
として用いることを指導する。また ,長方形 ,正方形の面積の求め方とその公式を理解させ,

これを用いることができるようにす 4_9こ とをねらいとして棒る。

O本学級の児童は ,量の大きさを数で表すょうな数量的なとらえ方を図形にあてはめるのは

最初であり,広さを数値で表すことに抵抗を覚えると思われる。

話し合い活動については,3人～4人の班で ,バズを行なっている。話し合いの中心が国
定しがちであったが ,リ ーダーを輪番制にする等の取り組みの中で ,次第に ,ひ とりひとり

の意見がはっきりと班の中に饉せるようになってきた。

0指導にあたっては ,広さくらべから面積の概念を導入するのだが ,o見てくらべる ④重
ねてくらがる ②方眼紙の上に置ねてくらべるなどの暴体的操作を十分に経験させたい。ま
た ,面積の公式については,形式的に公式を用いて面積を求めることをいそがず,公式を生

み議す過程,つまり単位面積の個数を調べることを重視し,その後個数を計算する手段とし

て「縦X横」「 1辺 Xl辺」 とすればよぃことを理解させ ,公式を導き出すょうにしたい。
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6ヽ 下位目標

<3年 >
① 三角形の概念を理解させる。

② 正三角形,二等辺三角形の概念を理解させる。
③  二等辺三角形 ,正三角形の作図ができるようにする。
④ 角の概念を理解させる。
⑤ 角の大小・相等を直観や直接比較(重ね合わせる)で判断できるようにする。
O 二等辺三角形 ,正三角形の角の性質を理解させる。

<4年>
O 長方形,正方形における面積の概念を理解させる。
② 面積の単位(1`グ ,1ゲ ,1動r)と ,その相互関係を把握させる。
③ 長方形,正方形の面積の求め方を理解させ,さまざまな正方形,長方形に求積公式の適
用ができるょうにする。
°
④ 面積の公式を不J用 して,いろんな形の面積や辺の長さを求めることができる。

7 学習課題

<3年>

01 さまざまな図形の中から三角形を選び出す。
) 2 ひごを使 って払ろムろな三角形を作る。
C>1 辺の長さに目をつけて,三角形を分ける。
Cン 2 どついう三角形が,正三角形か説明する。
C卜 3 どういう三角形が,二等辺三角形か説E/5する。
C卜 1 ひごを用いて ,正三角形 ,二等辺三角形を作る。
C■ 2 コンパスを用いて ,正三角形 ,二等辺三角形を作図する。
C■ 1 角と呼べるものと角と呼べないものを分ける。
C卜 1 角の大小・相等を直観や直接比較で判断できる。
C卜 1 二等辺三角形,正三角形を作図し,切り取って角の異同を比較する。
C■ 2 二等辺三角形の角あ性質について説明する。
C■ 3 正三角形の角の性質について説明する。
<4年>
①… 1 正方形 と長方形の面積の大小判断を行なつっ
②二1 面積の単位 (lε髯,1″ ,1財 )を覚える。
C)● 2 面積は単位をもとにして表すことができることを知る。
②-3 面積の単位相互の関係を理解する。
0-1 方眼の目の数を数えて,長方形,正方形などの面積を求める。
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③…2 長方形,正方形の面積の/Ak式を導き出す。
_C)‐ 3 さまざまな正方形,長方形に面積の公式を適用して求積するこ
④…1 面積の公式を利用して,いろいろな形の面積や辺の長さを求める。

8、 学習計画

3年 (9時間 )                        
｀

Ⅳ … 11

時 学 習 課 題 動活践実

プリテス ト

0プ リテストにとりくむ。

O単元の見通しを与える。

2
O-1
① -2

oいろいろな図形の中か ら三角形を選び縮す。

04種類  12本 のひごの中から任意に 3本を選んで ,形のちがった三

角形をいろいろ作る。

3あ 3本 (赤 )  5磁  3本 (緑 )    :

4御 3本 (黄 )   6磁  3本 (青 )

3

② … 1

② -2
② 二 3

③ … 1

o前時に作った三角形を,運め長さに額をつけて分ける。

・ 3つの辺の長さが,みんな同じ三角形

。2つの辺の長さが ,向 じ三角形

・辺の長さが,みんなちが う三角形

○三角形のうち,3辺が等しいものを「 正三角形」2辺が等し1/1も のを

「 二等辺三角形」と呼ぶ ことを知る。

o前時のひごを使って,い ろ軽ろな正三角形や二等辺三角形を作る。

4
0-1
0-2

o辺の長さが ,4盤 ,6“ ,6響の二等辺三角形をかく。
0各自が自由に試みる。

・ひごを使って三角形を作るc

・コンパスを使って作図する。

(|)4働 の辺をかく。

(ii)辺の両端を中心にそれぞれ6確の円弧をかいてその交点を求め

る。

(譲 )交点と辺の両端を経 。

0二等辺三角形 ,正三角形をか く練習をする:

・ 6“は, 4 απ3｀ 4磁     ・ 5 mt、 5“じ: 5鍬



5

② … 1

0
θ … 2

ё練習問題をする。      1
・辺の長さに着目して二等辺三角形,正三角形をみつけ:る。

・方眼紙を利用した二等辺三角形の作図

・コンパスを使った正三角形,二等辺三角形の作図

6
④ ―

⑤ ―

o三角形のかどの形に着目させ,「角 Jの用語を知らせる。

○図を見て,角 と呼べるものと呼べないものを分ける。

O図 を見て,直観的に角の大小比較をする。

0三角定規の角の大小比較をする。

・見当をつけた後,重ねて比較する。              i

7

◎ -1
⑥ -2
③ -3

o画用紙の上に,3辺が6",8“ ,8"の二等辺三角形を作図し,切

りとって,三角形の底透の両端の角の大きさをくらべてみる。

O二等辺三角形では ,2つの角が等しくなっていることをまとめる。

O画用紙の上に,二透が 6働の正三角形を作図し,切りとり,三うの角

の大きさをくらべてみる。

●正三角形では,3つの角が等しくなっていることをまとめるこ

8

⑫ … 2

② ∵ 3

0… 1
0=2
③ -3

○練習問題をする。

・作業を通して,二等辺三角形の理解 (二等辺三角形では 2辺が等し

2角 も等しい )を ょく確かなものにする。

〔作業〕

正三角形 ,二等辺三角形の用語の理解をたしかめる。

9 ポス トテス ト 0ポ ■トテス トにとりくむ。

4年 (11時間 )

Ⅳ ― 12

時 学 習 課 題 実 践 活 動

プ リテスト
0プ リテストにとりくむ。

0単元の見通しを与える。



2

① -1
② -1
② -2

03磁と5磁9長方形のカー ドと1辺 4御の正方形のカァドの広さをく
らべる。   `    .                ・

・直観的にくらべる。             |
・重ねてくらべる。              :
・ 重_目が 1警の方装紙の上においてくらべ る。

O面積 という用語 を知る。

ol辺が 1翻の正方形0面積が ,1平方センチメートル 1磁 ,1‐赫は
自積の単位であることを知るc

Cカ ー ドなどの面積領 11緩 がい くァならべられ るかで表すことを 知
る。

○覇 を書 く練習をする。

3

◎ … 1

③ -2
③ ‐ 3

0方銀上の図形の面積を,lε膚の正方形の数を数えて求める。

0き められた広さ(4覇 )の 形を方帳上にかく。
0長方酔
=方
形の面積を求めるとき,単鏑 積 (1滅の正方形 )の値

数がいくつあるか ,ど のように計算するとはやく求められるか考え ,

公式を導き出す。

o公式を使って,長方形・正方形の面積を求める。

面積 ど公式  
長方形の面積 =えて×横

正方形の面積=1辺 Xl遷

4 ④ -1

|

L宇型の図形の面積を求める

||

積 横0長 さカ きに ,縦の長:さ を求める。

田‐‐「彗……一　わ
ていると0長方形の面

5

③ -1
③ -3
0-二

9練習問題をする。

・方銀上の図形の面積 を求める。     ~
・公式を使って,長方形・正方形の面積を求めるゥ
・公式を使 って,辺の長 さを求める。

死で求める。

Ⅳ 二 13



6

② … 1

② … 3

0-3

01辺が lπの正方形の面積は,1平方メー トル 1グ ,1″は面積の

単位であることを知る。

oプを書く練習をする。

ol″=10000″ であることを知|る。 ,

oす な場の面積をノで求める。

7
③ -3
④ -1 :キ iξ二三Lあ

ゝ`
/rηし

0面積の公式を用いて,″単位で長方形 ,正方形の面積を求めるb

O長方形の畑の面積を求める。

や //t

ζ′ 毎

○公式を使 って,辺の長さを求める。

8
② … 3

0-3

o長方形の面積を求めて,長さの単位と面積の単位の関係を考え,ま と

めてみる。

○長さの単位が異なる場合の長方形の面積を求める。

・はば 150磁 ,長さ4Zのろうか

9

② ∵ 1

② -3
③ -3

01辺が lhの正方形の面積は, 1平方キコメートル 1動薦

lKど は面積の単位であることを知る。

o 勲ゲを書く練習をする。

o南北 4L,東西 2慾の長方形の形をした町の面積を求める。
ol動ぽ=100o000″ であることを知る。

欝
③ ―

④ ―

3

○ 練習問題をする。
・長方形の面積を公式を使って求める。

。いろいろな形の土地の面積を求める。

ボス トテス ト 0ポス トテス トにとりくむ。
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算 数 科 学 習 指 導 .案
′‐ :

指導者  藤 田 登喜子
1.日 時 1984年 10月 26日 (金 )第 1校時
2.学 年 第 6学年 男子 9名 女子 7名 計16名
3.単 元 対称図形
4,  目 標

諏 的 ○いろいろな図形を折り曲げたり,まわしたりする活動を通して,図形の対称
性に目を海けさせ,懸対称 ,点対称の図形の性質を発見させる。
0既習の基本図形を対称性という奎点から見直させ,図形の見方を豊かにさせ
る。

態度的 o自 分の意見を持ち,話し合仏活動に参加し,考えを深めてい く。
0協力して課題を解決していく。

5.単元の取り扱ir4

0 平面上の合同変換に程当する操作は,低学年から 折 り紙・切り紙 ,2つの図秒 比較
方眼紙上での作図など図形指導の中で取り扱ってきているが,本単元では,この操作を数

量的に考察したり,論理的に考察したりする能力を1申ぱすことをねらいとしている。
O 本学級の児童は,能 力差が大きい。学習の,中で,必要に応じて操作活動を取 り入れてき

′

たが,個人によって操作の早さに差がでてきたり,具体的操作だけで終わっそしまい数学

的な考え方とつながらない児童もいる。

また,バズ学習を充実させるためにも,ひ とりひとりの意見が大切であるので,ひ とり
学習の後 ,ノ ートに自分の考え ,意見をメモさせるようにしている。まとめ方 としては,

まだ不十分な点が多いが,以前に比べて少しずつてはあるが,進歩してきている。
0 指導にあたっては,「二つに折ってきちんと重なる図形を練対称の図形とい多覆という
ように具体的な操作活動から始めて,織対称の概念の理解まで高めるょうにしていきたぃ。

点対称の騒形年ついても,一つの図形をある点のまわりに180° 回転させる活動を行なう
申でもとの形に きちんと重なることを無らせたい。

線対称,点対称の図形の性質を発見させるとともに,対称性が図形の美しさにつながる
ことな体感 oせたい。また ,こ れまて別々に学習してきた棘ろいろな基形に関連をもたせ

諄合的な見方ができるよぅにしていきたぃ。
6.下位目標

● さまざまなもょうゃ図案を移動の観点にたって考察させる。
② 線対称の図形を理解させる。

③ ′点対称の図形を理解させる。

l ④ 線対称,点対称の観点から,基本図形の性質を理解させる。
7.学習課題      :
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”碁

①   さまざまなもようや図案の中から,2つに折ってきちんと重なる鰯形や,まわして
きちんと重なる図形を選び出す。

②-1 線対称図形の性質をあげる◆           `
②-2 線対称図形の作図をする。
③-1 点対称図形の,性質をあげる。
③…2 点対称図形め作図をする。
④-1 職 形について,対称の観点から考察する。      :
④-2 三角形について,対称の観点から考察する。
0-3‐ .二多角形について=対称

の観点から考察する。

学習計画 (9時間 )

習 課 題

○テ不卜に取 り組む。

0テストと教科書を見て学習内容を知る。

0図案や よヽ2を見て,2つに折ってきちんと重なる図形は どれか
調べる。′

0図案やもようにつぃて,まわしてきちんと重なる図形は,どれか調
べる。      |

02つ折りの紙から騒形を切り抜こう。

o切り抜いた影からど人′なことがわかるだろうか,グ ル∵プで話し合

ってみよう。

0線対称 (直線について対称 ),対称の軸という用語を覚える。
○線対称 ,対称の軽とは ,ど ぅlr.う 意味なのか考える。
O各自が切 り抜いた対称図数 っぃて,グループで互いに,対称の軸 ,

対応する点,対応する線をいいあつ。
0教科書 4ベージのもようの中から線対称の図形を選び出す。

o対称図形につぃて調べる。

0対応する 2つの点をむすぶ直線は ,対耕の軸とどのように交わらて

いるか確かゆる。

O交わる点から対応する2っの点までの長さを確かめる。

0線対称図形の性質をまとめる。

0練対称図形の性質を使って,線対称図形をかく

Ⅳ -16

時 動活践笑

プリテス ト

2 ①
　
・

3 ② 二.1

4
②

… 1

0-2



丁             ~~  |

0二 1

0方眼紙に図をうつしとり,切 り抜 く。
●切り抜いた図を18ぴ 回転させ ,で きた全体の形について,考察
る。

0点について対称 (点対称 ),I対称の中心という用語を覚える。
0線対称と点対称の区別をはっきりする。
O切り抜いた図から,対応する点や線をいいあう。
0教科書4ベープのもょうの中から,点対称の自形を選び出す。

0点対称図形 lFtついて調べる。

O対応する2つの点をむすんだ直線は,対称の中心を通るか確める。
O対称の中心から対応する2つの点までの長さはどうなっているか,

長さを比較する。

0点対称図わ 性質をまとめる。
t

O点対称図形の性質を使って,点対称図形をかく。

―

16

7

○子行菫辺彫,長方形,ひし形,正方駒 4つの閣角形についそ夕対

称の軸 ,対称の中心を確認 し,線対称であるか ,点対称であるかど

うか確認する。

○確認したことを表にまとめる。

0対称の軸が 1本だけある躍角形をかいてみる。 この画角形は点対称

になっているか調べる。

o三角形で,線対称 になっているのは ,どんな三角形か調氏る。
0正三角形には ,対称の華赫1何本あるか確認する。

O点対称になっている三角形があるかどぅか調べてみよう。

0正多角形について,線対称であるかどうか,対称の軸の数,点対称

であるかどうか調べ,表にかき入れる。

8
④ … 2

④ ■ 3

9 ポス トテス ト
oポストテストをする。

O線対称 ,点対称の意味の理解を深める。

Ⅳ … 17

5

１

　

２

一
　

一

◎

③

④ … 1



1 算 数 科 学 習 指 導 案

指導者  宮ヽ 地 キヌ子
1 日 時 1984年 10月 26日 (金 )第 2校時 ~

2.学 年 第 5学年 男子 9名 女子 14名 計23名
3.単 元 面 積
4.目 標             `

認知的 o 既翌の正方形や長方形の求積方法や/Ak式を基にそれを用いて面積が求める
イ         ことができる。

0 いういろな求積方法
'こ

着目することができる。

0 図形の一部を移動したり,等積変形するなどして,既習の図形り面積と蘭
.:1         連づけてみるとぃった見方や考え方をしょうとする。   |

0 人の意見や考えをよく蘭悴て自分の考えを組み立てようとする。
5.単元の取り扱い

|○ 前学年では面積の概念と長方形や正方形の求積について指導してきている。この学年で
は,いろいろな基本的な図形の面積も必要な部分の長さを澳りりそれを用いて計算にようて

:     求めら4る ことを理解させることが主なねらいである。
三角形,四角形 ,多角形などの面積を求める指導では,単

`公
式を覚えさせるだけでな

く既習の正方形,長方形などの求積をもとにして/Ak式を作り縮させるとともに,その過程
で,論理的な考|え方を育てるょうに留意することが大切である。

図形の面積を求める指導では,次のような考えrC注 目させるょうにする。

〇 図形の一部を移動して既習の図形rC等積変形しようとする考え       :  '
② 既習の図形の半分とみる考え

③ 既習の図形に分害Jし ょうとする考ぇ    や

なな,三角形や平行四辺形の求積では底辺を通当にきめるとそれに伴なって高さが考え
られることを理解させることも大切なことである。

○ 児童は4年までの学習の中で色紙を折ったり画用拳を切ったりして直角三角形を作った      。
:    経験がある。また,5年になって長方形が1本の対角線で2つの合同な直角三角形に分か

れるという学習もしてきている.しかし,こ とでは切って重ねるとびったり合うという指
導しかしていない。                                     ・

本単元では,まず ,直角三角形の面積の求め方を考えさせるのであるが,実物大の三角
形や方眼紙を持たせて直角三角形の面積が長方形の面積の半分であることを発見させたい。

` 直角三角形の求積から,三角形→囲角形→平行四辺形→台形 をという教科書通多の指導
の流れを取り上げた。                                

′

三角形から導入すると三角形の求積にや i時間がかかるかもしれないが多角形の求積で

は,多角形を三角形 lFC分割して求積するという一般的な方法を早期からしかも,貫してと

Ⅳ ‐ 18



ることができると思う。                       ・

0 本学級の児童は一斉学習からバズ学習へと移行した場合,と ても生ぎ生きとし勉強が楽
しい !と電いだした。「先生にしゃべられてはじっとしてぃるだけなのでおもしろくない.
みんなで話し合うのがいいJと殆んどの児童が生き生きと学習する。また,短期間でかな
りな方法も身につけて来たので各科に於て

'ヾ

ズをとり入れ,自分達の勉強なんだと行動す     |
るようになった。そしてまた,1班の運営についても友達ひと多ひとりを意識しだし班員へ

I  の気くばりも出てきたし,みんなでわかっていこぅとする意欲も見えだし,四月当初では
,  予想もできなかった友達関係も深まりつつある。
本校の耕先

=題
を基る十鵜み問ぃふけに応え磨基香う学書集由づくり」へもなかなか近

づくことはできないが「 秘はここまでしかわからんけど…」と内容や価値はさまざまでは
あるがみんなの前に出したり問いかけたりすることができるようになってきた。
しかし,その出し合った4人分を全体への発表にうまくつ

｀
ないていくことができず,今

後は全体発表については内容的にも時間的にも機能的な動きができるようにさせたぃ。    |
6.下位目標

① 正方形や長方形の求積公式が小数を含む場合にも適用できることを理解させる。
② 正方形や長方形の面積をもとに三角形り面積の求め方を理解させる。→会式
③ 三角形の求積公式をもとに囲角形の求積方法を理解させる。

④ 平行四辺形の求積方法 を理解させ ,公式の適用がそきるようにする。
⑤ 台形の求積方法を理解させ,公式の適用ができるようにする。
③ 正方形,長方形,三角形,平行四辺形,台形の求積公式を用いてさまざまな図形の面積
を求めることができるょうにする。

7 学習課題

①   正方形,長方形の求積公式を用いて,′数 を含む場合の面積を求める。
②…1 正方形,長方形の面積をもとに直角三角形の求め方を考えて公式を導き出す:
C卜 2 三角形の求積公式をさまざまな三角形に適用して面積を求める。
③  三角形の求積公式を用いてさまざまな幽角形の面積を求める。
C卜 1 平行四辺形の求積方法を考え,公式を導き出す。      :
C卜 2 さまざまな平行四辺形に公式を適用して面積を求める。
C卜 1 台形の求積方法を考え,公式を導き出す。
C卜 2 さまざまな台形に公式を適用して面積を求める。
針 1 正方形 ,長方形,三角形,四角形,平行四辺形:台形,ひ し形の求積公式を用いて
さまざまな図形の面積を求める。

C卜 2 いろいろな図形の面積を比較し,大小,共同判断を行う。
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8 学習計画 (14時間 )

時 学 習 課 題 践     活    .動 二実

プリテス ト プリテストをする。

2 単元を見通す
教科書 P24か らP35(面 積 )ま でに眼を通し,どのような勉強
かを,個人,グループ,全体でとらえる。

3 ″
個人の学習課題,グループの学習課題,全体の学習課題をさぐりな

がら,今後の学習ヽの方向づけをする。

4 ①

・
面積を求めることは,単位の正方形 (滅 )がいくつとれるかを調ド

たことを思い起こす。

辺の長さが小数になった場合はどうしたら求められるかを見つける

5 ⑫ … 1
作業用の図にかき込んだり,切 りとって並べるなど自由に操作する

合同な三角形に着目したり,図形の一部を移動して長方形に変形さ

せながら三角形の面積を求める公式を見つける。

6｀ ② … 2
さまざまな三角形の底辺や高さについて知り,公式を適用しながら

三角形の面積を求める。

7 ③
四角形の面積は,2つの三角形に分割すれば求められることに着目

し,対角線を底辺とする2つの三角形の面積を求める。

8 ④ -1

対角線にょってできる2つの三角形は合同であることに気づき,三

角形の面積を2倍にして平行四辺形わ面積を求める。

平行四辺形の底辺,高 さの用語を知り,面積の求め方を公式tr_ま と

める。                      「

9 ④ -2
高さが図形の内側にある場合。高さが図形の外側にある場合。高さ

が図形り外側にあっても底辺の位置をかえて高さが図形わ内aljに くる

ようにして考える場合等 ,/Ak式を適用して平行四辺形の面積を求める

10 OTl
台形を対角線で 2つの三角形に分けて面積を求める。

同じ台形を実際に操作して 2?合 わせると平行四辺形になることを

０

　

　

ヽ

２

　

一，
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知 り,で きた平行囲辺形の面積を2で割
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上底,下底 ,

式をまとめる。

行囲辺形の面積を2で割って台形の面積を求める。

高さの用話を知り,計算式から台形の面積を求める公

⑤ -2

0 方向を変えて置かれた台形の面積を求める。

盤
ヽ

J`

:ム手伽

かげの部分のEI‐積を,長方形の面積から2

つの直角三角形の面積をひいて求め たり,か

げの部分は 1組の辺が平行になっていることから,台形と考えて面

積を求めたりする。

全体から部分をひく考えを適用して ,

ひし形の面積を求める公式を導き藁す。

12 ⑤ … 1

正方形,長方形,三角形 ,四角形,平行四辺形,台形,ひし形など

さまざまな図形の面穫:を求める。

13 ⑥ -2

図形が等積であることを論理的lrc考察する。

14 ポス トテス ト ポストテストをする。

ノ碁 rレ:



校学豊
塁立

町豊塁
/1、

12:10 13:00

研 究 授 業

1, 時 間配 分
10:00 10:30         11:15 11:25

2.授 業 内容

琴1昼 食 1研 究 協 議 1移 動
1校 時授業 l休憩

学  年 授  業  者 教   科 単 一死

1    4巨 土 井 紀美子 国   語 くじ ら ぐ も

1    生再 だヽ 草 ハツ 算   数 た し′算 (2)

4 年 赤 j:1  治 国   語 ごん ぎつね

5 年 大 田 利 彦 算   数 面 積

幼 稚 闘

大 番 五十鈴
大 亀 美保子
横 手 ひづる

(合 同 )棋 穫の喜びを味わおう。

θ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸

受付



本 校 に ぉ け る と り 組 み の 重 点

豊  小  学  校
I・ 授 業 改 善 と 評 価

1・ は じめに

評価のない指導は,あ り得ない:つまり,学習過程の全てが評価の場であり機会である。だ |
から,評価にょって軌道修正をはからたり,評価を指導の手がかりにしたりして,子供に力を
つけている。

本校では,こ こ数年来,到速度評価の考え方を取り入れた指導案を作成して
`学
習の効率化

をはかる指導法の研究にとり組んでいる。

この研究とそが ,授業を見る限。授業を診断する眼,授業を直す眼をつくってぃき,授業改
善への糸口になることと思える。       ~
授業改善のためには,評価が大きな役割を果たすものである。「 どのょうな評価を,どのょ
うに生かせぱ,授業改善に資するか」という問題を中心に考えている。

2_授 業 評価

私達教師は,子どもの成長が見える時,生きふいを感じる。そのために,ょ ぃ授業を求あて
努力を続ける|と が,教師に果せられた使命だと思う。だから,授業を評価することにょり,
教材解釈の未熟さゃ,学習者への理解の浅さを自覚じ,それを反省材料として。自己の指導能    ‐
力を高める契機としている。

C)「 誰が,どのょうにしてJ評価してきたか。

主 体 授 業 者 学  習  者
一　
者

一一

祭藪

評価法
指導プログラム

形成約評価
内 容 分 析 評定尺度法にょる授業評価

0)学級についての評価
学級経営こそよい授業め基盤である.ょ い授業の下地は学級づくりtrCあると思仏,授業設
計,分析以前の問題として大切にしてぃる。そこで,子供たちに学書をし■すくさせること
が重要なので,学級への所属意,連帯感等の溝足度を知・り,学級の人間羹係,雰囲気づくり
に配慮したいと思い。学級について児童に評価させそいる。           

・`

鬱)授業者側からの評価
ア・ 指導プログラム

研究の視点を明らかにした指導案 (具体的に内容,方法がわかり,評価の観点をも合む
もの)を作成し,参観者もそあ視点た郎した目でとらえていく (目標の達成度を具体的に
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とらえ,指導法を検討することができる)指導案にしてぃる●    
″

イ.形成的評価

指導過程において,子供が目標に向かってどのょうに進歩しているかを評価している。

それが。授業の展開途上で行う評価反応では敏速性が要求される.この時,教師め経験や

勘を総動員して,児童の表情,挙動,挙手の状況を収集
`診
断したりすると誤診もあるの

で,本校ではアナライザー.ア ンサニキニ_プを用いて,全ての学習者に自己の意志で反

応させている

そして,だれが,ど んなまちがいをしたか,だれが「 わからない」と答えたのか診断を
下し,誤答者が多い場合は,誤答傾向に応じた治療と補足説要を行ない。1学習者ひとりひ

とりに安心感を付与し,また,正答者が多い場合は激励の言葉をかけて`学習に意欲的
lFt

取り組む工大をしている.

この学習〇節 で々FF時評価をして授業を進めることは,落ちこぼしをなくする点からも

大切なことだと思う。

総 学習者慎Iか らの評価<内容分析>
ナ・ 学習者が:授業者の指導法を評価する。

教師の独断を排するには,学習者がどう受けとめたか,その評価を大切にしたい。

「 先生の説明がわかりやすかった」「 oHPの疲い方がょかった」「 アナライザーの使
い方がよかった J「 先生の質問の意味はよくわかった」「 考えたり予想したりする時間は

十分あったJ等々の質問項目を作成し,授業評価に用いた.

イ・ 学習者が,自 分の学習行動を評価する。

授業の中で子供自身が自己の行動をどのょうにとらえていたか,ま たどんな反省や逆に
, 意欲をもつに至ったか,子供の証言として大切にしたい自己評価である。

「 習ったことは,ま とめられた」「発表が十分できた」「 爾きたいことは聞いた J「 こ

の時間の勉強は楽しかった J「授業に真剣にとり組んだ J「友だちの発表は,よ くわかっ

た」等 の々質問項目を作成し,調査した。この調査にょり,子供の理解度 ,興味 ,関心 ,

意欲 ,参加の程度がとらえられた.

ウ・ 学`習者が,自分たちの学級全体を評Finする。

授業を通して,子供たちが学級全体の雰囲気についてどんな進歩を感じとったかを調べ,

それにょちて授業評価をする。                 ・

「学級の人は,ょ く勉強したJ「班の人は,ま しめだったJ「輩の人と協力:できたJ等
の評価を子供たちに相互に行なわせることにょり,集国の高まりをとらえることができれ

教師側からの学級集爾評価に終わらず,子供の側からそれな幕付けることも大切かと思う。
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「

も)観察者側からの評価<評定尺度法による授業評薇>
参観者に「 児童につ

「

て」「 教師について」「 髪業時間全体についそ
・
Jあ義点表1/C記入し

てもらった結果をもとに集計したもので,この評価により,授業者には見えにくい授業の実
態を多くの目でとらえ,児童の実態やぬらlr.に難した指導のあり方を通求を墓る。

3.お わ りに

評価とは,児童にテストというもめさしを当てて,で きる子とできない子に分類することで

はない。

教師の側からは,評価の結果にょる資料に基づいて,授業の指導計画や指導方法の改善をは
かり,児童に進歩や欠陥などを知らせ。各自の指導に役立てるためのものである。

また ,児童も自分を評価することにょって,自党的な学習が進めらオlる。

だから.子供たちの学習意欲を高め,方向づけていくには,的確な評極が大切だと思う。こ
の評響により,ひとりひとりの子供の学響が成立するょうになり,しかもそのひとりひとり0
学習が,子供たち同士の相互作用にょぅで深まるものと思える。

亜 主 体的学 習 を育 てるため の実 験
1・ 学習課題づくりの意義

いきいきと学習活動が展開されるには,学習の主体者が児童であることは,言 うまでもない

ことである。八酪洋弥氏はこのょうに述べておられる。

授業とは,学習者である子供が,教材に積極的にはたらきかけて活動する。その活動を活発

化し,促進させるために教師がさまざまな援助の手だてをこうじる。
:こ
の二者の相互の関係の

活動にょって,指導の日標に近づいていく営みが授業であると考えてよ換であろう。

このように授業を考えると。子供二人ひとりが ,本気になって轟語の学習にうちこみ,指導
の目標に到達させるための大事な要素として学習課題がある。

2・ 取 り組みの視点

物語文を指導する場合 ,大低 ,初発の感想 (第一次感憩)を書がせることから始めていく。
その根拠となる考え方は色々あるであろうが,本校の場合は,(1)児 童がその教材について,
どの程度の読みをしているか,その実態を知り,今後の指導に役立てる。 (2)初発の感想を
手がかりとして学習課題を作る。の二点を理由としているo

今回の取り組みは,(2)の 方法をより充実させ,主体的な読み手を育てる学習の追究を試
みようとしたものである.つまり,教師が学習課題を与えるのではなく・児童自らが文章を読
んで,何を感じ,何を考え,何に驚き,何に疑間をもっているか,それをもとに,何が自分た

ちの学習事項になるのかを,は ,き りさせることである。

最初は ,素本卜な疑爾を大切にすることから始めたり,プ リテス トを活用したりして,最後に

は,こ の教材では,何を学習することが最も大事なことなのか,を考えることができr7Jよ うに

なることを望んでいる。
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3. 主体的学習を育てていくための指導過程

○∞ ・1…○○○ ―一 =八ひとりの初発の感想や疑問

||| |||
△ △ △ ・・・

¨
・ △ △ △  

―

各 自が読む課題 を作る

T―‐共通の学 /1J課題を作る

一
文章岬 輝 しながら,生活体験も含め

課めていく。     ・

_作 者の意図や主選を考える。

卜
≧
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ず
卜
噸

３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

　

　

　

　

　

１

の読み課題解決

4. 具体的な学習課題を設定するまでの手順

1時間目 帆)通読  0 プリテスト 紛 難語句や新出文字の指導

5.

t4)あ らすじをつかむ

2時間露 仁)感想文を書く ,(感想文を書かせる時,次のょうな方法が考えられる.)
■ 登場人物について    ィ:場画ごとに        :
ウ。 一口感想 (50字以内)  工 文章全体あヽら
オ・ 疑問点を中心に

3時間目 住)感想の発表  ② 児童の感想を教師が板書したり,彙崩して整理する。
8)感想をもとに学習課題をグFる。

学習課題を設定する時の例

教材「 ごんぎつねJ                      
｀

1場面での感想

児童 lF……・・∵・・いたずらなどんざつねだ。J
児童2「 …………ちえのあるごんだ。」

どんなごんなのだろう.調べてみよう。
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年
　
一死

旨

学

単

要

１
　
２
　
３

算 数 科 学 習 指 導 案

指導者

第 1学年 2組 男子 11名 女子 11堪 計 22名
、たしざん (2)

草 ハッミ

o (1位 数)+(1位 数)で繰 り上がりのある場合のたし算を理解させ計算技能の習熟
を図ることがここでの大切なねら1/・である。

0 本学級の児童は,10ま での合成 ,分解 す和が loま での瀬法は,繰 りかえじ練習を
してきて,殆んどの児童ができるが,繰 り上がりのあるたし算は,今回燿1は じめてで ,

数えたす児童が多く,10の補数を意識して力隊 を分解してたす児童は少ないo
o 指導にあたっては,算法の理解を具体物 (おはじき)を用いておはじきの操作を考え
させ,操作を通して計算のしかた壼理解させる。理解できたらそれを楽しく練習させ ,

ある程度の速さで答えが求められるょうにさせる。適用題にあたっては,1人で考えさせ ,

次にみんなで考えを出しあいながら学習していきたい。

4.単元の目標                ・ヽ

認知的目標

0 (1位 数)キ (1位数)で繰 り上がりのある場合 (和が十何)の計算ができるょうに
しづその計算の習熟をはかを。

繰 り上がりのあるたし算の通罵問題が解けるょうにする。

態度釣輝標

0 具体1あを積極的に使って繰り上がりのあるたし算の方法を説明しょうとする。
oみんなの方を見て話したり

`話
し手の方を向いて聞こうとする。

5.下位目標    :     :^

仁)た される数が 6以止の場合のたし算を具体物 (おはじき)を 使って理解ませる。
粉 たされる数が 6以上の場合のたし算を具体物を使わないで計算できる。 |
e)たされる数が 5以下の場合のたし算を具体物を使って理解させる。   |
軽)た される数が 5以下の場合のたし算を具体物を使わないで計算できる。  : :
勧 適用題による繰り上がりのあるたし算ができる.              :
6.学習課題

1-1 たされる数が 6以上のたし算で。ぉはじきを使って答えを求める。
1-2 たされる数が 6以上のたし算で算法をとなえながらおはじきな操作するこ
2   たされる数が 6以上のたし算をおはじきを使わずに言ま算する。
3-1 たさ:れ る数が 5以下のたし算で ,おはじきを使って答えを求める。
3-2 たされる数が 5以下のたし算で算法をとなえながらおはじきを操作する。 |
4   たされる数が5以下のたし算を おはじきを使わずに言十算する。
5   適用題を読んで,式をたてその答えを求める。
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7.学習計画

時 限 学習課題 実 競 活 動

プ リ
テス ト

o繰 り上がりのあるたし算をべんきょうす1る二

0進んでF・5題に取 り組む。

2

3

-1

-2

o絵を見て,おはじきにおきかえて考える。

oおはじきを操作しながら考える。

3+3
+
警撥警

10にするため 2を

もってくる

10と のこりの 1で 11

0と

― _~

なえながら,おはじきを操作する。

+  9+4   9に 1をたして 10

、ゴ養f静馨毅 '10と oず 13

+  7+8
趣壁空警器機器攀

7に 3をたして lo

10と 5で 15

4

5

2

o具体物からはなれて,抽象数による算法の形式になれる.

鮮5

針7

Oヵ― ドを見て答えることができる。

o何 FHJも くりかえして練習する。

oたてにやぅたり,よ こにやったりして練習をかさねる。

o算法をとなえながら,おはじきを操作して答えを求める。

V-6
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6

3-1

3-2

十 器攀攀難警豪恭攀

o練習問題をする

5+9

4キ 9

5+6

4+7

5+8

3+9

4+8

2+9

7

3

4

oカー ドを使ってグームらそびをする。

0 2人 で,カ ードを使って 1人が式 (3+9)を 言らたら,
驀手が答え (12)を言う。.カー ドを裏がえして,あ ってい

るか 2人でたしかめる。

② カードを裏返しにし,1人がカードを読み。その答えを相
手がひろ う。

0 2人でカードをよく切って,同時に1枚ずつ出す。答えが
大きい方を勝ちとする。

④ みんなと 伸よくグームができる。
○総合練習をする。                  1

9 5

0適用題を読んで式と答えをかく。

oみんなに説明することができる。

0さ んすうドリルをやって友だちと答え合わせをする。

10
ポス ト

テ ニ ト

o繰 り上が りのたし算が確実にできるようになったかLポス トテ

ス トをする.           '         ・:
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・
算 数 科 学 習 指 導 案

指導者 大 田 利 彦
1.学 年  第 5学年 2組  男子 7名 女子 14名  計 21基
2.単 元  面積
3.要 旨

o 前学年では,面積の概念と長方形や正方形の求積に?林て指導してきている.こ の学       辱

年では,いろいろな基本的な図形の面積も必要な部分の長さを減1り ,それを用いて計算

によって求められることを理解させるのが主なねらいである。しかし,三角形,圏角形      `
などの面積を求める指導では,単に求積公式を覚えさせるだけでなく,既習の正方形 ,

長方形などの求積をもとにして,公式を作りださせるとともに,その過程で論理的な考

え方を育てるように留意することが大切である。

o 本学級の児童は全員 ,F・5題集を持っており,各 々自由に学習を進めている。そのため
面積のところをすでに学習している者も多くいる。しかし,問題集の性格上 ,公式を知

っていれば解ける問題が多く,「 なぜ。こういう公式ができたのか。 」と問 うと,答え
られない。

。 そこで,本単元の指導に当たっては,単に会式を覚えさせ,使わせるだけでなく,正

方形 ,長方形などの求積をもとに公式を作りださせるとともに,その過程で論理的な考

え方を育てるようにしたい。

4.単元の目標

認知鋼 標

o 三角形 ,国角形などの面積が計算で求められることを理解し,面積を求めることがで
きるように・する。

0 基本的な図形について求積のしかたを工夫じ.0公式を導な出すとともFFt,論理的に説
明でなるようにする。

1  
態度的目標

0 自分の意見を言榛 ,友達の意見を自分の考えと比較しながち鷲こうとする。
5.下位目標         `                               ‐

1. 長方形,正方形の面積を求める公式を理解させる. (辺 の長さが小数の場合にも公
式が適用でなることを理解させる。)

2.三角形の水積のしかたを理解させる。
3, 四角形の水積のしかたを理解させ,る。

4・  さまざまな図形に応した求積のしかたを考え,計算でなるようにさせる。
6.学習課題

1.  辺の長さが′数 の場合の長方形,正方形の面積を公式を用いて求める。            ″

2-1 長方形の面積の求め方をもとに,三角形の面積の求め方を考え,公式の形にまと
める.               ヽ

V-8



2-2 三角形の面積を公式を用いて計算する.

a 鋭角三角形    :.

・    b 鈍角三角形
.3-1 三角形の求積の公式を適用して四角形の面積を求める.

3-2 平行四辺形の場合の求積のしかたを考え)公式の形にまとめる。

3-3 台形の場合の求積のしかたを考え,公式の形にまとめる.
-4-1 きまざまな図形の面積を三角形 ,長方形,平行四辺形 ,台形の求積公式を応用し

て計算する。

4二 2 三角形 ,長方形 ,平行四辺形
`台
形の求積公式を用いて ,2つの図形の面積が等

しいことを証明する。

7.:学習計画           、

V-9

時限 学習課題 実 践 活 動

プ リ

テス ト

0プ リテス トをする。

２

　

　

　

．

oたて2.3“ 9横 3.5翻の長方形の面積を求める。

oた て80勧 ,横 2.5解の長方形の面積を求める。

oたて 7.2翻 1横 7.5“ ,高さ4.5“の直方体の体積を求める。

《
０ 2-1 ○右の直角三角形の面積を求める。

0右の三角形ABCの面積を求める。
5δ窮

10αFZ

4 2-1

2-2a

0三角形G7D面積の求め方を公式の形にまとめる。

0右の三角形の面積を求める。



5

6

2-2

o下のOO◎②が同じ面積であることを説明する。

ゝ
・
X/1メ |

ず
酔醸
 :

π

為

π

８

　

０

　

５

５

　

１

　

３

一一
　

一一
　

〓

Ｅ

　
Ｄ

　

Ｆ

Ａ

　

Ｂ
　

ＣB~

o右の四角形の面積を求める.

3-1

7 3-2 o平行四辺形の面積の求め方を考え ,

o右の平行四辺形の
‐
面積を求める。

公式の形 7~Cま とめる。

8 百 0台形の面積の求め方を考え,公式の形にまとめる・

o右の台形の面積を求める.

9 4-1 o右図のしばふの部分の面積を求める。 御

”

開

御

５

３

８

３

一一　

一一　

一一
　

〓

Ｄ

Ｃ

Ｃ

・
Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

ｒ

ｌ

ｌ

メ

ー

ー

ー

、

Ｃ
o右図の色をつけてある部分の面積を求める。

10 4-2 o右図d秒と○の面積をくらべ,同じわけを説明する

B
o右図αOと○の面積をくらべ,同じわけを説明するよ

11 Pテス ト oポス トテス トをする。
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年
　
一万

旨

学

単

要

Ｌ
　
２
　
３．

国 語 科 学 習 指 導 案

第 1学年 1組 _男子 11名 女子 11名

はっきりしたこえて (く じらぐも)

指導者 土 井 紀美子

計 22名

o 教材「 くしらぐもJは ,美しいさじ絵や文章を手がかりに,く しら雲∴子供たちの表

情 ,じ ぐさ,会話など,心のかよいが想像できる作品である。この。ようにして,空想と

現実の間に豊かな想像の拡充を図ることは,児童の空想力.や さしさ,思いやり,美的

感覚など情操を培う滋養となるであろう.また ,筋の運びも軽快で,リ ズミカルな繰り

返しのおもしろさがある.こ うした歯切れのよい文章なので,読む楽しさを味わい,す

すんで他の読み物を読、もうとする態度を養うことがでなるであろう。

o 本学級児は,想像して吹き出しに書いたり,動作化したりやるのが好きである。しか

し,楽しみ十ぎて文章表現から逸競した想像になったり,場面の雰囲気に合わなかった

りすることがある9

o そこで,指導lrcぁたっては,常によりどころをさじ絵や文章表現におき,その場の様

子や登場人物の気持ちを想像しながら.音読を工夫させたり,動作化させたりしたい.

また,「 ～もJ「 ～がJ「 ～はJという表現をとらえて視写させることFCよ って,語

句の意味や使い方への関心を高めたい。

4.単元の目標

認知的目標

o:く じら雲や子供たちのしたことを,様子を思いうかべながら,はっきiり した声で音読

することができるようにする。

o 表現したり,理解 したりするために必要な語句の意味を正しくとらえ,その使い方を

理解できるようにする。

態度的 目標

o くじら雲や子供たちの動作や表情を思い描きながら,声の大きさ,抑揚準気をつけて

晋読しようとするっ

o'自 分の表現と比べながら,友達からも学なうとする。

3.学習計画 (10時職)

o.こ の教材に出て くる o 点画の長短 ,終筆 ,筆

顔に気を付けながら書こ

うと。する.  :
漢字や片仮墓 ,書き

のプリテストをして ,

学習していこうo

o 新出漢字 ,片仮名に読み

仮名を正しくつけ ,筆順も

工しく書 くことができる。

・.V‐ 11

時限 学  習・ 1課  題 認 知 的 目 標 態 度 的 目 標



■ 狂
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／
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、

好 きな場面のさじ

絵を機こう…図工

科

範読する文章を目てお

いながら,面白いところ

、線をうにゅとする。

隣席の子と注意し合っ

て,正しい姿勢で書こう

とする。

2 自分の描いている絵の

場面について,わかりや

す く話そ うとする。
・

句読点に気を付け ,文

として読もうとする。

聞 き手の方を向ぃて ,

語尾まではっきり話そ う

とする。

3 一生懸命プリテス トを

することによって ,自分

の力を知ろうとする.

o 学習の計画を知ったら,

すぐに有時限にどんな内

容を学習するのかを教科

書やノートヘ書こうとす

る.

o 一言ものがさすに,単

元の計画を聞こうとすれ

4 一．
o 空くじらと運動場 |:0「 督Jで始する文を o くじら雲と子供たちの

V― 12



‐||:1・ ‐「
甲口~~T

讐

の子供たちになって ,

文のとおりに動作をし

てみよう。そして,く

じら雲の気持ちをまと

めて発表しよう.

。(■
5L=ぅ

籠:i肇璽
辞
)

視写したり,は っきりした

発音て音読したり,動作化

したりすることにより,く

じら雲が子供たちと一諾に

な りたが らているといえれ

動 きを文章に即して動作

化 しようとする。

自分の表現と比べなが

ら.友達の発表を聞こう

とする。      |

5 o くしら雲にのるまで

の様子を,く じら雲と

′子供たちに分かれて o

動作をしてみよう。そ

して。子供たちとくじ

ら雲の気持ちはどうな

るか発表しょう。

(361.5∬ 1.

o くじら雲と子供たちの呼

応をはっきりした声で音読
｀
したり,動作化 したりする

ことにより,動きの面i自 さ

や繰 り返しの面白さ1/C気付

き,く じら雲 と子供たちの

気持ちが次第に高まってい

ると説明できる.

o 呼びかけの繰 り返しを,

リズミカルに声の大きさ

を工夫して音読 したり,

動作化したりしようとす

る。      |    、

o 班員が
`ど
んな気持ち

や格好で動靴 するかを

話し合 って ,よ りすばら

しい表現をしようとすれ

6 くじら雲にのって ,

子供たちと同じ気持ち

になって ,言 ったり ,

思1った りしたことを書

いて発表 しよう。

(P・

1∵°
1:1.6)

o くじら雲にのぅて青い空
を進んでいく時の子供たち

の表情や動作,文章表現な

どから,子供たちの喜びや

叫び,張 り切って泳ぎ画る

くじら雲の楽しさなどを想

像して,吹き出しに書き,

動作化することができる。

0 くしら雲 1/Cの ぅた子供

たちが生を泳いで回る様

子を,楽しく想像して話

そうとする。   ｀

o 自分の気持ちがみんな

にわかるように,話 し方

や動作を正夫して発表し

ようとtれ

7

中
　　　一
．幸

時
　
２
　
ち
　
／
‐
ヽ

0 子供たちのさびしい気持
ちがあらわれるように「 さ

ょうなら」の音読をするこ

とができる。

o「 さようならJを ,声
の大 きさに気を付けて ,

気持ちをこめて音読しよ

うとする。

0 手紙を推敲して,正 じ

V… 13
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.たいことや ,聞 きたい

ことを書いて,手紙を

出そう・

れたくじら雲に,頼みたぃ

こと:蘭 きたいことを,長

押 ,健音の表記,助調「はJ

「
へJ「 をJを正しく使ら

て手紙を書くことができる(

く書こうとする。

友達の読み方と比べて

読み方を二大 しようとす

る。

ヽ
0

8 o くじら雲と子供たち

との繰 り返しの会話に
|

注意して,は っきりし

た発音で読 もう。

(音読のポストテスト〕

o ‐くじら雲のしたこと

をノ†卜へ視写して ,

「～も」「～がJ「 ～

はJの使い方の違いを

知ろう。

会議の部分を工夫して ,

一語一語しっかりと,は ら

なりとした声で読むことが

できる。

くじら雲のしたことを書

き出して比べることにょっ

て ,助詞の使い方で場面が

違 うと説明できる。

動作rFt合わせて,声の |

大 きさを工夫し,抑場を

つけて音説しようとすれ

友達のょい読みを真似

て音裁し,自分の読み方

の悪い点を直そうとする.

ノー トヘ正しく視写し

うとする。

9 o 新しく出た洪字 9片

仮名 ,こ とばの使い方

の練習をしよう.

o (集団読書としての

印刷物)「月夜のから

す Jを読み,他の作品

も散:も う。

(読書の時間)

o 新出漢字 ,片仮名 ,語句

を使って,短かい文に書 く

ことができる。

O「 月夜のからす」の会議
文を気持ちをこめて,をまっ

きりと音説でなる。

o 
奮
出漢守
,片 ffX墓 ,語

|

旬に関心をもって,語句
|

「
集めをしようとする。 |
o 会議文は ,声の大きさ:

抑場に気を付けて音議し

ょうとするこ

o 他の本を紹介し合って・

他の物語を読もうとす貌

10 潤
赫
蒜
。
熱
轟
可

習

ど

　

，　
う

　

，　
の

時
紳
棟
は
麟
”
ト

噺
毅
孵
一
字．片
，読み】

こ

で

か

テ

漢

頑

ス

解

確

卜
　
／
ト
ト
ｔ
＼

ポストテストをして,自

分の採点をした後 .誤答や

無回答の箇所ヽ .班員の助

言で書きこむことができる

o この単元の学習理解度 |

を自己評価し,誤答 ,無 |

回答の箇所をわかるまで‐

知ろうとオる。

o 班で班員が理解できて

いるかど:が かを相互点検

して,班員が援助し合っ

て,全問わかろうとすれ

V二 14



国 語 科 学 習 指 導 案   :
指導者 赤 川   治

1.学 年  第 4学年 1組 男子13名 女子 11名  計 24名

2,単 元  人物の気持ちになって (ごんぎつね)                  |

3・ 要 旨

o この物語は,新美南吉の代表作の一つである.情景が生き生きと推かれているばかり

でなく,人の生き方について考えさせるものをもっている。ひとりlfっ ちの小ぎつねご

んと.やはりひとりぼっちの兵十とが,お互い孤独な者同士でありながら,通じあおう

として通じあえない′心の結びつきの姿をやさしく,かなしく描 き出した物講である。美

しい風景描写の中で展開するこの両者の様子や気持ちを,しみじみと読み,味わわせて

いくことfrtょ って,4年生なりに八潤の一側面を考えていくであろう。

o 本学級の児童は :こ れまでに,「 自内まうし」「 とびこめ」などの作品を通して,場

童の情景を想像しながら。人物の気持ちや行動を読みとる学習をしてきた。しかし,そ

の`場面の情景 ,気持ちを的確に,ま た想像豊かに読みとることのできる児童は 5。 6人

にすぎない。

o そこで,指導にあたっては,常に文章表現に即して,場面の情景。人物の気持ちを的

確に,ま た想像豊かに読みとらせていきたい。そして,児童=人ひとりが自分の意見を

は ?き り持ち,それを互ぃに発表しあっていく中から,ね ら颯/Cせまるものを求めてい _

.き たい.また。発表においては,諸し方を工夫したり,1動作化したりして ,自分の意見

が全員に理解されるまでがんばろうとする態度を育てたれ

4・ 単元の目標

認知的目標

o 生き生きとした表現を通して ,A・2の様子や気持ち,場面の情景を思い描くことがで

きるようrrCする。

o 効果的な情景描写や比喩表現を抜き議して税写し,優れた表現の仕方を理解できるよ

:  うにする。           ‐

態度的目標

0 登場人物の動作.表情を思い描きながら,気詩ちをとらえようとする。

0 発表等を通して,自 分の考えと人の考えとを比較したりする中で,自 分の考えを確か

なものにすると問時に,それが全員に理解されるように,工夫しながら発表しようとす

る。

5`学習計画 (13時間)     |

時限 学 習 課 題 認 知 的 目 標 態 度 的 目 標

‐ユ」 0 この教材に議てく o 新出漢字に読み仮名を正し o 点面の長短 ,終筆,筆
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字の読み方.書る漢字の読み方.書

き方や意味のわから

ない言葉のプリテス

トをして ,学習して

いこう。

漢字・ 難語旬の

プリテス ト

くつけ,筆順も正しく書くこ

とができる.ま た,難議句の

意味を正しく説明できる.

順などに気をつけながら

書こうとする。

o 隣席の子と注意しあっ
て正しい姿勢て書こケと

する。

2 「 ごんざつね」の

お話しを読んで,印

象に残っていること

を書いてみょう。

(感想のプリテスト〕

この物語で ,感じたこと,

疑間に思ったことなどを,自

由に書 くことができる。

一番印象に残 っている

自分の気持ちが ,ょ くわ

かるように書こうとすふ

自分の気持ちをはっき

り書 きあらわすために ,

表現等を工夫しなが ら書 |

こうとする。     |

3 この教材で ,ど ん

な勉強をするのかプ

リテス トをしよう。

読みとりの

プリテス ト

0 プリテス トをして ,こ の単

元の学習内容を知ることがで

きる.

一生懸命プリテス トを

することにょって ,自 分

の力を知ろうとする.

わからないところ ,あ

いまいなところを知 って

自分の学習を高めょうと

する.

4 この教材で ,学習

していく課題 を知 っ

てメモしよう。

o この単元の目標や学習計[画
を聞きながら,各時間の学習

範囲や学習していくことを ,

ノニトにまとめることができ

る。

学習計画を知 ったら,

す く
。
に,何時限に,ど んな

内容を学習するのか ,ノ

ートヘ書こうとする。

一言ものがさずに ,学

習計画を知ろうとする。

5_ ごんは

`ど
のょう

な小ぎつねなのか ,

まとめて発表しまし

ょう。

ごんは,ひ とりぼ っちでさ

びしいために。人に相手をし

て もらいた くて,いたず らば

かりをするだヽどつねであると

いえる。

ごんのいたずらをした

い気持ちが,ご んが置か

れている立場 ,境遇とむ

すびつけなが ら考えよう

とする。
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τ

＼

ｌ

ノ４

・”
　
０」・

」
・
　

６

”
　
Ｐ

Ｐ／
ｔ

o 班の中で.互いに意見

を■しあっていく中で:

自分の意見をはらなり持

ち,それを全体に発表し

_ていこうとする。

６

．

ごんは,とのょう

な気持ちで,どのょ

うないたずらをした

のか書いて,発表し

ましょう。

RT・
』15)

o ごんは.び くの中の魚をつ

かみ出したり,う などの頭を

日にくわえたりして,兵十の

関心をひこうとしたといえれ

o 兵十 1Ft対するごんの思
いに注意して,いたずら

をするごんの様子や気持

ちを考えて発表していこ

うとする。

o 人の考えと自分の考え

とを比較しながら聞き,

自分の考えを十すんで ,

全体に発表していこうと

する。

7 ごんの気持ちの変

化をまとめて,発表

しましょう。

「・」bl亀 )

0 兵十のおっかあの死を知っ

たごんは,今までの自分のい

たずらを後悔し,兵十にすま

ない気持ちでいるといえる。

o お っかあの死を知る前:

と知った後のごんのつぶ

やきや行動を比べること

によって,自分のいたず

らに対する気持ちの変化

を考えていこうとする。

o′ 自分の考えが全員に理

解されるようにまとめて

から発表していこうとす

る.

8 0 ごんは ,どのょう

な思いで兵十を見て

毎日をすごしていた

かを書いて発表しま

しょう。   i

”

理

９
　
Ｌ

」．
　
”
・

”
　
Ｐ．

ＲＩ
Ｉ
ｔ
＼

o ごんは,ひ とりぼっちにな

った兵十に,いたずらの償い

をしようとする気持ちから,

毎日,いわし.く り,ま うた

けを持っていったといえる。

o 毎日のごんの行動れ ,

兵十に対するごんの気持

ちを考えようとする。

o ll人の考えと自分の考え

とを比較しながら聞き,

自分の考えが全員に理解

されるように工夫しなが

ら発表していこうとする。
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9 o ごんは ,、なぜ ,兵

十 と加勁の後をつい

ていったのか発表 し

気持ちを思いうか、

ながら・,音読しまし

ょう.

(手竜.
・へ
　

Ｌ
．

Ｌ
．
　
得

ごんが ,く りやまつたけを

持 っていぅていることを兵十

にわかってもらっているかを

知 りたいために,2AO後 を

ついて行ったといえる.

o ごんのつぶやきや行動

から,2人の後をついて

いくごんの気持ちを考え

ょうとする。

o ごんの表情や行動を思
いうかべながら,声の大

きさ,抑場に気をつけて

音読しようとする。

10 o 兵十は,ごんのど

んなこと密知り。ど

んな思いにとらわれ

ているたかを発表し

兵十とごんの気持ち

lrtな つて音読しまし

:l_)
Ｌ
．
　
η

獅
　
Ｌ

う
　
Ｐ

ごんの気持ちがわかった兵

十は ,ごんが くりやまつたけ

を持ってきてくれていたこと

に気づかないまま,う ち殺し

てしまったことを,ど うしよ

うもなく悔やんでいるといえ

る.

o ごんの真意を知った兵

十の心情を通切にあらわ

す言葉を考え,それをふ

きだしに書いて発表して

いこうとする。

o 全体で出された考えに

自分の考えをおりまぜた

りして,わ かりやすくま

とめながら発表していこ

うとする.

11 全文を朗読して ,

この物語で感じたこ

とを書いてみましょ

曇硬1テス1)

先

　

／
１
＼
、
　
一

o ごんと兵十の気持ちや行動

を通して感じたことを文章に

書 きあらわすことができる.

o この物語を読みおわっ

て感じたことを書いた後

初めの感悪と読みくらべ

て,どのょうに変わって

きたか。深まってきたか

を知ろうとする。

o この物語全読みおわっ

た後 ,自分の心に残うた

ことがよくわかるように

表現等工大しながら書い

.て いこう:と する.

12 0 新出漢字や言葉の

使い方のi練習をして

いきましょうe

o 新出漢字や語句を応用して
短文をつくることができる.I

Q.新出漢字や語句を使っ

て文章をつくった後,そ

の使い方が正しいか確か



め,あやまった使い方を

しているところは ,正 し

く使えるまで書 きなおじ

ていこうとする。

o 新出漢字 ,語旬に関心

をもって,語句集めをし

ようとする。

13 この単元の学習が

理解できているかを

確かめるために,ボ

ストテストをしまし

=う
。

F

＼

ヽ

ノ

／

ポス トテス トをして,自分

の採点をした後 ,誤答 ,無答

の箇所べ .班員の助言などで

書 きこむことができる。

この単元の学習で ,ど

れくらい理解できている

かを自己評価し,致達目

標に達するために,語答

無答の箇所をわかるまで

知 っていこうとする。

自分たちの繊:で ,班iの

人が ,十分に理解できて

いるかどうかを相互点検

して ,班の人がおたがい

に援助しあって ,全員が

わかっていこうとする.
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豊 浜 町 立 豊 浜 中 学 校

研 究 授 業

1,時 間 配 分
10:00 10:30      11120

2,授 業 内容

奪学譲 1昼
食
I研
究協議

~T暮

墓
|

受付 1靴 授 業 1町鷲バ退 場
町 内 バ ズ

(公民館 )

学  年 教  科 授  業  者

1    盗F 社  会 底 押 正 司

3  年 理  科 丸 山 大 輔



バ ズ 学 習 の 歩 み    _   ト

(⇒ 地域課題をぶまえた指導法を求めて         ,.
豊 浜 中学 校

生徒の過半数が漁業家庭であり,_幼児期は両親と共に船上生活で育てられ,就学年令になって

両́親のもとを離れ兄弟姉妹や祖父母 ,親せきの家,あ るt/・ は豊浜学寮ヤ⊆入寮して通学することに

なる。このような地域の実態であるから,昭な 42年 からスター トした本校のバボ学習の歴史は

,地域や生徒の生活背景にまで視野を拡げた取り組みの必要暉迫られていた。

(2)復習バズから町内バズヘ。

愛知県八開中学校の実践に学んで毎日,故課郊 0分間の復習バズが全学級で取り組まれた。

このような人間関係を基盤にした指導の在り方が約 5年ほど続けられたことによって,学習への

全員参加の姿や好稜 しい人間関係の形成が認められて講義式授業の瞬界を感じとる教師が増嫌じ

ていった。そして教尋集団自身が職員朝会の議題や校内研修会で鑓所にバズを取り入れる場面が

定着していくことになった。しかし生徒の生活基盤である地域や家庭環境が変 らない限り,積木

くずしのように,折角,学校で湧かした湯 も地域に帰れば水にされてしまうような事態が後を絶

たず ,一部教師による小地域バズの実験もあったことから復習バズをそのまま地域に持ち込んで

地域にゆさぶりをかけようという発想が出てきた。このころ高丘中学校の覇内バズ (地域バズ )

の実践があり,それに学んで急速に豊浜中学校にかける琴内バズを軌道にのせること浄iできた。

(3)単元見通じ学習の実践的研究

バズ学習の実践と研究については小学校では教科学習中心の優向が強く,中学校では生徒指導

やクラブ活動 ,生徒会指導など,人間関係や態度形成に中心をおく傾向があるといわれている。

中学校の場合 ,教科機任制 とか高校入試の優先あるt/6は クラブ活動や生徒指導面など,い くらか

学校実態に差勢:あ って教科学習中心の研究や実黙 まとまりにくい学校が多いことも事実である。

:豊浜中学校におも,て も離島へ き地 という条件から常に学卒新任が人事交流の主流で 2～ 3年で移

動するため,研究や実践の積み上げが弱くなることや,両親不在の聞彗カミ解決できず生徒指導面

やタラブ活動の停滞を招かない範囲で授業改善のためのパズ学習研究を推進しているのが現実で

あるっしかし学校教育である限り授業研究が基調であるべきは当然のことであり,、 教師研修の充

実こそ学校教育の活力であり生命である。

単元見通じ学習の研究は過去数年,実践事例を中心とした究明や積み上げが不充分であったた

,めに単元見通しに立つ指導計画の全体像を構造的に把握することができず,例えば,単元見通じ

とバズ学習の関蘇砕達成 目標と課題構成などを表面的
。苦さ分的なところで論議する域から脱じ切

れなかった。

1本年度 も前年にひき続き,単元見通 じ学習について研修をつみ重ねてきた。前年度10月 には
バズ理論 ,指導案づ くりの共同研究にふみ切った。前年度 (堰オヨ58年度 )の集中指導は,麗語

科・英語科を中心とした指導案づくりから研究授業まで,塩霊・石圏。杉江各先揮 )助言指導に

より研究が進んだ。前年度の研究では ,単元見通し学習こそその課題一覧表をふくめて教響,生

徒双方に流しておくことで,生徒側にも対応ができ,ま た学習の見通しがたてられるとして一定

の成果がみられたが,授業研究の中で ,学習技倉蓼雌練の不足が各教科に見受けられるという非常

Ⅵ -1



準|び しい指摘を受け大挙な課題を持ち,3学期からは,指導案rcも とずく,授業研究とそれに
平行して,パズ場面の指導に力点をおいて研修をつみ重ねた,前年度何度か指導を受け ,全員が
指導案のなき方の意識統‐をはかり,前年度の確認事琴として,本年度 (昭和59年度)4～ 5月

■  :.頃 に指導する単元の指導案を全員が書くことを約束していたため
`4月
当初,.全員の指導案を集

め,で き上 った指導案をもとに研修 ,単元 目標設定 ,下位目標 ,そ して,提示課題に一貫性があ
るかどうかといるたような視点で検討して行った。最初の段階では教科が違うから指導案を見て     彎

1■・もわからないと軽うたょぅな発言もあったが,生徒の立場に近い位置でのチェックというメリッ
:  卜もあり・教科を越えての討議,研修を行うことができた。         .
(41研修内容の具体例

① 指導計画の要件について (単元見通しの意義・役割 )
④ 達成目標を明確にする。(従来の授業では,1時間,1時間がこまぎれ目標に陥り,本を
みて森を見ていなぃ,最終的な全体像を明確に示しておく)

↓

○ 目標達成に至る方法を示す。(課題一覧表提示,doi ng ,ま り,作業内容を示す )
↓

○ それに取り組ませる方法を取る。(と りくみの仕方→グループ・班・小集団・パズ )
11    ↓

○ 最後に教師のまとめ,(生徒にょる課題処理の′点検と修正 )
② 単元見通じと,バズ学習の関係                         む

,  単元見通しは…・・教材内容の扱い方に見通しを与える。(上記の④と○),単元教材 (教材内
容 )は 目標を設定して,学習内容の見通しをもたせた扱い方 (暴体的には,課題二覧表提示 )
づィ学習・・・:… …見通しをもった課題について,それへの取り組ませ方としそ,ノミズ方式が考
えられる。(上記の○)

③ 課題によるィヾズ学習の指導とは,
教材研究の結果を適切な課題(task)に まとめて指導する方法のことで,こ こで棒う課題と
は,教師にょって作成され,生徒がその解決に取り組むべき問題 (仕事内容 )の ことを意味する.

:  生徒 ll■ ,そ の課題を達成する過程において認知的,態率離濠 ものを学びとることになる。         筆

従来?一般的授業が,児童・生徒F明確な取 り組むべき学習課題を示すことなく,発問・応答
とぃう指導法で,教科書を解説してい くだけになりがちなために,話し合いが活発にならず,焦
点のない話しあい ,断片的な思いつき発言になり,無駄話が多くなりがちという批判がでている。
課題 (目標達成のために,果 していく、き作業内容といえるもの )と ,Fpl題 とは常に同じもので
はない ,何 らかの不明点をもつ問題を解決す

:る

ということもあるし,一定の作業内容,命ぜられ
た課題を解決というより,達成することにより,学習目標に迫っていくこともありうる。
④ プリテスト

プリテス トは理論的には,その単元の学習に必要とされるンディネス的なFF5題項目から成るテ
ス トであるが,実際にはそれは容易でないので,そ の単元の学習の出発点の状況を知って,鋼に
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力点をおいて指導サベき所 ,‐ 反対に,それほど時間をかけなくてもょい所なとを明らかにし,.指

導計画に修正を加えることをねらいとするテストである。響多,学習課題の学習の結果として期
待される知識,概念,理解,技能,能力などを擦lltす るためのテストであるc

単元 rFC入る最初の時間にプリテストを実施する:実施に当っては,生徒にプリテストの意義,そ
の目的などを説明する。生徒たちは,こましから始まる単元の認知的,な らびに態度的目標を具体

的かつ的確に把握することができる。いわゆる動機づけである。プリテストを実施けることによ

り,学習すべき学習目標を具体的な形で子どもたちに的確に理解させることができる。

⑤ 校内研修 |

校内研修については,本躍日を研修日に設定し,単元単位の学習指導案及び,前年度からの大
きな課題であった,学習技能言1練 ,特にバズ場面の事例研究を校内授業研を通して継続研究をし
ている。

④ 5月中旬までに,各自がつくった指導案について再検討,及び,1時間の細案をかき,①
のOの内容て?いて研修を行った。

0 5月下旬(25日 )理科,数学科の校内授業研
3月上旬,指導案作りFCついて,塩圏,杉江,石田先年から指導を受け,そ の指導案をも

とに,公開研究会を行ない,指導
・
を受けた。その時の評とし,教師が前面にまだまだ出すぎ

る,プ リテストの意義,目的について充分時間をかけて指導したぅどうかという指導を受け

た。

0 6月中旬,英語科,国語科の校内授業研究
.○ 生徒の反応……1時間,1時 FEIの こまぎれ授業ょり,単元全体を見通して計画を立てた授
業の方がよ棒と答えた生徒の理由として,a)ゎかりゃすい。り)がんなの意見や考えがよ
くわかる。c)次に何をするかがよくわかるので予習ができる。a)作業や実験をともなう
教科では事前に何を準備しなければなりないかなどがわかりやすい。

(0 今後の課題

∫ ④ 単元見通レ学習の指導案を書ぃてみて,今までいかにこ液ぎれの授業をやっていたかに気
∫  づいた。今学期は,1単元,4～ 5時間を単位にまず書いてとりくんだ。継続して研修を進
めていくことは非常に努力を要するが,一般的指導案モデルを足がかりにし:て豊浜中学孵

生徒の実態に員「した指導づくりを深めていきたい。

○ 単元見通し学習にとりくむことにょり,教師,生徒共に課題一覧表により,次のステップ
(課題 )の見通しができることから,家庭学習へのつながりを求めていきたい。

○ プリテストの実施により,生徒の既習内容,学力等の実態把握ができ,学習を進める上で
1 又夕内容の精選などに非常に良い, しかし1単元の見通|しをたてる時点でおこなうプリテス
トがその課題 rCど う組み込まれ,ど う影響していくか,と いう点がまだかっちりしていない。

単に 1つのモデル・システムを組んだというだけでは学ヵ保障につな/Jiる とはいいされない

.の で,今後の研究課題の一つであると思っている。
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Fj~内 バズ (地 域 バズ)の 紹介

豊 浜 :中 学 校

(1)町内バズとは

毎週 1回 (水躍日)6校時醤に,全校生徒が通学区域別集団として,11会場に分散して轟向き

教科プリントを中心に自主的なパズ学習や地域活動をしている。これを名づけて町内バ‐ズ (地域

: バズ )と 呼んでいる。

(21 釘内バズが実践された背景

離島で漁業家庭の多い地域であり,し かも漁業者の多くが県外への長期出漁を余儀なくされて

いるという実態がある。このため留守家庭を守って通学して1い る小中学生の多くは家庭環境とし

ては多くの課題を背負っている。とくに中学生らしい家庭学習の習慣が育ちにくぃ。また家庭的

な愛情不足から情緒不安や対人関係にっいても弧立や対立を招きやすく,学習塾もない地域だけ
に学校にかけるクラブ活動以外には余暇のすごし方にも多くの問題をかかえている。このょうな

ことから一書降教師が曇躍日などに近所の子どもたちを教員住宅に集めて学習を見てやる程度の

実践があった。戦 では復習パズの実践があり,こ の形で地域にゆさぶりをかけては;の 空気が

Fた ,昭和 47年夏の第 4回全国バズ研究集会の時点では全校態勢で受けとめるまでになった。
各地域ごとに会場提供をつけ,地域によっては多額の出費で学習視を購入して提供してもらうな

ど,学校 ,生徒 ,保護者と地域ぐるみの町内バズが生れることになった。

当時すでに姫路市立高猛中学校において生徒や地域実態の中に豊浜中学校の実態と共通する課

題があって町内バズの実爆がなされていたという事情もあつて,町内バズの技術面 ,運営面につ

いては高丘中学校の実践を取 り入れることができた。

_(3)琴内バズのねらい

F鳩主的な家庭学習を習慣化するためのステップとして釘内バズを位置づけ,同時に地域ごと
の仲間づくグと連帯感を高める。従って運営の基本は生徒の正副バズ長を中心にした自律的

なパズ集団であって,授業の補充的な性格のものではない。

(→保護者が当番制で町内バズに出席してくださり,わが子だけでなく地域の子どもとして見守

:.  、ってもらえる人間関係をつくり生徒,教響:保護者,地域社会相互の信頼関係を育てる。

朝瞳路などの地域清掃やレクリェーションなども取り入れて,地域活動を通して中学生 らしい

生活態度を確立していく。

(4)実施方法

倒会場 (11会場 )

11.大浜地区……・0大浜農協

小浦地区・:…
。・公民館 I,公民館 I,良鎮寺 ,寧原神社,消防屯所

山崎地区・寄宿舎生………登照寺 豊浜学寮……学寮会議室

14)学習内容

5教科を年間計画表に従って教師が学年月Iの プリントを作成し,年内バズ教科委員に手渡す。
地域活動の日は年FEl計画表に従って正副バズ長で指揮運営に当る。      .
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(→進め方

午後2時 45分に全校生徒が通学地区別にグランドに集合するc生徒会校外自治委員長の号令
で2亮縦隊,右側通行のもとに各会場に移動する。この際交通指導にも配慮する。

会場における町内バズの進行l療序としては ,

I Oバズ長の号令 (こ れから琴内バズを始めます。気をつけ。礼 )

0出欠の確認 (副 バズ長 ) oプ リントの配本 (各学年別の教科委員 ) ○個人で取組む。
●学年ごとのグルTプでバズ o答えあわせ   ●反省 ,発表   o保 護者気づき発表 、.
●バズ長号令 (こ れで町内バズを終 ります。気をつけ。礼♪ o後片付   c解 散
崎町内バズの教科委員

町内バズの教科委員は会場別 ;学年別 :教科別 (2～ 3人:1)に澤事されている。このため ,ほ

とんど全員が何らかの教科委員として活動して杯る。

鏃 庭学習へのつながり

一応町内バズによって家庭学習への態度づくりや習慣化をねらった学習を経験させてぃるわけ

であるが,さ らに具体化させる試みとして ,町内バズ用のプリントを作成する際 ,別に 1枚家

庭学習用のプリントをつくっておき,問題配布のときに渡してぉヽく。生徒たちは務内バズ終了

後 ,各 自,自宅で学習しその結果については ,翌 興木躍鐸の朝 ,10分間のホームルー■の時間  :
に教科委員が正解を発表して各自が自己評価する方法をとって棒る (、 また問題作成に当っては

なるべくやさしいものを多く出して,できる喜びと自信をもたせる率うに心がけている。    l
(5)町内バズの年間計画

月  日 活 動 内容 6 ・27 地域清掃

5,2 説明班編成 7・ 4 国 霧

16 国  語 14 活 の清掃

23 社  会 8 ・ 13 地域清掃

30 数  学 9 019 社 会

G ・ 6 地域活動 飾 地 域 活動

13 理  科 10・ 3 数 学

20 英  語 17 理 科

10・ 24 英 12・ 19 国

予 ・31 地 域清掃 1・ 16 社 会

11・  7 圏 鎮 23 地域清掃

・14 社 会 30 数 学

21 理 科 2・  6 理 科

12・ 28 地 域 活動 13 地 域 活動

12・ 5 数 学 20 英

12 英 3・  6 地 域 活動
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(6)本年度の取り組み

本年度は自主性を伸ばし,連帯感を強めることを大きなねらいとして実麗してきた。     .
1711自 主的な家庭学習の習慣化を身につけさせること脅主眼にぉき,町内バズで学習したこと    :´
をさらに家庭学習につながるものにするため ,バ ズ会場用プリントと,家庭学習用プリント     .|
を同時rC配布することにした。家庭学習用プリントの内容は ,バズ会場で行う学習内容と関   ,1
連をもたせ ,パズ会場で学習した内容の復書のための確認課題 ,発展課題の問題作製につと      。
めている.。。そして生徒は ,家庭学習用プリントを次の日学校に持って来 ,朝の 10分FETの 盤

の時に各クラスで ,プ リントについてパズセッションを行っている。

繍)地域活動については,各会場毎に生徒が自主的に計画立案し,各会場のパズ長がそれそれ
の年間活動計画案を持ち寄り,活動内容の調整を行い実施されているが,各会場ごとに特色

のある立案がなされている。その中には,ノ フトボァル・バィーボーィン等のスポーッ活動や

料理 ,読書,室内グ∵ム:か茶会 ,送別会などの内容がみられ,学年のわくを超えた同じ地

域の仲間意識の高まりを感じさせる c

交通安全指導については,バ ズ会場移動のさい,バズ長を中心に指導を行うと同時に,毎月

1日 と交通安全週間・旬FEl中は,バズ長が交替で町内3か所に立ち指導を行なっている。

地域清掃は ,会場 。道路等を清掃している。町民から,ご苦労さんの声をかけられて地域く
｀

るみを願う主旨にもかない大きな励みになっている。しかし小浦地区会場での保護者の出席

が得られにくい事情については ,_学校側として検討を要する課題となっている。
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理 科 学 習 指 導 案

指導者  丸 山 大 輔
学 年 3学年 B組   男子 8名 ,女子 13名 ,計 21名
単 元 「 運動と仕事 」

そのうちの「 Ⅲ 電流と仕事 」
モ      ロ 標 <認知閣標 J                            ‐

① 電流 1/Cよ って磁界が生じる。

奎         ② 電流準よって ,仕事をすることができることを理解する。 (電流→仕事 )
③ 力学的な仕事をすることによって ,電流がとり出せることを理解する。(仕事→電流)
<態度目標>

① 実験→考察‐まとめをする中で ,科学的概念を得てぃく態薫を身につける。
下位置標

1 電流は磁界を作り,磁界は権力練を使って表わされる。
2 磁界の中を流れる電流は ,磁界から力を受ける。
3 磁界の中を流れる電流によって,物体に仕事をすることができる.
4 磁界の中で ,仕事することによって ,電流をとり轟すことができる。

学習課題

1-1 磁界のまわりの空間の様子を調べて ,その様子を図 (モ デル )で表してみよう。
1‐ 2 導線に電流を流すと導線のまわりには :どのような磁界ができるか調べよう。
2-1 磁界の中にある導線に電流を流すと導線はどのようになるかを調べよう。
2… 2 フレミングの左手法員彗を使 って ,次の問題を解いてみよう。
2-3 磁界の中にある導線に ,電流を流すとなぜその導線は ,力を受けるのか,別紙

プリンドを読んで考えてみよう。            .
3-1 別紙プリント「 模型のモーター」を読み ,モータ∵の原理について考えてみよ

う。

4-1 コイルの中に ,磁石を出し入れして.ち マイクロァンペテ計の針の振れ方を調べ
ξ              よう。 ヽ

4■ 2 コイルの中に磁石を出し入れすると,コ イルにはどのような向きの誘導電流が

._            流れるか調べてみよう.

<学習計画 (11時間)>    ○印は実験

時限 学習課題 実 践 活 動
・

プリテス

ト

プリテストに,取 り組む。

簡単な演示実験をし単元の流れについて説明する。
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実験 ①～③を行う

⑫ 1-1

全|″丁||_11‐
◆

φ
③師 のまわりに

方位針を置き方

位針のさす向き

を調べよう。

②磁石の上に鉄粉をまいていく。

○実験 プリントに実験結果をメモする。

o実験プリントの考察を行う。

1-1

○プリントの問題を教科書 P130～ 131を 参考にして行う。(個人 )

○班でバズを行う。

O磁界 ,磁界のrplき ,薇力線について全体でまとめるぐ

④ 1-2

0,実験①～④を行う。

導線やコイルに電流を流して,導線やコイィンのまわりに生じる磁界の

様子を調べる。
)

―

導線の上       導線の下

◇  ◆

|  ◆

0実験結果をまとめ考察を行 うヽ。

○プリントの問題を行う。 (個人 )

0班でバズして答え合わせ。

○電流を流した時にできる磁界について全体でまとめを行う。

Ⅷ … 8    :



⑤ 2-1

o図のような 4つの場合について実験を行い,導線の動 く向きを調べよ

。実験プリントの考察を行いアンミング左手法則を導いていく。

7
2-2

2-3

oフ レミング左手法Illを使い ,問題を考えてみよう。(個人 )

0班でバズしてみよう。

O「 読み物 Jの部分を読んて ,磁界の中にある導線に電流を流すとなぜそ

の導線は ,力を受けるのかを考えてみよう。

8 3-1

0別紙フ・リント「 模型のモーターJを読み ,モ ーターの原理について考え

てみよう。

個人→班→全体               ・

0 4-1

o棒磁石を出し入れすると,マイク甲アンペア計の針の振れはどうなるか

実験して調べよう。

マイクロアン輔

0実験プリントの考察を行う。

棒
磁
石

　

　

　

コ
イ
ル

⑬ 4-2
0棒磁石を出し入れした時の誘導電流の向きについて実験で調べて‐みよヽう。

0誘導電流の流れる向きについて ,プ リソトを使ってまとめてみよう。

ポス ト

テス ト

oポス トテストを行 う。
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‐ :社 会 科 学 習 指 導 :案

指導者  底 押 正 苛
学  年 1年 c組  男子 12名  女子 12塩  計 24名
単  元 オセアニア     ●  :

目  標 認知目標 1 ォ毛ァニァ全体の位置 ?範囲を理解する。
2 えニストラリアの自然 :社会 ,経綺について理解する。
3 ニュージーランドの産業について理解する。       |

態度目標 ● 意欲的に資料 ・地図を活用できるようになる。
学習課題  1-1 ォセァニアに関して知っている事を発表させるc
l-2 ォセァニァの範囲を確認させる。
2-1 ォーストラリア・ニュージーランドの略地図を書1き ,地形・気候を言己入させる。
2-2 ォーストラリア・ニュージーランドの共通した歴史について調べさせる。
2--3 ォース トラリアの人甲密度 ,人国の分布を調べょ。    

・

2-4 ォーストラリアの牧羊業について調べよ息
2-5 鉱業の発展の要因を調べよ。
2-6 日本とォーストラリアとの経済関係を調べよ。
8-1 ニュージーランドの産業について調べよ①
3… 2 太子洋の島 の々人たちの生活を調べよⅢ

学習計画

時  間 学習課題 生 徒 ・ 教 師 の 活 動 時  間

1-1

1‐-2

2-1

2‐ 2

2-3

オセアニアの学習について説明

自由に発表 (プ リテ不卜)

鋒と確認する。掛図で再確認させる。

地図帳で調べる。気償について説明する。

教科書で調べるc

地図帳で調べるc特色を発表

10分

5ル

3//

15//

5//

10//

2

2-4

2-5

2■・6

資料から羊毛産業についてまとめる。

資料から鉢業についてまとめる。

資料から考えさせる。 まとめ

教科書でまとめる。補足説明

ポス トテスト

15//

20//

15//

´

　

３ 3-1.2

「

「

「

一
　
０
　
ト

一
　

３

　

２
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筆

１

校学豊
二

立町豊塁

研 究 授 業

1,時 間配 分
10:00 10:30         11:10 11:2G

2.授 業 内容

12:10    B:00

L量
食
1研
究 協 議

:移
動

学  年 1教  科

1 年 1美  術

2  年 1国  語

1受付 |ク ラブ発 表 |

授  業  者

小  迫  和  子

3    4再 理  科 二  宮     力



豊  中 学 校 取  り 組  み

本校の教育目標「
バ女学習の深化充実にょり,自主 ,協岡,創造の学校 ,学級づくりの中で ,

単元見通じ学習法の実践的研究を
―
推進する J達成のために二次のような取り組みを続けている.

1.生徒集会

本校では毎週月曜日の 1校時目 (30分問)に生徒集会を設定し,,生徒会役員の司会で次の

ように運営している。

仁)ね らい

全校的活動として行ないぅ集会活動のやり方,あ り方を学ぱせると共に生徒の自主性を育
a成
する。

鬱)内 容
o各委員会の活動の評価及び課題の報告,提案

0週間実践の評価及び課題と重点露標の提案

o学級活動状況の公開報告 (学級の意見発表)

o全員体操 (冬期はかけ足)

o教師からの諸注意及び連絡

以上の中で特に重視しているのが学級の意見発表である。学級毎の発表順番をあらかじめ決

めておき発表に際しては学級で 1つのテ事マをもとに話し合い,その結果を代表者 (順番制).

が発表提案することになっている。発表内容は,①学習態度の見直し ②人権学習 ③身σま

わりの問題 ④服装 ⑤掃除等学校生活全般についての問題がとりあげられている。全校生徒
の前での発表は中学校生活の中でも貴重な体験をさをることになb。 また学級内で個たの白覚

を高めるためにも意義あるものとなっている。しかし,すべてを生徒まかをにしていると発表

の内容や態度さらには爾く猥1に問題が生してくるので教師は発表内容に目を通じ筋道を立てて

発表するよう指導したり,話し方 ,聞 き方の態度を全領域で育てることに留意している。今後

の課題として発表されたことに対して個々の生徒がどう受けとめたのか ,そして今後どう対応‐

してゆけばよいのかを考えさせ問題点を深めていく場を設定し,問題解決の能力と態度を磨く

ことに努めていきたい9

2.進路指導

進路指導は生徒の一生を左右する重要な課題である。生徒ひとりひとりの進路を保障するた

めに,ど のょうな実践を行な2て いくか。また ,すべての生徒が自信と希望をもって歩んでい

くための進路の選択のあり方とはどのょうなものか検討してきたo

本校の進路指導上の間議点として,生徒および保護者共に地元高校に対する根強い偏見をも

^っ ていること。また自己の能力 ,適性 .家庭の経済的事情を無視し,単に仲間集画を維持する

ための希望とか。親元を離れての生活に対する漠然としたあこがれ等安易な考えから希望が出

てくることである。中でも「 地元高校に行くなら勉強しなくてもょい」と
いう安易で打算的な

傾向が存在していることは本校の平素の教育活動上の大きな問題である。その原困として,学
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習することが生徒にとっては入試のための道具 としてとらえられ,生 きるための本質的な課題

としてとらえさせる日常的な指導に久けていたことが考えられ,教師集団として:こ うした反

省にたって教育内容の検討や改善に取り組んでいる。

進路指導は「 自分が人間としてどのように生きたいのか。そのためにどんな職業につきたい

のか。その生活設計に基づいて,今どのょうな学習をし,ど この高校や就戦先を選ぶべきなの

か等を考えさせ,自党化させ,具体的に指導してゆく、きものと考えられる。そのために生徒

達には「 将来何になりたいのかJを 自分て考え,自分で語らせ,それをもとに学級集団として

共に将来を考え,そのために今自分達は何をしなければならないかを話し合わせ,互いに高め
,:あ う実践を続けている。

学級活動にないて進路を考える中で,高校入試の問題,高校学区制の問題等を紹介し指導し
｀

ながら矛盾点をあげ生徒と共に考え
`ま
た保護者に対しても家庭訪問,個人懇議会,三者懇談

会,地域懇談会など機会あるごとに地域教育の振興の必要性について根気強く説明を続けてい

る。現在の差別,選別の教育体制の中で不合理や矛盾,その集積としての差別を正しく見抜く

力,更にそれをはね返していこうとする考えや力を社会事象の中で的確にとらス.指導していか

,な ければならない。今日の子どもの姿は,明 らかに現代の社会であり,´ 学校であり,家庭なの

である。自分で自分の生き方を選択し,社会に主体的に生きることのできる力全育てる教育の

あり方を今後も追求していきたい。

3,生徒指導とわかる授業の創造

本校の生徒指導においては次のょうな目襟をあげ指導にあたっている。

色)自 他の生命を尊重し,仲間と協力してより。ょい生嬌を集こうとする主体的生活態度の自魂
② 集団のす員としての自党に立ち,集国のきまりを守りぉ進んで学ほうとする主体的学習態
度の養島           .
紛 個性の伸長と忍耐力の養成

軽)基 本的生活習慣の育成

以上の目標の実現のためには ,まず生徒理解こそ生徒指導の原則との考えにたち,生徒の願
いや気持ちを諸検査 ,班ノT卜 ,相談活動 ,その1色諸活動を通して生徒との′心の触れあいの場

面も多くもち共に生きるという姿勢の中で課題を見い出していくことに努めている。

生徒にとって各教科の学習は学校生活の基盤であり,生徒自身の自・己実現の場である。
・
豊か

で楽しい学校生活を送るために,まず ,わかる授業を創造し,生徒が主体的に参加できる授業
の確立を目指している。さらには,従来よりの「 単元見通じ学警法」を生徒に定着させること

によって,人間酵係を大切にしながら集団の中で自らが主体的に自己実現を図り,すべての生

:徒が生き生とと参加できる授業の創造に取り組んでいる。

また基本的な生活規律を身1/4つけさせることも集団生活を営む上で欠かすことができなれも

のである。指導の基本事項として,

0挨拶 0言葉づかい o服装 o時間の厳守 0掃除つ徹底 o給食 0交通安全等をあ

げ教職員集団の意識統∵を図り,保護者や地域社会と連携をとりながら`あ ら
ゆる場で指導に

Ⅵ … 2



あたることにしている。これらは教師や保護者などの一方的指導j訓育のみにたるのではなく

「 学校,学級集醒の中でも獲得させるようにしている6生徒馨ネLI會 道徳 ,HR,30分 学活彙タラ
ブ活動 :生徒会活動・疲外自治会 , リーダ■講習会等の諾活動の中で自らの体験を通じ生徒集

団の連帯と規律ある集団に高めるよう努力をしている。特に1983年度より全校で統一 した
班日誌を作成し,学習面 ,生活面について=Rの中

で自己評篠::おょび相互
`装
横活動を行ない

｀

生徒権互の力で正し合い,支えあう中で共lr4高めていく方向で取り組みを進めている。 :

4́・  30分学活

30分学活は,毎週本躍日の6校時に位置づけられた学級活動の時間である:当初は「 ゆと

りと充実 J脅時間の一端として,主に学級会活動および学級指導を内容として出発したらそめ

後,検討を重ね,次のょうな内容で運営している。

輔 ねらい

① 自主,協同,創造の態度や能力を培い,問題解決の能力と態度をみがく。
② 集団1/C所属し,集懸の一員としての役害」を果たしていく力を養う。
③ 授業の中でのバズ学習がスムーズに進むための調続の場とする。     :
鬱)活動目標

Cl 班活動における問糧点をみんなで解決していく。

② わからなt/hと ころをなくする。
ア・教科でわからないところを出し合い (自主)                     ｀

イ・ ねり合い (協同):   、
ウ・ 確かなものにし,理解を深め,高めていく (創造)  、

総 具体的活動
① 教科σ〕わからないどころ。あるぃは班活動におけるFnS題点をみつける。   1
② 問題点をグループに出す。
③ 問趣についてバズをしてねり合う。バズ長はみんなが自分o考えを出せるよう努力する。
④ バズをして得たことを整理し確める。
⑤ 必要に応してバズグルニプから学級へ問遼を出す。
⑥ 必要に応じて学級から教科へ問題を轟す。
も)バズグループでのルール

① 問題をみえ′なに出すとき,問題をはっきり人によくわかるょうに出す。
② 他人の出した詢趣に関して,自 分の考えを出す。
③ 4也人の意見集中して事をわけながらなく。

④ ひとりが発言しているときは,同時に他の人は発言しない。          i
⑤ 自分が話し終ったら「 次の人どうぞ」と言って他の人の意見を轟しやすいように誘う。
5. クラブ活動

クラブ活動は,生徒一人ひとりの自由で自発的な発想を拠り所として展開できる貴重な活動

場面である。しかしながら本校では,従来「 自主的に計画を立ててやる」という点が極めて弱
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■夢

く,したがって「 やらされ.る クラブ」という意識が生徒に強く,1そのため活動が不活発となっ

て松た。このような弱点を克服すべく,1982年度よリタラプのあり方について 検討を重ね

てざた。改革の視点は,活動の内容を見直し教科とはEljのおもしろさ.楽しさが味わえ,生徒

iの やる気へとつながるものを設定し,生徒の自主的活動を保障していくことであった。そして

今後のクラプのあり方として次のょう・に確認した・

① 生徒がそのクラブで取り組む課題を明確にすること。
② 活動隧 は偽外はある1/Cせ よ基本的には教科と蘭わるものにすること。だが授業の延長
のょうなものであぅてはならないこと。

③ 生徒が自分で課盤を設定する方向で教RI~は 指導・援助すること.そのため学期初めに生

徒一人ひとりに「 クラブ学習計画」を立てさせること。

④ 学期初めに立てた学習計画に基づく活動を学期末に生徒が自分達で評価する「 学習のま
とめ」を記入さすること。 (ク ラブ学習計画と学習のまとめの様式は後に掲げる)

以上のょりな考え方にたって活動をはじめた。こうして従来の弱点をかなり克服することが

できたが,さ らに意欲的な活動を促すためにということから,各クラブ活動の成果を全体の場

で発表し,互いに交流しあうタラブ発表会を年iFC l～ 2夏開催することにしていった.こ のこ

とは 1年間の活動状況の評価を全体から受けるよい機会であり各クラブはこの発表会を∵つの

目標として頑張ろうとする姿勢が生まれた。             (

現在 ,次のクラプを設置して活動をしている。 「

①新聞 ②手芸 〇旅行研究 ④美術 ⑤工作 ⑥体育 ○気象観測 ③音楽 ◎英語

⑬演劇 色統計 ○文芸 Q保健 0茶道 0ス ボーツ統計

全体的に一歩前進はみられるが,年度初めのクラプの決定・クラブ発表会の時期や回数など

今後,検討を要する課題も残されている。           °

〔学習計画 。まとめ様式〕

年 組 番 氏名

■
ｆ

ヽ
〆

～ヽ／
ヽ

ノ
/

タ
ノ
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クラブ学習のまとめ()学期

年 組 番 氏名

クラブ名

ア ー マ

計  画

年  間

学

期
2
3

今  月

準  備

今学期の
学習内容

自己評価色二_三二_』

今学難の
反省峡 学
期の課題

クラブ名

評  価



国 語 科 学 習 指 導 案

指導者 小迫 和 子  :
1.学 年  '年 B組  (男子 13名 女子 16塩 )
2.単 滲元  文学の鑑賞 二 詩二編 (大阿蘇,月 夜の浜辺)            :
3.目 標

Q)認知的目標
ア.二編の詩を通して,解釈の方法を学び,よ り深t/h鑑賞をすることができる。

ξ          イ・ ′F大阿蘇 」の詩を通して,悠久な自然の推写を味わわせる。

ウ。「 月夜の浜辺」の詩にこめられている作者の心象風景をつかませる。

鬱)態度的目標
:    ア・ 詩の内容を理解することにょり適切な詩の朗読ができる。

イ. グルーア
°
の中で協同じて学ぶ態度を育てる。

4.提示課題

「 大阿蘇 」

課題(1)一頭一頭の革を食べている馬を描いてlraるのが,草を食べている全体の馬を描いてい

るのだろうか,そのどちらだと思うか理由を述ぺなさい。

課題0 馬の背景に何があるのか。またその様子はどうなのかまとめなさ松。

課題機 「 …ている」の反復,句読点がない事 ,調旬のリアンインなどの表現の特色は,こ の

詩でどのょうな状況を述べたいために使われているかまとめなされ

課題軽)「 もしも百年が・……Jの一行で,作者は何が言いたかったのか考えてみなさい。

「 月夜の浜選 J

課題∋ 「 月夜の晩に,ポ タンが一つ 波打ちぎわに9落ちていた Jと いう表現が二重繰り返
されているのはなぜかまとめなさい。

課題紛 「 それを拾って役立てようと僕は思ったわけでもな軽が」という表現が三度1乗 り返さ

れているのはなぜかまとめなさい。

課題17)第二連に,「 なぜだかそれを捨てるにしのびず Jと あるが ,な ぜ捨てられなかったの

か理由を書きなさい。

課題嚇)「 月にI鑢かってそれはほうれず 波に向かってそれはほうれず」とあるが,この場合
彗           の月や波にはどんなイメニジが込められているか考えてみなさい。             「

課題19)浜辺で拾ったボタンに作者のどんな思い/Ji込められているかまとめなさい。

5.単元の学習計藝:

配当時間  6時 間  期FE3 10月 19日 ～ 10月 29自
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時

間

課 題

活 動

正

項

修

事
教 師 生 徒

襲 読

ブリテス ト

0援態語 (爺 々と,甥粋 と)

の説明

ステプ

・
　

　

０ 卜配ズ育

0範読を聞く→ 各自

微音読 → 指名音読

0プ リテストをする

_机闘巡視

自己評価

2

(1)

(2)

o学習計画の説明

の馬の呼び方にも触れなが

ら説明

o作者の視点が近景マ遠景

→返景と移動 しているこ

とを補足説明

0学習の見通 しをもつ

o朗読

o理由をノー トにまと

める。

(儀 → 班 → 全体)

0背景 とその様子をノ

ー トにまとめる。

(個 → 全旬

O朗読       :

机間巡視

発 表

机問巡視

発 表

3

(3)

(4)

1か所だけ又末の表現が

違 っていることも含めて

説明0

o課題 (3)と 関連させて

説明。

o朗読

o三つの特色の共通 し

た効果をノー トにま

とめる。

(薇 → 全体)

o作者が言いたかった

事をノー トにまとめ

る。

(1薗 → 班 → 全体)

o朗読

机間巡視

発 〓ベ

机間巡視

発  表

4

(5)

(6)

(7)

oリ アンインの効果 につい

て補足説明

0課題 (5)(6)と 関連

o朗読

o理由をノートにまと

める。

(個 → 班 → 全体)

○理由を第二連以降か

机間巡視

発 表
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時

間

課 題

′
活 動

評価方法
正

項

修

事
教 師 生 徒

させて説明。 らさが し,ノ ー トに

まとめる。

(個 → 班 → 全体)

○朗読

机聞巡視

発 表

5

(3)

(9)

o第二連と舞爾連の詞句の

違いll■ ,この二行だけで

あることを確認した上で

説明。

o課題 (8)と 関連させな

がら説明。

0朗読

o月 や波はどんなイメ

ージかノー トにまと

める。

(1轟 → 班 → 全体)

oボ メンにこめ られた

作者の思いをノー ト

にまとめる。

(個 → 班 → 全体)

0朗読

机陶巡視

発 一衣

机鶴巡視

発 表

6

朗 読

ボス トテス

ト

補 充

o情景や心情を味わいなが

ら朗読するよう指示。

0ポス トテス ト配布。

○弱い所を補足

o各自微音読 → 指名

普読。

oポス トテス トをする

(個 → 班 → 全旬

できなかった所を整

理し出し合 う。

自己評価

通過率
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美 術 科 学 習 指 導 案

指導者 長 尾 源 ―

1・ 学 年  1年 B組
・
(男子 18名 女子 20名 )

2.単 元  販画共同製作  主題「 みがん山 」に学ぶ

みかんの島 豊釘。過去 50年間 ,みかんと共1/C生 きてきた郷土の姿と再話し・
この島の先達の生きざまから何を学ボベきかを考え:みかん山を確りとみつめ直

し,みかん山の美を発見し,協同してその美を虐J造することを目的としたo

3.目 標

仁)認知的目標
ア. テーマ性の追求……みかんづくりについてのレポー トの作製       |
歴史的なもの,苦労話し,問題点 等を祖父母 ,親 ,その他の人達から聴取 し,自分の

考えを含めてまとめる。

イ・ 共同製作についてのねらいを理解し,見通しをたてて製作出米るょうになる。

ウ.主匙1/Cも とづいた表現が出来るよう表現方法について研究する。
工・ 単色版画の持つ自・黒の美しさと,多色版画の持つ色彩美を学習する。今回は一坂多色

澤1り 版画を中心とした学習をする。

犠)態度的菫標
ア・ 郷土の姿を確りとみつめる態度を培い。学んだことを自分の生活に生かせるょう努力す

る。

イ.グループにおける各自の仕事分担を確実に果た.し ,共同じて1年品に取 り組む態度を身に

つける。

ウ.グループと個人の連携を計 りながら作品に取り組み,自己を統合しようとする態度を培

う。

4・ 提示課題

課題 (1)事前の課題で棋集した資料 (レ ポート)を もとにテーマを追求せよ。

課題 (2)学習計画 rCついて確認し,版画共同製作について理解せよぅ

課題 (3)みかん山を歩き主題のねらいを確認しな/Jiら モチーフを選択せょ。

課題 (4)下絵の製作……モチーフとして使いたいものを各自でスタタチせょ。

課題く 5)下絵の検討……下絵をもとに全体の構成について考えなさい。

課題 (6)全体の構成に従って下絵を完成させ ,販にトンースして墨入れをせょ。 (太い筆
を使って,黒いマツスとして提えて下絵を描け0)

課題 (7)彫 りの準備と彫 り……いかtFC多 く彫るかではなく。いかに少なく彫って効果をあ

げるかを理解して彫れ。

(7Tl) 下絵をもとにおおまかな形を彫りあけよ。

(7-2).全 体の彫 り,形が どのょうな感じで進んでいるか検討せよo.

(7二 3) 作品のねらいが生かせるよう工夫じ綱部をまとめよ。
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(7T4) グループで彫りを修整せよき

,.(7-5) グル∵プの彫りを完成せよ。

課選 (3)刷 り……試じ刷り,修正刷り,本刷 り             :

(3-1)絵 の具の混合を
=夫
じ表現効果を考えて刷れこ く試じ刷 り)   ・

(8二 2' 試じ羅Jり の効果を相互筵検討しながら修整じ本馬電りせよ。   '

(8-3)各 自の刷 りを完成せよ。

課題 (9)パネルづくり。台紙の水張り。                     ・

(9:二 1) グルーフ苺にバネルづくりをせよ。                 |

(9-2)・ バネルに台紙を水張 りせよ。

(9-3) パネルを完成せよ。

課題 (10)構成

(10-1)各 自の作品を切り取 り。必要な枚数を揃えょc

(11)-2ン 各自の作品を持ち寄り ,グループ毎に構成し,作品を難れ。

(10-3)構 成要素が生かされているか検討じ修整せよ。

課題 (11)パ ネルカバーかけ。展示

(11二 1)バ ネルにカバーをかけ,温風をあててカバーを張らせよ。

(11-2)展 示場所 ,最示効果を考え,作品が生きるょうに工夫し展示せ上。

課題 (12)評価

(12二 1)各 自の作品について自己評:轟 し,その後 ,班で相互評価せよ。

(12二 2)各 班の作品を相互に鏡賞じ.テーマに対して,本版画独特の明快な美しさ
が表現されているか意見交換せよ。

51単元の学習計画

藤こ当時難 13時間  期間 9月 5日 ～ 10月 31日

時ヽ

間

課  題

活 動

評価方法

修 正

事 項
教 師 生 徒

プ リテス ト 0プ リテ示卜配布

o机餞巡視

0各自でやった後 ,教

科書 ,参考書を使い

分からない箇所を班

で調べる.(個→理)

o自 己評価

0相互評価

2 (1) 9テーマについての説饗 ○資料を相互に発表 し

テーマを明確にすれ

oン ポー ,

の提出

Ⅷ -9
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IT_iイ :「:11::1‐ :

時

間

課  S~i

活 動

評価方法

修 正

事 項教 師 生 徒

´
・

２

(2・) 0こ れからの学習計画につ

いての説明

0販画共同製作についての

説明

0学習の見通 しをもつ。

o教自Fの説明を開 く。

o版画共同製作につい

て響 する。

○ノー ト整理  (極 )

,視聴態度

・ ノー ト点

検

3

4

(3)

(4)

oモ チーフの選択のし方に

ついて説明 .

0巡視

o主題に合ったモチー

フを選択する。①

O班毎に分担を決める。

oモ チーフを各自でス

ケッチする。 (1理 )

巡視

班活動

巡視

5

(5) 0班毎に構成をまとめ

る。 (各自の下絵を

生かすよう工夫する)

)ス タッチ

の点検

・班活動

6

(6) ρトンース,墨入れについ

ての説明。

0~m~面構成について再度補

足説明

0下織を完成させる。

0下絵を版に写 し,墨

入れをする。 (個)

0班で下絵を検討すれ

○画面構成を修整すれ

・作品点検

・活動状況

7

S

10

(7)

(7-1)

(7‐

"(7-9

(77⇒

(7-勝

o彫 りについて説明。

o特に刀の生かし方につい
/て
個人指導を行なう。

0各 自の担当箇所を彫

る。

0注意事項を確認 しな

が ら彫 りを進めてい

く。

o班毎に彫 りの修整 c

(個→班)

机間巡視

作品点検

活動状況
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時

間

課 題

活 動

評価方法

修 正

事 項教´ 轟  1生 :徒

11

;

12

総)(8-1)

(8-2)

(8-3)

o刷 りの要領を演示し,理

解させる。

o届1り

oためじ廉1り →修整

→本刷 り。 (個 )

机聞巡視

作品点検

13

(9)
・
(9-1)

(9-2)

(9-3)

oパネルづ くり,水張 りに

ついての要領の説明。

○規格に従って不ネル

をつ くる。

●台紙 lFCム ラが出来な

いようにバネルに水

張 りする。 (班)

・パネルの

点検

・水張 りの

状態を点

検

14

S

15

(10) o構成要素,構成のし方に

ついて補足説明。

o構成……パネルの上

に各自の作品を持ち

寄 り:構成要素を生

じ各 自で構成してみ

る。

0班での話し合いをも

とに構成を決定する

活動状況

個人発表

作品点検

16

(11)

(11-1)

-2)

oバ ネルカバーかけについ

ての説明

o展示のし方について説明

0バ ネルカバーかけ

パネルカバーの性質

をょく理解しカバー

をかける。

○展示 適当な場所に

表示する。 ③鯵

バネルカ

バーの点

検

農示状況

17

18

(12)

オむ黎キヴヽスト

o評価 カー ドの使い方 .評

価方法についての説明

o講評

oボ ス トテスト配布   ‐

○評薇

o個人評価

〇褒での相互評極

○テスト (イ画)

個人評価

相互評価

全体評価

通逸度
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理 科 学 習 指 導 案

指導者 二 宮   力
1.学 年  3年 B組  (男子 21名 女子 16名 )
2.単 元  「 運動と仕事 」 第 1章 運動のょうすと力 (東書)
3.目 標

C)認知的目:標

ア・ いろいろな運動を速さや向きについて分類しその多様さに気付かせる.     :
_イ .運動を記録したり,その結果から平均の速さを求めたり,グ ラフ化する科学の方法を学      ′l

習させる.

ウ→等速直線運動や速さが変わる運動について実験 。観祭を基に,時間と速さ,時間と移動

距離の関係について理解させる。

工。速さの変化の原因が力であることに気付かせ,力のはたらかない場合の慣性の法員りにつ

いて理解させる.

犠)態度的 麹標
ん 積極的に実験に取 り組み,実験を工夫しようとする態度

イ。学習内容と身近なものを関連づけて考えようとする態度

ウ。 目的意識をもって実験 =観察する態度
4。  なが繁言果越

課題 (1)  日常生活0中で見られる違動を分類せよ。

(1-1):毎 きの変わる運動 と自きの変わらない運動に分けよ.

(1-2)速 さの変わる運動と速さの変わらない運動に分けょ。

課題 (2) 物体の運動を記録するには何を測定すればよいか書け。
課題 (3) おもちゃの連動の様子を記録し,時間とはじめの位置からの距離のグラフと
'   時間と 1秒 ごとに動いた距離のグラフを作成をょ。
課題 (4) 運動を記録した結果から平均の速さを求めよ。
課題 (5) 同じ運動でも基準のとり方にょって運動の岡きや速さがどのょうに違ってく

るか説明せよ。

課題 (6) 記録タイマーを使って,手がテープを夢|く 運動を記録し,手の速さがどのよ
うに変化したか,テープの打点から読みとれ                     喜

課題 (7) ・台車を短時間手で押した時の運動や斜面での台車の運動を記録タイマーを使
って記録せよ。

課題 (3) 等速直線運動とはどのような運動か説明せよ。

(8■ 1)課題 (7)のテニプの記録から時間と速さのグガシを作成せょ。

(8-2)      ク       時間と距離のグラフを作成せよ。
課題 (9) 速さ 。時間 `距離のうち,2つが分っている場合,単位に注意して他の 1つ

を計算で求めよ.
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|「

課題 .(10)  摩擦力とは何か。運動している台車にはたらく摩擦力を測定せよ.

課題 (11)  斜面での台車の運動はどのょうな運動か説明せよ。

(11-1)課 題 7のテープを6打ごとに切りとり,時間と速さのグラフを作成せよ。

(11-2)速 さが変化する原因は何か答えなされ           _

課題 (12)  物体が落下するときの運動を記録タイマーを使って調べよ。

(12-1)時 間と速さの関係をグラフに表せ。            ′

(12-2)時 間と距離の関係をグラアに表せ。     ,         
‐

(12-3)落 下運動はどのょうな運動か。グラフから解釈せよめ  、  
｀

課題 (13)  慣性の法則について説明し,その実例を上げ よ。

6.学習計画  14時 間  10月 24自 ～ 11月 20日

Ⅷ … 13

時

聞

課 題

活 一勁

評価方法

修 正

事 項
教 師 生 て徒

プ リテス ト oプ リテス 卜配布

6解答する。

o学習計画を説明する。

o教科書を見なが らで

もいいからまず自分

で取 り組む

o班で解 らない所を出

し合 う.

o机間巡視

2

(1)

(1-1)
(1二 2)

(2)

o翻 蓬F(P92-93)

参考にさせる。

o写真などを使用して,何

と何がわかれば速さを計

算できるか ,考えさせれ

o単元の学習内容を説明 f)

o各 自で考えたのち ,

班でまとめて発表

9各班でいろいろな考

えを饉じ合ってみふ

発表

机問巡視

発表

3

(3) o実験 1(P,6～ 97)の

注意を与える。

○役書」を交代して各 自が記

録した紙をもつ。

○教科書を読んで実験

計画を立てる角ω

O記録の前に2～ 3園

練習する。

0教科書 P98を 参考 1/C

記録 をグラフ化する。



時

間

活

評機方法

修 正

事 項
教 師 生    徒

4

(4)

(5)

6速 さは単位時間に進む距

離であることを説明

o平均の速さについて補足

説明

o教科書を参考にし,

自分の言己録から平均

の速さを求める。な爾

0例題を解 く (個→班〕

=発
表

・小テス ト

5

(6) 0記録タイマーの使用方法

をプリントを使って説明

(実習 1),P102～ P103

oテープを手が移|く 速

さをいろいろ変える

0班の中でテープから

手の運動を指摘 し合

う (封

・ 机間巡視

（
０ く7)

o実験上の注意を与える

o各グループごとの実験の

援助をする.、

0実験方法を教科書か

ら読みとる (個)

o役筈Jを分担し,各自

でテープをもてるょ

う実験回数を多 くす

る。

7 (3‐ 1)

(3-2)、

(3)

0等速直線運動の定義を説

明する。

0平均の速さをグラフにす

るときの点を打つ位置を

説明。

0各 自テープから打点

の間隔が等しい部分

をさがす。 (個)

o誤差を考えて線を引

く。

0グ ラフから襲係を考

える.(個→班→0

8 (9)

0等速直線運動において ,

速さ,距離 ,時間の関係

を復習させる志

o単位に注意して練習

問題を解 く。

0小テス ト
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時

間

課 題

活 動

評価方法

修 正

事 項
教 師 生 徒

9 (10)

oこ れまでの実験結果から

摩擦力について説明

0台車の動摩擦力を演1定

(演 示)

o教纏 を参考にまと

め,分 らない所を出

し合 う (個→班→翁

・机間巡師

10

(11-1)

(11-2)

(11)

0テープの記録を切って ,

はる速さのグラフの作り

方を説明する。

o補足説明

oグ ラフのたて軸 ,横

軸は何かはっきりさ

せる。 α鶴)

o力の同きと速さの関

係を考えまとめる。

・机問巡視

・発表

11

(12)

(12-1)

(12-2)

(12-3)

o実験上の注意。

0結果を予想させる。

o実験方法を教科書を

参考に学習する。

o各猿ごとに係を分担

・机 FB5巡師

12 oグ ランの特徴から,落下

運動についてまとめる。

oこれまでの学習を思

い出しなが らグラフ

を作成する。

・机間巡視

13

(13)

o演示実験の説明をする。

o実験後 。結果をまとめる。

o結果とそ うなる理由

を考え発表する。

(個→班→全)

o識し合 ったことや o

教科書を参考1/C,慣

性の法則についてま

とめる.(貯劫菫鋤

・発表

・発表

14 ポストテスト oポス トテス ト配布

o右彰た

oわからなか つた所を

発表する。 ・通過率
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広 島 県 立 豊 高 等 学 校

研 究 授 業

1,時 間 配 分
10:0010:30          11:20 11:30         12:20    13:10         14:00

受付 研 究 授 業 研 究 協 議 昼  食 研 究 協 議
1移
動

2,授 業 内 容

1の 1 商業経済 奥 家 豊 治 1の 2 数 学 I 佐 伯  志 津 代

2の 1 世 界 史 住 吉 光 彦 2の 2 数 学 Ⅱ 丸 山 孝 寛

3・の 1 化    長許 出 川 克 彦 3の 2 英 語 Ⅱ 松 本 光 彦
戯

　

　

　

　

　

　

　

・
゛



基礎 学力 の 充実 を め ざ して

‐ 1  ‐    広島県立豊高等学校
はじめに      ,
1978年度「地域の教育課題をふまえた教育内容の創造」を研究主題に、当面 (幼・小・中
・高一貫教育態勢づくり〉

｀
をめざしてこ広島県豊高校区教育推進協議会が結成されまし、た。

ぉ      そしてt教育課題をより科学的に明らかにするために、実態調査を実施してきました。その実■
態調査にもとづいて、具体的な実践目標の模索をつづけるなかで、 r80年度末に「共に生きる
集団づくり」「教育活動の全領域で言語認識をJと いうふたつの実践目標も掲げられt今日まで

具体的な活動が展開されてきました。

この推進協が結成された背景として大きな二つの流れがありました。

そのひとつIま、被差別部落の完全解放を期する同和教育運動の豊 ,豊浜両町における幼・小。 「

中の日常的な連携による活動の積み上げと、もうひとつは、進路保障の観点から、地域の子ども

を地域の責任で育てていくための地域総合高校構想による当時の下島分校(現豊高校 )の独立校

化運動と、それを基盤にした中・高連携の実績でした。                   ・・:

そうした二つの流れが合流して.今日の推進協が誕生しゝ 中高3校の合同研究会へと発展tて
いったのでした。

豊高校はその推進柳こおける、幼 :小・中・高一貫教育態勢づくりの最終段階を受け持つとい

う任務を負っています。

したがらて、少なくとも中学校段階における実践の深化をはかりこ民主的社会人 として社会に

送 り出せるところまで高めなくてはならないのである。

そのためには、中学校までの実践の積み上げをそっくり受け継がなくてはならないのである。  1
しかし、現状は残念ながら必ずしもそうしだ方向に歩んでぃないのである。そうした今日の状

況をその背景と共に明らかにしていく作業も必要なことであります。

豊高校は下島分校当時より、解放運動に学んで明確な展望を持ってきました。それはこの地域

の教育疎外の歴史をはね返し1地域の子どもの進路保障を達成しうる地域高校の創造であらた。
'     その第一段階として、今日の高校教育における集中的な行政差別である分校差rlj撤廃のたたか |

す     いな 教育活動を中心にして組織し、独立校化を勝ちとることとしてきた。 ′    
く

それは同時にここの地域においてすでに社会意識になっているといっていい下島分校に対する
・

 ヽ  差Elj意識の解消にもつながることであった。
当時生徒たちは教育疎外を受け続け、疲れ果てて下島分校にたどりついたといっていい状況で
あった。

そうした差711に対する怒りはあっても、教育疎外の中で眠らされ、ついには自己疎外ま、で起ご

している状況があった。

今日の選Elj体制下における踏み台にされてきた彼らには、傷のなめ合い的な団結はあるにして

も、およそ協同を志向する学習活動は弱く、いわゆる弱い者いじめ的な行動が日常的にあった。

当時教師たちも、その差Fll実態の中で、やはり自己の勤務する下島分校に対して強烈な差Jlj意   /
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議り持ち主にさせられていた。

こうした日常からの転機は、この地域における解放運動であった。

まず教師が自己の差別性に気付かされるところから始まった。徹底した相互点検学習会の中■

自分が何をれなければならないかを考え始めたのであった。     ‐ 1)

私たちが、解放運動に学び、進路保障の観点からこ教育疎外を受けてきた生徒たちに、まずな

によりも学力保障の[取り組みが必要であることを痛感しました。                    奪
そのために,婆 .、 生徒たちがわかりたい授業をどう倉Jり 出すか、いわゆる授業改善を軸にした学

習集団づくりをめざしたのでした。il

これが私たちの授業研究へのスタートでありました。

まず、私たちの発想の転換から始まりました。_

授業公開にあたって、自分の授業をみてもらうのではなく、自分の授業を手伝ってもらうのだ

と考えようということでした。   ):
だから普段着の授業をみてもらおう。そのことでまず自分たちの持っている抵抗感を拭い去ろ

うとしました。

当時、高校において授業公開すること自体が稀少価値がありましたから、それに乗っかっての

スター‐卜でした。

やがて、後述の中高連携の中で、塩田芳久先生に直接ご指導いただけるようになり、先生のご

提唱である、ユニット学習(単元単位見通じ学習)への取り組みが始まりました。

中・高連携と、バズ学習の議会い

中・高の接触が実質的に始まったのは、 ″70年度末のことでした。来年度入学してくる生徒
に対する聞き取り調査を進路保障の観点から実施するために、高校が中学校へ出向いた時でした。

そして、翌年度、その新入生たちの事例研究に、今度は中学校から参加するということから交流

が盛んになっていきました。

豊浜中学校においてはすでに、 ■o8年 2月 i」第 1｀圏■ズ学習研究大会を開催褒すじますし、
"72毎 8月 には、第4回全国パズ学習研究集会開催にまで盛り上がっていましたこ

豊中学校においても
'70年
にはやはり取り組みが始まり、校内研究会が積み重ねられていま

した。              '                                f
'そ して、高校では1 "69年度には校内合宿研修会が始まり、 "71年度尾三地区高校分校部
の結成となり、教育内容の創造を中心課題に活動が続けられていました。       i   t‐ ‐`

最初の段階から塩田芳久先生のご指導を仰いでいた豊浜申こそして続いてご指導をいただくよ

うになった豊中とゝ パズ学習の輸が広がっていきました。                    ‐

そこへもこれまで主として生活指導面での交流であった高校が参加していったのは '74年度
でありました。                            :｀ =

そして、 "75年度年は、その交流が本格化し、 10月に豊浜中を会場に関催された全国へき'
地教育研究大会には高校側も全員参加をしています。1  :
翌、 "76年度からは高校も塩自先生に直接ご指導を受けるようになると同時に中・高合同研 '1
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究会が持たれるようになりました。

そして, ″77年 8月には、小・中・高合同合宿研修会を持つことができましたし、その会場
^    での発案が翌年の推進協結成へとつながったのでした。

″

'8年
推進協結成と同時に第 13回全国バズ学習研究集会の開催を事|き受けたのでした。

″79年度に合同研究会を通じて、中・高の実質的な内容についての合同を求めていくため、

き     相互に独自性は尊重するけれど、何かやれることがあるのではないかという模索の中から、 "8
0年度春季公開研究会において、単元単位見通し学習(高校ではユニット学習)の導入部を豊中

で、翌日の豊高校では展開部という形で、関連性のある研究会がもたれました。

"81年度中心課題「課題の創出Jべ:                  :I   I
私たちは教育内容の倉1造を学校教育活動の申核である授業改善にしぼって取り組み始めてから

も相当な年月になりました。

学校の推進態勢ま一定の前進はみましたが,内容的には一進一退という状況にあり、ユニット

学習(単元単位見通し学習 )が本当の意味での深まりを見ることが出来ませんでした。    ~
それはどこに問題があるのか、その模索をしていくなかで、なんとなく1単元め課題を生徒に

i′

与えて事足れりとしていたのではないかという点に気付きました。             ・

1単位時FElごとに精密な授業計画をたて、全体的な構想の中でどうなのかの検討が重視される

ようになりました。

「教材研究J不足に裏打ちされた目標設定に甘さがあることが課題となりました。

そして、その教材研究の深化をはかることは、生徒たちが生き生きとして働ける課題として表

出してくるはずであるという観点から、実践目標を「課題の創出」としたのでした。

その実践目標達成のための研修を試みました。

(1)自主トン方式による授業研究

(2)学習会の組織化 (基礎学習会と再学習会 )

(3)集団づくりのためのポイント集の作成

そうして、不十分ながらも "81年度の研修を重ねてきました。

私たちは、塩田先生のご指導によってユニット学習法をすすめる際に、学習指導案のモデルを

ダ    作りました。      `
―       教科チ教材によって画一的な指導案づくりは無理でありますがゝ 研究の資料としてひとつのモ

デルを次の基本的な視点で作りました。

1, 単元の目標を、認知目標と態度目標に分けて設定する。ただし、継続的,日常的態度目標

は特に記載しなくてよい6  ,
2, 生徒に直接提示する課題づくりがもっとも大切であり、彼らをゆさぶらずにおかない課題

づくりに金力をあげる。

3, 資料の公共化のためも含めて、実施計画の修正がある場合にはこそれが記載できる指導案

であること。

4, 学習計画づくりに時間をあまりかけなくて済むようにすると同時に.どんな授業形態があ
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るかを頭に入れる必要からも授業展開上の記載をできるだけ略号化することで能率をあげ

る。 (後に修正される。)     ~: |                       :
: 以上の 4点を考慮に入れてモデル案づくりがされました。
さらに、こっモデル案が形骸化を呼び起こすとなれ:ミ どこに問題があるかという検討にはい

ったところ、まず気がついたのは指導案検討会でしばしぼぶっつかった その単元の認知目標と

して設定された内容と、生徒への提示課題とがひどくずれている問題でした。              書
つまり、提示課題が目標達成のための課題になっていないことがあるのです。    '
その原因を究明していく中で、教材研究の不足要因もさることながらゝ 目標と提示課題をつな  |
ぐ頭の中の作業を文章化してみようということになりました。                     ア

目標達成め過程の明確化として、目標分析という項目を設定したわけです。

ギ82年度秋季公開研究会で|ま、 この豊高のモデルが採用され、豊・豊浜両中との 3校の授業
者を中心とする関係者が集まり、バズ学習の基本的な内容について学習し合いました。

そして、 3校合同研究会が開催されたのです。                     |
目標分析が、目標め不明確さから。なかなか下位目標にならない課題も残してきました。

私たちはたえず授業改善という目標はありましたが、実態としては漠然とした取り組みに終始

していて、その取 り́組みが点に終ってしまうという弱点が克服できていない課題もありました。

そこで、少しでも|の弱点を克服するための方途を考えました。

それはtユ ニ

'卜

学習 (単元単位見通し学習 )と授業研究とのギャップに気が付いたのです。

つまり,単元単位の学習活動を目指しながら、授業研究ではその1単位時間だけを問題にして
いるとしヽう不自然さです。

そこで、 1単元を通して学習活動の記録をとり、その内容を検討する形のいわゆる授業記録に
よる研究会をも実行してきました。

昨年度から今年度の取り組み

本校における実態は、実態調査に端的に表われていますように、校内の状況は必ずしも好転じ

ていません。むしろ後退の兆しさえみえるといえます。     |
そうした状況っ中で、改めて生徒の実態の見直しをしようとした時期でもありましたが、差別

事件が続発しました。

その背景の直接的には地域の差別性に根ざした差】1事件であり、科たちにはその差別亀件を露

尋ととらえてきましたが、私たちひとりひとりがどうとぅえ、その克服の主体である自己の体質
を点検するための個人総括作業を積み重ねてきているところでぁります。               

・参

この第19回全国バズ研究集会も、これまでのさまざまな取り組みが基盤にあって、実態を克

諄していくキめの「基礎学ヵの充実をめざす学習集団づくりJを研究の主眼とし、この研究集会
を再出発の起点にしたいと思っています。

本研究集会で、ご批判1,ご指導を賜ることをお願い申し上げて、取り組`夕の報告とさせていた     ′

だきます。
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商 業 科 学 習指 導 案   商業経済 I

指導者 奥家豊治

1, 学  年  1年 1組      男子11名 女子 17名  計28名  ・ :`‐

2,単  元  Ⅲ 金  融
3,日  標

奪        認知目標  (1)金融機関つしくみを理解する。
1 (2)金融を通して、今日の経済のしくみを理解する。

態章目標  (1)個人学習でti学習課題をしっかりつかむ。
(2)1人の意見をしっかり聞き、:自分の意見をきちんと述べる。

(3)自 分の課題ができたら終りでばなく、班員が共通理解できるまで話し合う。
4, 下位目標

(1)金融 ① 社会における資金の需要と供給は、どρょうに行なわれているか理解する。
と金融業  ② 経済社会では、いろいろ目的で金融が行なわれていることを理解する。

③ それぞれの金融の種類について:特徴を理解する。
④ 金融機関の種類は、どのょうに分類されているのか理解する。

(2)普通  ③ 普通銀行の性格および3大業務について、理解する。
銀行の業  ⑥ 普通銀行の付随業務について、どのょうな役割を果しているか理解する。
務     ⑦ 金利について::具体的な数字で理解する。

~(3)普
通  ③ 長期。中小企業・農林漁業・政府金融機関は何を目的に設立されているか、   :

銀行以外  :利用者の立場から理解する。i

の金融機,⑨ 保険会社や証券会社などもt金融機関としての役割を果していることを理
解する。        |
③ サラリーマン金融にもぃて、業務内容ならぴ必要性につぃて理解する。

(4)証券 ① 証券の種類ならびに特徴にっぃて理解する。
の発行、と  ⑫ 事業資金の‐調達方法として、証券が発行されていることを理解するも
売買    ⑬ 証券会社は、どのょぅな業務を行なっているか理解する。            _

⑭ 証券取引所が果たす金融上の1機能と、その役割を理解する。          /

(,)日本  ⑮ 日本銀行の性格・組織・業務lごついて理解すぅも          子  . ・
銀行と資  ⑬ 経済のしくみの中で、資金はどのように循還しているのか理解する。       

′

○ インフレ‐シ墓ア、デフレニションはなぜ起こるのか理解する。
⑬ 国,金融政策はどのように行なわれているか理解する。
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5,学習課題

(1)金融 ①■1 資金の需要と供給について説明しなさい。
と金融業  (1)資 金の需要〈                        )

(2)資金の供給 (                        )

①-2 次の用語の意味を簡単に説明しなさい。
(1)金  融 (                        )

(2)金融機関 (                          )

②-1 資金の種類にあてはまる用語を、( )の中に記入しなさい。
(1)( )工 場や店舗を整えたり、機械や設備を購入するために必要な資毎
_(2)・ ( )原材料購入や商品仕入代金,従業員の給料などに必要な資金。

「  ②=2 次の資金について〔設備資金は (A),運転資金は (3)を,()に
記入しなさい。

(1)商品仕入代金にするための資金。       (  )
(2)新聞に求人広告を出すための資金。      (  )
(3)従業員にポーナスを支給するための資金。   (  )
(4)支店を出すための店舗新業に必要な資金6   (  )
③-1 金融の種類についての説明にあてはまる用語を( )に記入しなさい。
(1)資金が融通される期間による分類:   一

l     if)・
(2)資金が融通される経路による分熱    :

る                           : 
‐

:         こない。資金を需要者に融通すること。
(3)融通される資金の使途による分類。

(⑨  )1農林漁業・工業・商業などに必要な事業資金の融通。
(⑬ )比較的規模の小さい企業に対する金融。          

こ

.(①
・)消費者の生活資金や公共団体の財政資金の不足への融違

(4)資金の融通される地域による分類 (0   )(0   )
④-1 金融機関の種類についての次の表を完成しなさい。          ・
(1)(① :   )す十~―‐――‐     _二 ____日本銀行

.  轟  思通銀行:    _‐
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l③  l )・ ‐  保険会社・証券会社
銀  行 :二一L(0   ),日 本開発銀行、
公  庫1:一― Q  )な ど

そ の 他 一  郵便局など

(2)普通 ⑤-1 次の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。
銀行の業  (1)普通銀行とは、(0   )法 に基づいて設立された信託銀行以外の(
務       ②  )形態の金融機関である。     1

(2)｀普通銀行には大都市に本店をおき全国的に多くの支店をもつ大規模な(

③  :)銀行と通常その支店網が地域的にかぎられている(④  )銀行
。  とがある。

(3)普通銀行の 3'大業務には(   ).(   ),(   )が ある。

⑤ -2 次の説明にあてはまる預金の種類を( )の中に記入しなさい。

(1)(   )要 求払い預金で、預金通貨と呼ばれる。無利子。

(2)(   )要 求払い■ 低利ながら消費者に利用が多い。

(3)(   ):預 金機関を定めて受け入れる1預金。

(4)(  ・ )預 金して 1週間すえおき、その後は 2日 前の予告で引き出
せる預金。

)納 税準備のための資金の預金。
)定 期的に一定額を預け入れる預金9

O-3 次の手形交換制度の図の( )に あてはまる用語:数字を記入しなさい。

(5)(

(6)(

甲銀行預け金 (減 )

①(言  )

③( )手形

乙銀行預け金 (増 )

②(y )

③( )手形

―

―

手形交換所

鳥基赫 1銀 電子
||
乙銀行
lD当
座預金⑥( )じ り①(y ) 1乙 銀行だ1鶏: i ～ビ■、

(小切手 )(Y150,000)
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⑤-4 次の文章の( )｀ の中にあてはまる用語を記入しなさtヽ。
(1)銀行の賛し出しは(①  )と (②  )に大別される。
(2)商工業者の約束手形や為替手形を満期以前に買い取ることによって、賛

全を融通する方法吉(③  )と し`い、買い取りの日から満期までの期間
に相当する禾1息を(④  )という。
(3)商品売買などの取引:こ伴って振り出された手形を(⑤   )ギ形という二
(4)il澪隔地の買い手に商品を発送したり売り手が、その商品を担保としそ金

融を受けるために買い手を
・
(③  )、 銀行を (⑦  )と して振り出す

為替手形を(③  )手形という。
(5)遠隔地間の送金や小切手・手形などの取立を、

・
銀行が伸立ちすることに

よって、現金を送付せず決済することを(⑨   )業務という。
(6)為替は国内でおこなわれるかどうかによって(⑬  )と (①  )に
分かれる。

(7)銀行が扱う内国為替には(o )、 (⑬  )、 (⑭  )の 3種がある。
③-5 次の貸し付けの用語について説明しなさい。
(1)手形貸付 (                        )
(2)証書貸付 (                         )
(3)当座貸越 (     

‐
                  )

⑤-6 次の図の( )の中にぁてはまる用語を記入しなさい。
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⑤…1 付随業務
'こ

ついて次の文め( )の 中にあてはまる用語を記入しなさい。
(0  )有 価証券や貴重品を預かり。金庫に保管する。保管籍のかぎ

を貸与して、利用者にま力ヽせる。  (②   )
(0  )取 引先の依頼により、契約に関する保護書に署名したり、手

形債務の支払いを保証すること。

各種代理業務Э株式や社債の発行会社の依頼によりご株式払込金の受け入

れと管理,株主へり配当金や社債元利金の支払い,社債の担

保となる財産の管理などを事|き受ける(0  )の 代理
①日本銀行や政府金融機関の窓口事務の代理,地方公共団体

の公金(0  )事務の代理など。
①一般預金者の依頼により、公共料金や、消費者の月賦購入

代金などを、支払期日に預金田座から自動的に引き落とし支

払先の預金田座に振り替える(③  )サービス。
C卜 1 次の利息の計算をしなさい。

計算式  利息=元 金 X利  率 ド 期 間
(1)元 金(預金金額 )Y5,0,0,00°  利率(年 )2.1% 期FH5 1o年
(2)元金(預金金額 )V5,000,000 利率(年 )6.2% 期間 lo年
(3)元金 (借入金額 )y5,″Oo9'000 利率(午 )8.2% 響Fn3 10年
(4)元金(借入金額 )=5,000,00o 利率(年 )37.5% 期FE1 10年

(3)普通 ③ -1 次の金融機関は、 (a)民間の金融機関,(b)公私合同企業の金融機
銀行以外  ― 関,(c)公企業の金融機関のいずれ力、 ( )に 記号を記入しなさい。
の金融機   (1)( )日 本輪饉入銀行    (2)( )信 託銀行

(3)( )相互銀行 .・      (4)亀  )日本開発銀行
(5)( )中小企業金融公庫   (6)( )農 林漁業金融公庫
・(7)( )商工中央金庫     (8)( )普 通銀行
(9)( )農業協同組合     (lo)( )信 用金庫

③…2 次の文の( )の 中颯あてはまる用語を記入しなさい。
(1)長期信用銀行法に基づく民間の長期金融機関として(①  )銀行,
(②  )銀行,(③  )銀行の3行がある。
(2)預金・貸し出し。為替などの業務のほか、信託業務をおこなう金融機

関には(④  )銀行がある。
(3)普通銀行の業務のほか、相互掛金業務をおこなう金融機関として、 (

0  )銀行がある。
(4)商 =工業協同組合・信用協同組合などが、金融事業に関する中央機関
として設けたものに、(0  )中央金庫がある。
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OT`3 次の文の( )に あて林まる用:語を記入しなさい。    i
‐(1)金銭・有価証券・土地・建物ななb財産を所有する.者が、自分または

自分の指定する第二者のために、その財産を一定の目的にしたがって管

,・   理・運用:処分することを(0  )と いい、委託する者を(②   )三
委託された財産を(③  ),委託を受けた者を(④  )という。ま

.   た、信託にょって生じた収益を受け取る者を(⑤ 二i二 )という。
(2)信託には、信託財産として,定期間(⑥  )を受託し,これを貸し
出しや証券投資なとに運用して、そこから生じる収益金を受益者:こ支払

う業務である(01 )′と、あらかじめ二日の金額と総日数を決めて委

託を募集し、募集期間内に集まった資金を一括して、主として貸し付け

に運層する業務である(③  )がある。信託期間は2年または5年く
受:益者に,、 (⑨  :|)ilと呼ばれる有価証券が交付される。

③-4 次の文の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。
(1)中小企業とは中小企業基本法にょれば鉱工業 L運送業等では資本金 (

①  )円以下で、従業員(②  )人以玉 小売業,サービス業では

, 資本金(③   )円以下で.従業員(④  )入以下、卸売業では資本
_  金(C〉  )円以下、従業員(③  )入以下の会社または個人企業を
いう。  ,

一    中小企業のための金融機関には(0   ),(③   )|(◎

③-5
)な どがある。

次の各項目にあてはまる金融機関をあげなさい。

(1)全額政府出資の金融機関を五つあげなさい。    :
(    )( )( )( )i(    )

総 債券を発行することができる金融機関を三つあげなさい。
(   )(   )(   )         :
131 長期金融を目的とする金融機関を二つあげなさい。

(    )( )(    )
141 中小企業に対する金融機羹を園つあifなさい。

(   )(   )( )(   )
151 農林漁業者のための金融機関を三つあげなさい。,、

(   .)( )

QTl 次の文の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。
0 (①  )は、払い込みを受けた保険料を貸し付けや(0  )に運

: 用するかたちで、金融機関姜しての役割を果たしている。

また、(③  )な ども.広い意味での金融機関に加えることがある。

Ⅷ -10

)(



't i ―  '「、:1::1                    _ |

0-1 サラリ
=マ
ン金融について、各班単位■ パシアンットを集め、業務内     |

容ならべ 金利等:特徴にっぃて整理しなさい,       1
(4)証券 ③-1 次の用語について説明しなさい。

の発行と   (1)株式  (2)′ _金融債.1(1)地方債 (4)国債  (5)社債

売買  〇-2 次の用語の説明を簡単に書き、その例をあげなさい。
(1)資本証券  (2)貨幣証券 (3)貨物代表証券(商品証券 )

〇-3 社債の返行を三つ書きなさい。
@に 1 次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しなさぃ。

(1)多額の資金を必要とする事業を営む企業は、ふつう(①  )会社の

形態をとり、まi (②   )を発行する。それだけでは資金が足り

ない場合には、各種の金融機関から借り入れるか、 (③   )を発行
して、長期にわたる資金を一般の人から集めることができる。

(2)政府や地方公共団体は、財政不足を補うために(④   )を発行す
ることがある。これら,(O   Hま、一般に一日の金額が比較的少 .    ・

額であり、 しかも、自由に売買できる特徴がある。そのうえ、銀行預金
などより有利な(⑥   )や (⑦   )の支払われるものヽが多く、

「        ときには値上がりも期待できるため、有利な投資対象として購入されて
い る。

これらの有価証券の売買は、一般に(③   )や (◎   )を通      ―

じておこなわれている。

①…1 次の用語について説明しなさい。

(1)証券会社  (2)証 券取引所  (3)才 取会員 一

(4)正会員  (5)投 資信託会社

⑭-1 次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しiなさ・い。
(1)取引所における株式の取引は(①   )と 称して、時間がたつにつ

れて売り手と買い手が現れるたびに(②   )会員を介して、順次個
別に結ばれてゆく。したがって、同じ銘柄でも、時間の経過につれて、

｀
    いろいろな値段での売買が成立するのが特徴である。ただし、各種産業
の代表的な企業の株式である(③   )の うち‐部は、さらに(0
)と (⑤   )の立合の始めと終わりに二単一値段で多数の売買
を成立させる(③   )の方法がとられている。・

(5)日 本
:○-1 次の文章の( )の中にあてはまる用語または数字を記入しなさい。

銀行と資   (1)日本銀行は、(①   )法に基づき,国が(②   )%の出資を
金の循還    して設けられな わが国の(③   )銀行である。

日本銀行は、(④   )銀行として(⑤   )を発行する噂か、
市中金融機関に対する『(③   )の (④   )」 として、金融取
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:

◎-1

(4)証券 ○-1

の発行と

売買  ○-2

サラリー■ソ金融について、各班単位■ バシアンットを集め、業務内

.容
ならべ 金利等:特徴にっいて警撃レな 1゙1,

次の用語について説明しなさい。

(1)株式  (2)金融債 :(3)地方債  (4)国債  (5)社債

次の用語の説明を簡単に書き、その例をあげな0い。

(1)資本証券  (2)貨幣証券  (3)貨物代表証券(商品証券 )

社債の返行を三つ書きなさぃ。

次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しなさぃ。

○-3
⑫-1

(1)多額の資金を必要とする事業を営む企業は、ふつう(①  )会社の

形態をとり、まま (②   )を発行する。それだけでは資金が足り
ない場合には、各種の金融機関から借り入れるか、(③   )を発行
して、長期にわたる資金を一般の人から集めることができる。

(2)政府や地方公共団体は、財政不足を補うために(④   )を発行す
ることがある。これらo(0   )は、一般に一日の金額が比較的少
額であり、しかも、自由に売買できる特徴がある。そのうえ、銀行預金

などより有利な(③   )や (⑦   )の支払われるもの。が多く、
ときには値上がりも期待できるため、有利な投資対象として購入されて

い る。

これらの有価証券の売買は、一般に(③   )や (0   )を通
じておこなわれている。                ・

C卜 1 次の用語について説明しなさい。

(1)証券会社  (2)証 券取引所  (3)才 取会員 一

(4)正会員  (5)投 資信託会社

〇-1 次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しiなさい。
(1)取引所における株式の取引は(①   )と 称して、時間がたつにつ

れて売り手と買い手が現れるたびに(②   )会員を介して、順次個
別に結ばれてゆく。したがって、同じ銘柄でも、時間の経過につれて、

そ
    いろいろな値段での売賓が成立するのが特徴である。ただし、各種産業
の代表的な企業の株式である(③   )の うち‐部は、さらに(④
)と (⑤   )の立合の始.めと終わり:へ 単一値段で多数の売買
を成立させる(⑥   )の方法がとられているoイ

(5)日本 ⑬-1 次の文章の( )の中にあてはまる用語または数字を記入しなさい。
銀行と資   (1)日本銀行は、(①   )法に基づき,国が(②   )π の出資を
金の循還     して設けられた、わが国の(③   )銀行である。

日本銀行は.(④   )銀行として(⑤   )を発行する事か、
市中金融機関に対する『(0   )の (①   )」 として、金融取
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引の中心的役部を梁たすとともに、「く③I  、卜あ(③   )i´と
して、政府との金融取引もおこなっている。

日本銀行の業務運営の基本方針は、 (⑩   )で 決定される。
①=2 次の( )にあてはまる用語を記入しなさいょ    1

1暴
 碁:業務      轟

    :  : :|キ |:::
O-3 次の説明に相当する用語を( )の中に記入しなさい。
(1)日本銀行の業務・運営上の基本方針や重要事項を決める組轟    ()
(2)日 本銀行が規定額以上の銀行券を発行することな        ()
:(3)日

本銀行の金融機関に対する貸出利率。            ()
(4)日本銀行が金融機関と国債を売買して市場の資金量を調節すること。()
(5)日本銀行が準備率の上下によって金融機関の融資を調整すること。 ()

0-1 次の文の謀明IFあてはまる用語を( )に 記入しなさい。
(1)日本銀行ド発行された銀行券は社会を転 と々流通して、日本銀行に還
流する。

(7)銀行が預金を貸し出すと、借,手 :まそれを預金する。そして事|き出し
て支払われると、その支払先が再び預金する。   (      )
(3)銀行が要命の払い戻レに備えて、資金の一部を現金や日本銀行への預
け金などのかたちで保留する。    |     (      )

○…1 次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい」
(1)日本銀行が金利を(①  )て、貸し難しがゆるむと、それだけ銀行
券の流通高は(②  )なるから、民間の通貨の量は(③  )し、金
利を(④  )で貸し出しがおさえられると反対の現象が起こる。また
日本銀行が手持ちの公債などを売,出せ:ミ その代金だけ通貨は(⑤
)するし、市中銀行の持っている公債などを買い上げれば逆の現象

となる9尋事の積通量があまり(⑥  )な ると、価格が下落しそ (0
)を引き起こす。だから日本銀行のキこなう(③  い)と いう役割
は、日本経済全体を動かす重大なものである。

OTl 日本銀行の金融政策の説明にあて
'ま

まる用語を( )に記入しなさいぶ
(1)支払準備金9準備率を上下させる政策。         (  )
(2)金融機関に対する公定歩合(貸出利暉 )を上下させる政策。( ・)
(3)手持ちの有価証券を市中金融機関に買いとらせたり、逆に買い上げる

政策。オープソ マーケット ォベンーショソ。     (  )
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学習計画 15時間

時

間

課   題

活
:     

動  :

考備

徒生 師教

プリテス ト 説明を聞く

個人で取り組む

(中途より班も活用 )

単元の目標と全体的な

説明

机FEl巡視

t'D7Al
sP*ffi

これか らの

学習内容を

見通す

①

，・
①

個人で取り組む

班で取り組む

班単位で板書 (発表 )

SP分析の結果報告

学習課題全てを提示

班学習の援助

板書の確認 → まとめ

机間巡視 :

金融のしく

み

３

　

　

一
　

　

４

　

　

一
　

　

５

　

　

一
　

　

６

個人で取り組む

↓

班で取り組む

↓

班単位で板書

↓

発表の確認

ノート整理

各時のはじめに、 SP

分析の結果、学習課題

に関連する内容を提示

し、学習のポイントを

確認   i

机間巡視で班活動の援

助

板書の発表を確認

小単元のまとめ

班活動の参

加度

板書

①～Э提出

ノート提出

預金業務

手形交換の

:しくみと貸

出業務

為替業務と

普通送金

付随業務

7 ③-1～ 3
‐ヽ
‐
‐
‐
卜
‐
ゝ
‐
‐

―
―
―

，ノ

個人 → 班

班単位で板書

発表の確認

ノート整理

学習課題の確認

机聞巡視

小単元のまとめ

机間巡視

板書

③ん⑩提出

普通銀行以

外の業務

⑩ -1感想

文

③一

⑩―

９

　

一
　

・０

③-1～ 3

⑫,①

　ヽ

　

　

　

　

　

　

‐

個人 → 班

班単位で板書

発ヽ表の確認

学習課題の確認
:

机間巡視 ′
.・｀

新麗あ森価を基黒

― 机間巡視

証券の種類

証券会社の

1業務

・

出

性
　

　

提

　̈
　
Ю

Ｆ

独

Ψ
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⑭-1 ノー ト整理 小単元のまとめ

学習課題の確認

机間巡視
や

小単元のまとめ

個→班で討議

班単位で板書

発表の確認

ノート整理

ノート提出

机 FH3巡視

板書

①～Э提出

ノート提出

証券取引所

日本銀行の

役害J

資金の循還

・４

　

一

まとめ 個人で取り組む 全体のまとめ ノート提出

‐
ポス ト fll人で取り組む 机問巡視

Pre二 Test

(1)次の場合、 どこでお金を借 りますか。

① 旅行資金の10万円  :
:② ステレオを買う資金50万円                   ′

③ 自動車を買う資金100万円
④ 住むための土地を買う資金50o万円
⑤ 会社の倉庫建築資金5,000万円                  ｀
(2)金融機関には、どのようなものがありますか。

(3)普通銀行では、どんな業務をしていますか。なるべく沢山書きなさい6
(4)次の預金の特徴を書きなさい。                   |

① 当座預金 ② 普通預金 ③ 定期預金  ④ 通知預金
(5)普通銀行で、お金を借りる時ど預ける時、どちらが金利 (利息)が高い力ヽ
(6)サ ラリーマン金融について知|ていることを書きなさい。 (借 りる場合の|

手続きや金希Jな ど )

(7)為替業務とは、どんな業務のことですか。

(3)東京の親戚に、 10万円を送りたtヽのですが、どんな方法がありますかよ
(9)農林漁業者のために、

｀
どのような金融機関がありますか。    |

(19)中 小企業のために、どのような金融機関がありますか。

(1二 )政府の金融機関:|は、どのようなものがありますか。
(lD信託銀行は、どんな特螢がありますか。 4
(13)有価証券とはギルなoっですか。それにはt'どのようなものがあります力、
(14)証券会社は、どんな業務を基こなってt｀ますか。        |
(15)証券取引所では、どんな売買方法で取引をしていますか。   「
(16)日 本銀行では、どんな業務をおこなって

「
ますか。

(17)銀行拳(紙幣)は、どこで発行していますか。

TEST

(1)金融

と金融業

(2)普通

銀行の業

務

(3)普通

銀行以外

の金融機

関

(4)証券

の発行と

売買

(5)日 本

銀行と資

Ⅷ… 14
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,「
‐

金循還   (18)イ ンァシ‐ション、デフレTシ ョンとは、どのような状況をいいますか。    :
(19)公定歩合とは何にですか。   1       1                .
PoSt― Test

(1)金融 :‐

i(1)次の文の ( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。
ヽ と金融業  ① 資金不足を補うために外部から借り入れることをこ社会的に資金の(①       l

拿                )と いいヽ 資金の余裕が生じた場合に将来の必要のために積み立てて、資

金を積琺に運用しようとすることを、社会的に資金の(②   )という。
資金の供給者が需用者を信用して資金を融通することを(③   )と いい     |

三               借り手は貸し手に(`④   )を支払うが、その(⑤  )は資金の需給関係
によって決まる。すなわち、資金の供給に比べて需要が大きければ利率は (      1
⑥  )が り、逆の場合は希1率は(⑦  )がるのが,般的である。
資金の需要と供給とが結びつく範囲を(③   )と いうがこ金融に関する
専門の事業を営む(⑨  )な どの(⑩  )が資金の需給を結びつける役  ‐
害1を果たしている。           ＼   :           _   .

(2)家計を中心として、金融のしくみについて述べなさい。1:1.     ~'
(2)普通  (3)次 の預金について、利率の高い順に番号を ( )の 中に記入しなさい。
銀行の業   ("普 通預金 ( )(イ )当座預金 ( )(ウ )定期預金              ‐

務     (→ 通知預金( )(ガ  納税準備預金( )
(4)次の場合には、どのような預金をするのがよいなこ ( )の 中に預金の種
類を記入しなさい。

① 商工業者が毎日の取事|のために、運転資金の出納,管理をしたい。( )    |
② 事業税納付のための資金を預け入れておきたい。 .       ( )
③ 工場を増設するために、毎月、二定額を積み立てたい。     ( )

、     ④ 大日の売掛金を回収したが、 3か月は預金できる。       ( )  1   1
③ 給料を預けておき、日常生活

～
必要な支払いに利‐用したぃ。   ( )

(5).普通銀行の 3大業務について説明しなさい。なお、 ( )に読みがなを記      :

奪           :  入しなさい。

① 預金業務 ② 貸出業務 ③ 為替業務
(6)利息の計算式を答えなさい。

°
             (7)普 通銀行の付随業務について、どのような業務をおこなっているか、 3つ    ‐
‐           書きなさい。

(3)普通  (8)次の文章に最も関係のある金融機関は何か3( )の 中にあてはまる金融
‐  ‐   ‐銀行以外   機関名を記入しなさい。

の金融機  ① 普通銀行と同様の業務のほか、相互掛金業務をおこなう。  (   )
壊     ② .財産を,定の目的||したがらて管理・運用・処分し、それによって生じた

収益を受益者に支払う業務をおこなう金融機関。  .    (   )
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「

(4)証券

:の発行と
｀
売買

(5)日 本

銀行の資

金循還

:                「    _  ― |       ‐ 1      _1 1■ 「

③ 金額政府螂資め金融機関でt農林漁業者のための金融機関も|'1(   )

(9)次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。

① 中小企業とは中小企業基本法によれば鉱工業・運送業等では資本金(①
‐ )円以下でt従業員(0  )入以下、小売業,サービス業では資本金(
・③  )円以下でこ従業員(④   )人以下t卸売業で|ま資本金(⑤  )
円以下こ従業員(⑥  )入以下の会社または個人企業をいう。
② 中小企業のための金融機関には(⑦  ),(③  ),(③   ),
(0 /)な どがある。 |

(10)サラリーマン金融とは、どんな金融機関ですかo次の項目について答えよ。

① 借りる時の手続き ② 最高年利率 ③ サラ金に対する問題点
(11)有価証券の意味、ならびに種類を4つ書きなさい。

(12)次の文章の( )の 中にあてはまる用語を記入しなさい。

① 証券取引所における株式の取引は(①l )と 称して、時FHDがたつにつれ
て売り手と買い手が現れるたび↓ご(②  )会員を介して、贖次個FIIに結ば
れてゆく。 したがって、同じ銘柄でも、時間の経過につれて、いろいろな値

段での売買が成立するのが特徴である。ただし、各種産業の代表的な企業の

株式である(③  )のうち一部|ま,さ らに(④  )と (0  )の立合
の始めと終わりに、単一値段で多数の売買を成立させる(⑥  )の方法が
とられている。                      .

(13)証券会社の次の業務について説明しなさい。
｀
①:有価証券の売買 :② 有価証券の募集・引き受け ③ 証券投資信託
(14)・ 次の文章の( )の中にあてはまる用語を記入しなさい。   :
①
｀
日本銀行が'(①   )を発行するに1ま t・三発券額と同額の(②  ),債権
多国為替,地金銀などをもつことが必要とされる。・これに基づいて発行され
●た銀行券は、(③  )ゃ政府から貸し由しや財政支出として、産業界その
他に供給される。社会を流通した無行券は::再ぴ市中金融機関や(0  )
の手を経て、 (⑤  )に還流する。
(1,次の現象は、 (a)イ ンランーション,(b)デ フレーションのいずれに
関係があるか、 ( )の 中に、記号を記入しなさい。

① 物価の上昇 .( ) ② 物価の下落 (.) ③ 金づまり( )
④ 失業者の増大 ( ) ⑤ 貨幣価値の下落 ( )
(16)日 本銀行の金融政策の説明にあてはまる用語を( )内に記入しなさい。
① 支払準備金の準備率を上下させる政策8  11      く   )
② 金融機関に対する公定歩合(貸出利率)を上下させる政策: (   )
③ 手持ちの有価証券を市中金融機関に買いとらせたり、逆に買い上げる政策
オ■プン マーケット ォペレーシ七::ジ。 (1:|     (   )
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数 学 科 学 習指 導 案

指導者 佐伯志津代

1.ク ラス  1年 2組  男子 12名 女子 16名  計 28名

纂     2.単   元. :写 次関数
3.認知目標  1.2次関数のグラフをかくことができるようになり、それを通して2次関数

の特徴をつかむ。

1          2.グ ラアを利用して。 2次関数っ最大値 ,最小値を求めることができる。
.            3.グ ラフを利用して、 2次不等式をとくことができる。

態度目標  4.教 科書を参考にして、個で課題に取 り組むことができる。
5。 グラフをていねいにかくことができる。″軸,″軸,日盛りをかくことも
忘れないようにする。

4.下位目標  1.5-0   ″=a χ2 ″=a%2+′  ″奮a(%~P)2
y=a(%… P)2+′  冴.a%2+も″+Gについて%|1値を代入して″

.::            の値を求め、グラフをかくことができる。
1-② グラフから、頂点, 上に凸か下に凸かょみとることができる。2ら

1               以上のグラフを比べ、平行なものをみつけることができる。           1
1-③ よみとったことと式を比べ、式をみて頂点,軸が求められ、平行なも

|            のをみつけることができる。また、aの、符号によって上に凸か下に凸か判別
できることをつかむ。

:    ″〒a%2+b%+cに つャヽては、計=a(%~P)?+′ の形に変形する
ことを課題とする。

1.5-①  肝=a(ル TP)2■ ′の頂点,軸を求め、上に凸か下に凸か    
｀
.

を判別してから、 グラフをかく|と ができる。また、、″==a%2の グラフを
|             %軸 方向にP、 計軸方向に′平行移動したものであることをつかむ。

1             1.5-⑤   財=a%2+レ %十 Cを計=a(%~P)2+′に変形して、グラ
フをかくことができる、また与えられた条件に適する2次関数を求めること

」      ′    ηiできる。
2.5-⑥   グラフをみてンの値の変化に注目して、 2次関数の最大値 ,最

‐      /J・値を求めることができる。

.          2-0 具体的な文章題で、最大値,最小値を求める・ことができる。
:   3-(Э  グラフを利用して、 η次不等式をとくことができる。
3-◎ 具体的な文章題で、 2次不等式を利用できる。     |

■
ユ
T電フ・itti〔F争3f子 I:Tま琴|と

軸裕み
|。

ま■甘凸″ずT凸
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①冴=メ ②計聖T%2③ン.ノ…2‐ ①肝■―χ≒1 ◎矛=(%-1)2
③矛=― (%… 1)2③″=く %+1■ 2+1 0多 事ボ%キ 1)2+1

‐
11・
  ■      ③γ=″2+2%+3 ①矛=r_%2キ 2%+3

②-201でかいたグラフの中で平行なものはどれとどれか。また、 グラフの特徴
Q:をまとめよ。(プリテスト)
① -30次のグラフをかけ。頂点と軸も求めよ。                     鶴~1‐jl         l(1)シ

聴
ケ
%2(2)計 上 2%2(3)″ =―夕%2(4)ン 豊=2%2

0次の関奪っグラフは計=2%2の グラフをどのように平行移動したかをい
1  
えふまた、それぞれの頂点と軸を求めよ。 (教科書のF.3)

(1)ン ==2(%-1)2(2)計 ==2(%十 二)2(3)y=2(%+4)2

(4)計 =2(%… 1)2+3(5)計 =2(%+1)2_2
0次の 2次関数のグラフのrn~点 と軸を求め、そのグラフをかけ。(教科書の間 )

(1)ン ==(%+1)2    (2)矛 =… 2(%-1)2+3

(3)ン =2χ2_4     (4)″ =―夕(%+3)2_1
0枚物線 :″ =2%2を 平行移動し、頂点が次の点になるようにしたときの
2次関数を求めよ。                  (教 科書のFnl'

|_   (1)(-3,4)(2)(2,-5)(3)(-1,-6)

i ⑤ -40次の2次関数を計=a(%TI))2+′ の形に変形せよ。 (プ リテスト)
―  (1)肝 =%2+2%+3   (2)計 =一 %2+2%+3~         
⑤-50次の2次関数を矛=a(%― P)2+′の形に変形せょ。
(1)γ =%2+2%+3   (2)計 =%2_3%+1   (教 科書のF・l)
(3)計 ==一 %2+6%    (4)財 =4-%― χ2
0次の 2次関数のグラフの頂点と軸を求め、そのグラフをかけ。(教科書のFnl)

.        :  (1)計 =ノキ4%+3  (2)計 =2%2_8%キ 9
.         (1)シ =― %2+5%+1 (4)ノ=2%―

=%2:              。次の条件をみたす放物線をグラフとする2次関数を求めよ。(教科書の間 )
i  ・          (1)点 (1, 4)を頂点とし、計軸との交点が点(0, 2)である放物線       [.   (2)点

(… 2, 8)を頂点とし、原点を通る放物線
③-602次関数″=2%2+4%-5ャン=a(%― P)2+′μの形に変形し、その      。
|グ ラフをかけ。また、この関数の値を最小にする%の 値おょび最小値を求め

よ。                         (教 科書の間 )
。次の2次関数の最大値または最小値を求めょ。また、そのときの%の値を
求めよ。 J                (教 科書の問 )

|:1)″下γ
2.6γ +12  (2)ソ =… 2%2+4%

:    1(,)″ =… 2%2_4%-1(4)″二争%2+3%+1
0-7。地上10mの高さから真上に204の速さでポールを投げ上げるとすれば、

Ⅷ -18



投げ上げてからχ秒後のボールの高さ νmはおよそ″=10+20″ -5ノ

で表される。投げ上げてから何秒後に最高点に達するか。その時の高さは何

mか 。 (教科書のF・5)
。長さ40翻の針金を2つに切り、おのおのを折り曲げて正方形を2つ作ると

き、それらの正方形の面積の和を最小にしたい。.どのように切ればよいか。

③-80次の2次不等式をとけ。 (教科書のFHl)

(1)″2.2%… 1>0(2)%2_2%-1<0(3)%2+3%-10<0

(4)2%2丁 5%-3>0(5)%:_%二 1>o (6)4+3%-2%2>0

⑨‐906の初めの間■ 高さが25m以上になるのは何秒から何秒のFElか 0
10 教科書の章末F.5題

:。 次の2次関数のグラフは、放物線ン=2χ2をどのように平行移動したも
のであるかをいえ。

(1)″ =2メ +6%+7 (2)夕 =2ノ ニ8%-1
0数物線″=-1%2を 平行移動して、頂点が次の点にくるようにしたとき、
その放物線をグラフとする 2次関数を求めよ。

(1)(1, 0)  (2)(0, -2)  (3)(-4, 5)
。次の放物線の頂点、軸および座標軸との交点を求めて、グラフをかけ。

(1)ン =(%+2)(%T4) (2)計 =-2ノ ー 4%+6
0軸が夕軸と平行で、次の条件をみたす放物線を表す 2次関数を求めよ。

(1)点 (3,-1)を 頂点とし、点 (4, 2)を通る放物線
(2)3点 (0, 0)(1, 2)(-1,-4)を 通る放物線

。右の図の
,よ うに点P(″ ,ン )が直線

″=‐ 2%+6上の2点 A,B間にあるとき、
(1)斜線の長方形の面積Sを %で表せ。

(2)Sの 最大値およびそのときの点Pの座標を求めよ。

。次の 2次不等式をとけ。

(1)_%2_6%+5>o
(2)‐ 2%2+4%+5>0

(3)9%2_6%+1>0

12時間

P(%,″ )

6

6.学習計画

学習課選

プリテス ト プリテストに取り組む

教科書を参考にしてみる

i

(4) x2*5x*230

個の作業がすすまなくな

ったら教科書をみるよう

|   ~~~~

1机間巡視
|
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時

間

学習課題

|            ~~丁
~

1     活           動

ニゴ
評  価 備 考

プリテス ト

から学習内

容を知る。

班で点検しあい、わからな

いところをまとめる。学習

内容を知る。

に指示。

学習内容を説明。

机間巡視

班で点検

プリント

学習計画

課 題 1

″    2

説明を聞く。

プリントを整理していく。

班で確かめる。

発表

全体でまとめを確かめる。

学習計画を提示

グラフをかく手順を説明

グラフを板書

まとめをする。次時予告

机間巡視

班で点検

課 題 3 前時のまとめを確認

個 → 班 → 全体

まとめを板書

補足説明 次時予告

課題 1をみるよう助言

式変形についてまとめる

誤答について提起し、目

標 1についてまとめる。

ンの変化に注目させ、最

大値 ,最小値について説

明      |

補足説明

指名

机問巡視

板書

課 題 4

課 題 5

課題1の 9.10の グラフを

もとに、式を変形する。

個で取り組む。わからない

ときは、まわりの者に開く

机間巡視

ノ 一ヽト

課 題 5

課ヽ 題 6

ノー トを整理する。 (前時

までの確認 )´

個

↓:

班

班の代表が板書

机間巡視

板書

課 題 ク

教科書の例題を考える:

個で取り組む。わからない

とき:ま まわりの者に聞く。

発表  '

補足説明t特に定義域に

ついて注意

様子をみて助言する。

質問で解を引き出し板書

机間巡視

指名
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時

　

　

間

学 習課 題

活 動

評  価 備 考
:生
  徒 教 師

課 題 8 個で取り経む

班で取り組む

グラフをみて″の変化に

注目するよう助言、説明

残れば宿題とする。

机聞巡視

8

課 題

課 題

8 指名されたものは板書

それをもとに全体で確認

個で取 り組む

補足説明

質問で解を引き出し板書

机間巡視

板書 ′

課 題 10 儒で取り組む

班で取り組む。わかりにく

いところをまとめる。

正解 ,誤答 ,つまってい

るところをチェックして

おく。

机間巡視

10

課 題 10 わからないところを班で発

表。他の班が説明

まとめを確認し復習

わからないで残った事項

を中心にして重要事項の

まとめをする。

ボス トテス

ト

個で取り組む 机聞巡視 プリント

SP分析

補 充 個 → 班 → 全体 → 儘

(プ リントの誤まちを直す )

誤答の多いものについて

再度説明し、まとめる。
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世 界 史 学 習 指 導 案

指導者 住 吉 光 彦 ‐
1.学  ‐年 2年生1組  男子11名 女子15名
2.単  元 ォアシス都市国家
3.目  標 (1)認知目標

○ 各文化圏は ,それ替 自で発展 ,展開するだけではなく,交渉 ・交流をしな
がら世界の一体化へと世界史の流れが発展することを理解する。
●「縄の道 _1(「 草原の道」「海の道」)を単に東西文化の通路とするので
はなく,東西文化圏を結ぶ地域であることを認識する。               )

機 態度目標
〇 既習のことと結んで考える。

 ̈  ○ 自分の言葉で結論を出そうとする。
4.下位目標 級)中央ァジァ諸民族の活動 (興亡を中心に )を知る。

総 中央ァジァが東西文化の発展に大きく関わってぃることを理解する。
13)中国 (ロ ーマ )が力を持ち ,広い地域を配している時は,ォ ァシス都市国家
(縄の道 )も 栄えてぃるが ,中国 (口 ‐マ)が衰えるとォァシス都市国家も没

:‐      落している。このことから東西文化圏と密接な関係にある一地域としてとらえ

ることの正しさを理解する。

経)そ の国 (地域 。文化 )を支え ,育ててきた民衆の活動を考えることが異文化:       
を理解することでぁり,日本を知ることになることを理解する。

.iて⇒
.結
論を出すまでめ過程こそが学習であることを理解する。

5,学習課題 (1)―① o 中央ァジァ諸民族の興亡が大まかに説明できる。
0 〔〕 ォァシスの生活の様子が説明できる。
総―① 6「絹の道 Jと呼んだのはなぜか。
② 〔r 東西文化圏を結ぶ道として三つあるが,地図へ記入できる。l    
③ の どんなもの (こ と )が東西へ伝えられたのから

1~      0 0 中央アジァ世界史上の役割りが説明できる。          :
i      総)―① O 「絹の道」の東西各 の々議発地 (地域 )はどこかま

② の  ューァィァ本撃を東西に結ボ交通路が漢代にはすでに存なしてい
'      たことは何によって証明 (説明 )で きるか。                

°

③ の 「絹の道Jを三つの局面でとらえ説明できる。
④ O  異民族間の交流は,文化を通して進められたことが,具体的な例

をあげて説明できる。                  '
軽)-0 0 文化の民俗性と国際性が指適できる。     ・
0-0 0 教科書・プリントなど既習のところで関連あるところが示せる。
② ()「ゎからないJ「 こう思う」が言えるら
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6.学習計画

時間 題

活 動

評  価 備考

教    師

10単
元の学習計画

0プ リテス ト

0 教科書の記述箇所
の確認

テ ス

プリィ トに基づい

て説明 :

机問巡視 のテス ト

2

1 地理的位置
(1)― ①

俄)―②

総)―③

(尋)―O
2 風土 (生活 )
(1)―②

総―①

軽)―①

プリントの指示に

従 って,入学習

o テレビ (VTR)

を見て質問 (プ リ/

卜 )に答える。

プリント提出

机間巡視

見るポイント(

ン ト)を示す。

補足説明

Gが欄 巡

視

o指名

擁 奏

フ ン

3

3 東西文化の交

流 (縄の道中心

(2)―①③

修)―①②④

総―①

毎)―①

4 オアシス都市

国家の役害騒

リ
ー
④

13i―④

軽)―①

東西各 へ々伝えら

オしたものを分類。

O それらはどんな形

で伝えられたのか。

0 班でまとめて黒板
へ発表

机聞巡視

Q 補足説費
0机 間巡祝

○ 補足 ,修正

o指名

携 表 )

0指名

`・

(発計ヲミ)

o板書

〇机問巡

視

4 ポ ス トテス ト 0テ ス ト 0 机間巡視 〇:テ ス ト
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数 学 科 学 習 指 導 案

指導者 丸 山 孝 寛

1.ク ラ ス  2年 2組 男子 11名 女子 13名  計 26名                :
2・ 単  元  ベクトルとその演算
3.認知目標  1.ベ クトルの加法・減法、ベクトルと実数の乗法の意味を理解し、図示でき  '   弯

る。

`‐          2。 ベクトルの加法・減法、ベクトルと実数の乗法、ベクトルの大きさを成分

を用いて計算できる。

態度目標  1.個 人学習において,集中して取り組む。
2.相手の説明・意見を開く。

‐      3.班 内,タ ラス全体に自分の意見を述べることができる。

4.下位目標  1-① ベクトルの和を図示できる。
:      ,  (イ

)ベ クトノンの定義を理解する。_                  1

(口)等 しいベク'卜
,ルをいえ'る●

｀  (′う必要に応じて、ベクトルを平行移動できる。

(→ 交換法則。結合法則をつかえる。

② がクトルの差を図示できる。
(イ)逆ベクトル、零ベクトルを理解する。                   

｀

③ 実数倍されたベタトルを図示できる。
2-○ ベクトルの加法・減法 :実数倍を成分表示により計算できる。(成分
.     表示により、実数の加法 :減法に帰着されることを理解する。)

:          (イ )ベ クトルの成分表示||ついて理解する。

(口)結合法則・分配法llIを つかえる。

⑤ 基本ベントルを用いて表示でき、計算できる。
③ ベクトルの大きさを求められる。

5,学習課題  ①,10下図のように物体Aに力が作用している。この物体をつりあわせるに      寺
はどのような力を加えればよいか。矢印で示 しなさい。

.        (1)             (2)             (3)
ヽ
                    書

,力 ~―■
。(   )を うめなさい。

上図のように (   )と (   )を もつ量をベタトルといい、
位置は無視する。2ものベクトルAB, CDが等しいとは、(a'図
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のように (

(b)図のよ

(     )

)と よび、

(a)図

ごという記号で表わす。

B (b)

(z"t)f x F l )

(プ リテス ト

η
~

)と ( )が両方共同じ場合である。

うに、ベクトル西■に対しtベ クトルBAを ABの

という。また長さ0のベクトルを考え、これを(

ノ       ノ

ハメン
/〆も

①-2 右の図のベクトルについて
(1)等 しいギクトル:ま どれとどれか

(2)逆ベクトルはどれとどれか。

①-3 図の平行四辺形ABCDに おいて
了すに等しいベクトルをいえ。また

びすに等しいベクトルをいえ。

(ア 39 FE51)   B
①-4 右の図のなか■ 等しいベクトル
はどれとどれか。またこ互いにベクト

①-5 茨:のベクトルサ,サの和サ+7を図示せよ。
(1)           (2)       、

´
  (3)           (4)

2)

/

ル
プ
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{:I:
次のベクトルα,

(1)

~L/

次のベクトル■
(1)ブ +7

イめ和を図示せよ:
(2)

` 今

|ブ

:  ↓

また、 α-7を図示せ′ミ。
(3)

`

↓
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0について、次のベクトルを図示せよ。

(2)

(4

③■1点 P(-2,2)か ら点α(3:4)へひいたベク
示を求めよ。                 (

④ -2 3点 A(=2,-2), 3(3,-1), C(1,
r/Dベ クトルの成分表示を求めよ。

鷹 ,両 ,罐    (
④-3 下図にっいて、o言,r言,Bじを成分表示せよ。
図示し、成分表示せよ。1           (

トルDQの成分表

P43 例題 1)

4)について、次

P44 問 1)
またA了■」7を

プリテス ト 4)

④-4 α=(5,3),′ =(
・ 一ιの成分を求めよ。

4,-2)の とき、ア十五 メー4
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io■尋 ==(2,-31),ず豊(_102),す=(4,0
:が ク:ト ルの成分表示を求め|ミ 。

)の とき、次の

の

(1)ず+7
(4)‐メ十イ十

‐
す
(2)′―プ   ′(3)グ 十ず

(5)″ 一サ十
‐
↑

④-6 サ=(213):才 =(1,_2),==(_4,
, ベクトルを成分表示せよ。また、図示せよ。
(1)a+ι. (2)α ―ι

1)の とき、次の

(3)2α +3ι

(4)α +`■ ι

(5)2(2サープ′)二 3(‐ま-7Ъ
:

④-7 言=(-3, 2),7=(,4,-1)あとき、 2言十′=3(アー
%)が成り立つようなχを求めよ。

④仁8 オキ孝I=(1, 2),ブー才=(0,_1)の とき、すとプの成分を
求めよ。         ・

⑤-10次 のベクトルを基本がクトルを用いて表せ。 _(P48 問 5)

ブニ(4, 2), 7=(3,-3), 0=(-2, 0)
。7, ′は基本ベクトルとする。次のベクトルを成分で表わせ。

(1)2メ  (2)2T+3メ   (‐3)―ず+2ア   (21)=す一
=ア⑤-2 ブ〒(13., 3):才塁(li:… 2)あ とき、次のベクトルの成分表

示を求な また二基本ベクトルを用いて表わせ。  (プ リテスト5)

③-1 次のベクトルの大きさを求めよ。
(1)プ再(3,4), (2)′=(

③-2 サ=(3::二 4).グ圭く 2, 0
求めよb

(1)ブ

(2)オープ

(4)2ブー 3

(2)7  (3)‐ オ+才

(サー27)

12,-5)  (P49 間 1)

)の 。とき、次のベクトルの大きさを

(1)寸十才

(3)サー 2才

章末F・l題

1.次の計算を行え。

(1)2サ+3メー6″   (壺)2(サ+37b-3(ブー27)
:二、 プ■‐2ず二37,″ =ブ■4才のとき、次のベクトルをブ,7を用
いて表わせ6
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i        (1)サ +7  (2)‐オープ  (3)―サ+2ブ |
3.ベ クトルについてこ次の関係式が成り立、つことを示せ。

西言+百すキざず+下言二ざ
4.アィ 3,2),7=(4,-1), c=(2, 5)の とき、́次の

,        ベクトィレの成分表示を求めよ。
|:(1)2イ+7-3す    (2)3'-2′ +4ず
(3)2(3ブー2プЪ-2(才-4サ )
5.ブ=(2, 3),7=(_1, 4),サ =(5, 2)の とき、す=
れサ十πオとなる実数れ, πを求めよ。
6.2点 ム(… 2,-2),B(2,1)に っいて次のF.5に答えよ。

(1)ABの 成分表示を求めよ。

(2)A言の大きさを求めよ。

(3)蘭=3A■ となる点ёの座療を求めよ。
6.学習計画

時

　

　

間

　

一

学 習課 題

活
　
一

動

| 生 徒 教 師

評 価 備 考

プリテス ト 教科書1を参考にし

ながら個で取り組む

課題・教科書で確

認する。

机聞巡視

単元の課題を提示

し学習計画を説明す

る。

SP分析

①-1,2

①-3,4

OT5

個で取 り組みゝ班

で確認する。

班で確認し板書 |

プリテストを返す

プリュを指名を交

えながら解答し、定

義の説明をする。

枕問巡視    :

iliζ募
:轟義

机F85巡視

板書

定義の理解

和の図示

Ⅷ言 28
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①-6

②二1

①二7

②③-1 饉で取り組み提畿

差 ,実数倍の説明

机間巡視 提出

差・実数勝

の図示

4

①-1,2

④-4～ 6 個で取 り組み班で

確認

前時の復習

質問を交えながら

成分表示の意味を説

明する。

机間巡視 (個別指

導 )

机聞巡視

成分表示を

理解 し、使

える。

④ -6～ 8 燿で取り組む

↓

班で確認

↓

板書

前時の復習

成分表示の再確認

を、
′
板書をもとにさ

せる。

板書

⑤―

⑥一

2

章末問題

個で取り組み班で

確認

質問を交えながら

・al題で説明

問題を班毎にあて

る。

机聞巡視

基本ベク ト

ル

ベ ク トルの

大きさ

章末問題 個で取り組み、班

で確認し、板書

必要に応じてヒソ

トを与える。 i 板書

まとめ

8
ボス トテス

ト

偶で取り組む SP分析

補 充

Ⅷ -29



7.プ リテス ト (1)下図のように物体Aに力が作用している。この物体をもりぁゎせる

にはどのような力を加えればよいか。矢印で示しなさい。

③②①

(2)( )を ラめなさい。

'(1)の ように ( )と ( )をもつ量 .  トルといい

位置は無視する。 2,のベクトルAB, CDが等しいとは、 (め
のように ( )と ( )が両方同じ場合である。    .
・ ベクトルABに対し、ベクトルBAを ABの (    )と いぅ。
また、長さ0の ベクトルを考え、これを(    )と よびt oと

A

`一
一一一 っ

C

A
‐一一一一一o一一―)

ヽ

図

いう記号で表わす。

(a)        B

A      rttr´

(b)

′
　

Ｄ

2,右の図のベク

(1)等 しいベク

/

トル:こ ついて。

トルはどれ とどれか g

7

②

ミ

5. ft{)4? F*i
(1)

Ⅷ-30
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4.す図について、0■,A■
図示し、成分表示せよ。

B甘を成分表示せよ。またA言■B寸を

5。 α=(… 2,3),才 =(1,:上 2)の とき、次のベクトルのFJA分表示
を求め、また.基本ベタ・トルを用いて表わせ。

(1)寸 +7  (2)メニ7 (3)寸 -27 (4)2ブー3(サー27｀
6。
甘
=3,■
4),7■ (2, 0)の とき、次のベクトルの大きさを求

めよ。

(1)α {2't I -) *-)
(3) a +{,

8。 ポス トテス ト 1.右歯の直方体にらぃて、
~1■

ニ

AD,ABと 等しいベクトルを
いえ6

(2) |ァ

_e   _→

4.″=(2:-3):君豊(… 1: 2)あ とき、次のベクトルの成分表示
を求め、また、基本ベクトルを用しヾて表わせ。さらに、図示せよ。

(1)・オ+′  (2)オー才 (3)庁-27 (4)2メー3('■ 27b
5.甘=(3,-4),7=(2,0)の とき、 |ブ +71<■言.1牛 171
6.T=(5, 3),7=(=2,4)の とき,次の等式が成り立つような
ペクトル:プを求めよ。

(1)2'十ず=37   (2)サ ー (ブ… 27b=・オー 3」+47  .
ア.2点 A(3,-2), B(-1, 4)に ついて、 AB=3ACと なる点
Cヽの 座標を求めよ。     |                 ‐́

Ⅷ -31
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■■

「

:.r l _琴 科 (1ヒ学_)学 習指導寒
:‐        指導者 出 用 克 彦

13ク ラス   3年 1組  男子9名 女子 16名  計25名
2,単 元   化学反応(化学反応と物質の量,化学反応と熱量 )

1        化学反応にかかわっては1年次の理科 Iで「化学反応式の意味J,「化学変化の量的
‐
・ 11:鸞

関係Jと いう内容で基礎的学習を行っている。                        ・

:        この単元では、化学変化を実感としてつかむキともに化学変化が化学反応で表される
ことをおさえ、化学反応式を自由に扱えるようになる。そして、新たに化学反応に伴な     書
うエネルギー (熱 )について学習をする。

3.目  標  認知目標
11        -(1)化 学反応式にっいて学習をし、化学反応における各物質問の量的関係が化

学反応式を用しミてり|き出せるょうになる。

(2)化学反応に伴なう熱の出入りを示した熱化学方程式につぃて学習をし、ヘ
11     )   スの法員1(総熱量不変rD.法員1)に基づき反応熱を引き出せるょうになる。

態度目漂

(1)自分の意見をしっかりと持って協同学習をすすめる。

(2)発表の際は、正誤にこだわらずはらきりと発表する。

(3)実験中は事故をおこきないょう十分に注意をする。
4.下位目標            1
(1) ① 化学変化とは何か(物理変化との違い)を説明できる。
② 化学反応式を作る時の約束(0反応物質を左辺に、生成物質を右辺に書く:
。左辺と右辺の各原子の数が等しくなるように係数をつける。 )に 基づき化学
反応式をつくることができるざ :

③ 化学反応式が表わしてし`る事項を説明できる。
?反応物質と生成物質  0各物質問の粒子数め関係  。各物質FElの多タヱ
数の関係  0各物質問の質量数の関係  0各物質問の体積関係(物質が気

=|二    |  ・ 体のとき
'                            

‐|`
■:・   10 `ヒ学反応式|を用いて各物質問あ量的関係を引き餞せる。
(2) ⑤:化学反応|こは熱の出入、りを伴なうものがあることを説明できる。           、す

.       ③ 熱化学方程式が表わしをいる事項を説蒻できる。
1    1     、10肇熱反応,吸熱反応  。燃焼熱 ,生成熱,中和熱

⑦ ヘスの法則(総熱量不変の法則)を説明できる。
二 :    ③l l全るの法卿に基づき未知の物質の反応熱を引き出せる。.
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5。 学習課題 ①-1 '。 次の現象のうちで化学変化に相当するものはどれか。
■       (プ リテスト)  (1)砂 糖を水に溶が したら全部とけた。 (2)紙を燃やしたら

灰が残った。 (3)水を熱したら水蒸気になった。 (4)ト タ
1 ::「                ソ屋根がさびた。 (5)オキシアルを傷口にっけると泡がでた。

.         ②-1 0水 素 H2と 酸素 02が反応して水 H20が できるときの化学反応

(プ リテス ト)式 のうち正しい ものはどれか。   |

(1)H2+02月卜菫20:(2)2■ 理 +02~>2H20

'                    (3)H2■ 0 → H20

。 次のイ薔学反応式の係数を記入しなさい。

(1)( )C十 ( )02→ ( )00

(2)(  )Aヱ ■ (  )HCι 一→ (  )J曜223 +(  )H2

②-2 。次の化学反応式を完成しなさい。
(1)鉄 Feが さびて酸化第二鉄恥203ができたo        '
(2)プ ロバンC3H3が酸素と反応して二酸化炭素と水ができた。

1     ,          (3)(  )職 S04 +(  )Na O■ ―→ (  )Na2 S 04キ (  )H20

、      (4)( )02政 十 ( )02→ ( )002+( )H20

(5)( )L十 ( )H20→ ( )聰 OH+( )H2

0-1_。 酸素 02が 1れ滅ある。次の間に答えなさい。

(プ リテスト) (1)酸 素分子|ま何無含まれていますか。

(2)質量は何′ですかぶ   ‐

(3)00,1″冗のもとでは体積は何′になりますか。
l      

③-2  0化学反応式 20+j02→ 2oO:こついて次の間に答えなさい。
(プ リテスト) (1)反応物質:ま何と何か。(2)生成物質|ま何か。     ・`

・             (3)次 の表を完成しなさい。ただし、体積は 0℃,1豪九の場合

の数値とする。

0 0, CO 02 00

πタニ数 2義滅 質量 72多

粒子数 10結 体積 5′

③-3 6 200+02→ 2002について次の間に答えなさい。
(1)各物質のれαヱ数の比はいくらか。

(2)同温同圧での各物質の体積比|まいくらか。

(3)各物質の質量比はいくらか。
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(4)以上のことォンら 0028′は 0℃ ,.10元れの102( )■ と反応
:して 002( )´ を生じることがわかる:

④丁1 °炭酸カルシ,ム 10.0′に、塩酸を十分に加えたとき発生する二酸化
(教科書 )炭素の体積は、0℃ ;l αttπで何′か。

①-2 0水素と酸素をそれぞれ 10″ずつとり、混合して点火すると全体の
(教科書)体積は何″になるか。ただし、同温同圧で考え水も気体で考える。

①-3  水素 10。 0′ `と塩素142′ とを混合して完全に反応させた。
(1)生 じた塩化水素は0℃ ,lαえれで何′か。

(2)反応せず残 った気体は何か
`ま
たこその体積は 0℃ ,lαえれ

:i  で何ιか。

③…1  0次の3つの反応の共通点と異なる点を答えなさい。
プリテスト)① 鉄Feが さびた(酸化した。)③ プロパソC‐3H8が燃焼じ

た。 ◎ 水素 H2を入れた風船が爆発した。
③-1  0,イヒ学反応式に伴なう熱の出入りについて次のF.5に答えなさい。
プリテスト)(1)lメ タンGH4 1 π″ヱを燃焼 (酸素 02と 反応 )させたところ、 1
' れ
“

んの二酸化炭素 002と 2π ″ヱの水 H20を生じ 213Koα ヱの
熱を発生した。この反応を熱化学方程式で示しなさい。

(2)N2+02量 2NO-43.2KOι ヱか ら NOの 生 成 熱 を 求 め な さい。

③-210 プFバン03H3(気体)1場を完全に燃焼させると1.2X104 KG争 ヱ
(教科書)の熱を発生する。この時の反応を熱化学方程式で表しなさい。

②-1 0次に示した2つの反応熱をもとにして以下のFElに答えなさい。
① 水素と駿素とから液体の水ができる時の生成熱は68,3Kι泌であ乙
③ 水素と酸素とから気体の水ができる時の生成熱1ま留.8 Koαヱである。

最)                         ・

0,①の発熱量はそれぞれ何K Oαヱか。
①の熱量は何KCaヱか、発熱か吸熱か

ら合わせて答えなさい。

=    H20(気 体 ) (3)ヘ スの方則について説明しなさい。
③■1 0次の2つの式からCが燃焼して 00ができる時の反応熱を求めょ。
③C+Q=o02+94.l Koαヱ,000+=o2=67.6Kιαヱ

③-2 0次の2つの式からアセチレン 02H2と 水素 H2か らニチレン02H4
を生成するときの反応熱を求めょ。

① 02亘 4+H鮮=C2H6+32.7 KOaヱ ,o02H2+2恥 基 C2H6+74`4酵 滅

③-3 0メ タノ∵ルCH■ o,炭素および水素の燃焼熱は、それぞれ1れα′あた
(教科書 )り 174K鈍

“

,94K観 ,68K鈍認でぁる。メタノ‐ルの生成熱をれ なさい。
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6.学習計画

時FHl

動活

・
評価方法 備  考

生 徒 :教   師

プ リテ

一
ス

演示実験 プリテスト(

個人作業 )に より単元の

学習内容を理解する。

学習内容説明 (演示実

験を含む。)

プリテスト中机間巡視

机聞巡視

プリント

(SP分 析 )

導入

2

①-1

②-1

②-2

化学反応式の作り方に基

づき、課題に個人でと
'

くみ、班で学習し、発表

する。   1 : :

化学変化=化学反応の

確認

化学反応式の約束確認

挽間巡視 ,ま とめ

指名

帆問巡視

化学反応

式の作り

方

③-1

③-2

③-3

③…1,③-2の学習の

後、③-3に個人でとり

くみ、班で学習し、発表ふ

③-1,③-2(既習
事項 )iを確認する。

机間巡視夕まとめ

指名

机間巡視

化学反応

式の示す

事項

④-1

0二 2

④-3

課題に個人でとりくんだ

後、班で学習し、発表す

る。

前時のまとめを確認す

る。  :

机間巡視、まとめ

机問巡視

指名

ノー ト

化学反応

式の活用

実 験
⑤-1

⑥二1

③-2

班で実験 (発熱現象 )ヒ

発表する。

個人でとりくんだ後、班

で学習し発表する。

実験の説明(事故に対

する注意を含む )

lJL間巡視

まとめ

机 FE5巡視

指名

熱化学方

程式

６

　

・
　

７

①-1

③-1

③-2

③-3

課題に個人でとりくんだ

後、班で学習 し、発表す

る。

⑦… 1を用いてヘスの

法員薔の説明

机間巡視

まとめ

机問巡視

指名

ヘスの法

則とその

応用

ポス ト

テ1ス ト

ポス トテスト終了後、自

己採点

机間巡視

ポストテストの解答

机間巡視

SP分析
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英 語 科 指 導 案

指導者  松 本 光 彦
1.学 年  3年 2組  男子 7名  女子  17名   計 24名              ‐

2:: 単 元   Lesso■  17 t The Wo men′ s  Rights  Movement in the
IIt S. (ア メリカ合衆国における女性の権利獲得運動 )'

3.目 標

認知目標 1)本文を正しく日本語に訳すことができる。             ン

≒       2)ア メリカにおける女性解放運動の歴史と、その思想を理解する。

3)日 本の婦人F.l題に関心を持ち、自分の考えをまとめ、それを簡単な英語

で
‐
表現できる。        i｀ ギ・

態度目標 1)わからない単語は辞書を用いて自分で調べる習慣をつける。
2)ア メリカの文化・歴史に関心を持うし

4.下位目標

1。 本文を日本語に訳す。

一てЭ 知らない単語の意味をつかむ。
・T② 慣用旬に気づき、意味をうかむ。
一③ 下記の文法事項を確認する。
③ 受動態         ◎ 関係代名詞"Which"
◎ 現在完了        ① 接翻 "that"
◎ 過去完了        ③ 接続詞"wheth6r"         .
③ もo不定詞       ① 仮定法過去

二④ 日本語に訳す。
2.ア メリカの女性解放運動の歴史を整理し、その考えをつかむ。

一① 歴史を整理する。
‐ :=Э 運動の主張をまとめる。
|.日本の女性の現状と比較し、今後どのようにすべきかを考える。

4 婦人問題についての自分の考えをやさしい英語で表現する。
一① 自分の考えを実訳じやすい平易な表現になおす。
二② それぞれの言葉を適切な英語に置き換える。
一③ 英語的な語順に従らて言葉を並べ換える。                1
3.正確に音読できる。
|  一① それぞれの単語を、アクセントに留意して、正しく発音できる。
,② 意味のまとまりごとに句切り(phrasing)が できる。

、   6.辞 書の引き方を確認する。
‐
5。 学習課題
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1)1-① -1～ 1二C)-4(単語)
。次の単語の意味を辞書で調べ、それぞれ 5回ずつ書いて覚えなさい。

1「①-1, C)moVettent e)right(0)(Э protest(s)④ de政た【威(ed)
:⑤ ■fight゛ (fought・ )           "

9 Win(70n) ② prOfesslon(s)③  career C)ヒar(red)

O nurs■ng

,() focus(ed)()equal o pllrpose tD free(5)combinatlon

① beュeFit ②
:dёヤe10p c)statement c)similar

1つ -2

1-lD-3

1-①-4

⑤ きぃre五ざ |: : '

2)1-C卜 1～ 1-④-5(日本語訳 )
。( )内 に適当な言葉を補い、日本語訳を完成させなさい。
1-廼)-1, The womeゴ s rights 恥千ement in the united States

アメリカ合衆国における女性の権利 (獲得 )運動は (

St電螢Юα almOst One hundred and fifty years ago. The

) (

firs t ゎubliC prOtests against the low status Ofミ mヽen

)は

町ere made in the 1830/s ■■18磐 ち詭  塾xttters of this rkw℃ 購 t

(1     )年 代にされた。 (   )年に ( )達は

de… eqνaLllty at the first women′ s R■ gh惚 00ョvention.

第1回の女性の権利獲得大会で(                 )。
They お t理弊tt ttd fOr Wα ttρnr s 象腫側kags

彼らは ( )。

1-① -2,A饉 in 19加 酌 臨 鞭 憮 )riまちわ 鴫 わ t貯o暉mt tte

そして( )年理覇奎逢は ( )投票権を (

tlnited sねtes. By‐雄逸Lt tittD Ebtty l照 )コ畦漁聰 re etteri電

)。 (    )た くさん往如生達が (
profじss■慨 葛な注Oh haa beca ttrOi to theln befOre. In spi機

:■          )に 就いていた。 (

of a■ l this progress,縛 caner W呻ル罰℃re 回ostly・ restriCt91
)に もかかわらず (      )は たいてい (

tO tth魂,鰤S彎 , 額  Officeマて)rk.
~     )に

限られていた。

1-① -3F T詭 Wび確漁rs Libe責れlorl睡聰nt,鱒ぉh(b聡lo爾 曲ri暉

(                 )一 それは (

the 1960′ s, has foned∞ econol駐c ri〔多ltS Such as

)一は ( )のような (
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‖

"雌
藤シfOr

Li挟〕rati∝

)は

soc■ety has

的曝1 70rkI‖

::   )ふ

to free ttmen

pkx)cd α■ 蜘 .

)することである。

聴
　

く

The聰童l prytte of wOr聰 ゴs

女性解 放運動の (

frOm 嘲he restrictoa rolё  軸 lch

lt seeKs to enable them tO

そオtは (                       ｀
 、

ttt h」蛤・一一二〇rわ chO∝ e a                
｀

cnoose tnetten a career and

oOmbmtiOn Of 撫  範 .

)よ うにしょぅとしている。

1-①-4, It ch』聴 tnt scciety as a Ⅲ b lЮ醸 ∞隧flt if   i

それ1ま、も|″じすべての人 が々 (

every person wore grttgn the chance tЭ  develop his Or her

)ば、社会は全体として (

abilities 醐  聴e tttm to 機  鑢 ■est. 恥bttαゴs Li"ratlon

)と主張している。 女性解放運動は、
腱littes ttat tt stttottk】■t m ttu重 も墨 States Dechrati鑢
t(                       )"と

ぃぅァメ
f      ´

of I霊購 nttxttЮ : 
静
a■l bl■ are こroited epua■ ‖ roa■ ly means

リカ独立宣言め (             )|ま 本当 :ま
賦
(

‖all鶴臨nぃ如gs tte crtttd ettaュ・霧

)ギということを誹 していると信〕ている。

1-④ -5, The Wottx/s Li"鯰糧mm驚 聰nt is tbrる もOsねym機 6
(                  )は (             )
Un:t(xl sttt錦 .T_he cふ驚esticI■  is whЭ‐密Юr c■milaLr lnNヽE℃nts

に (     )。  聞 達

“

ま (

W■ll sprttd t騰叫妻∝tt撻 聰 rn.

)ということである。 ‐
3)(内 容把握 )

2-① ;0本文を読み、次の年表を完成させなさい。

830年代
848年

一　

一

1863年

1870年

(セ ネカ・フォールズ大会 )

奴隷解放宣言

憲法修正第 15条
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1920年

1960年 代

1963年

人種の違いによる選挙権の制限の発LL

男女同二賃金法

1964年 公民権法

「性差別Jの禁.止

教育法改正1972年

2刊2卜1'0女性解技運動(The wOmp_/s Littatior■ ttQおnt)は どのようなことを

主張 していますか。 日本語でまとめてみなさい 6
202;o次 の英文を読み、本文の内容と違うところに線を引き、正しくなおしなさい。
① Tm― ゴs riまtS恥馳恥nt m ttt u.s.ぬ協sh飲 わ
the 1770′ s.       ・

② The leaders of the璃 o雌s rittl」sお崎聰nt∝鞍m配
■oney.   1                          ・

① Amerittn聰陶a ttn嘲齢 rittt to wott m 192rO.

O The Wottn′ s Li機盟 ti∞ 恥斡聡nt“聡鑢銀 聰恥 n′ s

嶽 f士電 e.

《)The main purrOSe Of WO聰 ゴs Libetitiol■ iS to free womerl

fr岬  =むch 靱ork whidn s∝ iety tt place■  on ttem.

⑥  JOttn dOn′ t ttnt to ttoose恥 柳∞n a ttre彗 翻 搬

hσ聡 一or a combirЮ 出主∝t of憮)J酌 .

4)P ractice(教科書 P105)

1≪⊃-5, 0本文より(I)の単語の意味を探し( )に 記入し、(I)と結びつけなさし、

(I)       
―

              (I)

a)組専暉  (   )  1)● job ttat船山 spcttl tra血 ng.
b)protQst(      )       2) a persぼ s IDsititiOn in~soolety

c)status(  ′ )     3)a professlon fo115聡 dと鴻 a ■i農ダs買)rk

d)prOお SSi鑢 (   ) 4)the ritttゎ ‐fOte

e) career (       )        5) speeCh or actitt against 銀  」■oar.

1-②…1: o本 文よりII::、ハ、」内 a)γ e)の言葉の意味を探 じ( )に記入し、①～

⑤の文章の意味が通じるようa卜 e)よ り輝当な駒 を翻 、E~¬ に入れなさい。

ia)競 臨 鋤 (  )励 士ee(  )c)gi℃ na軸 e

l( )d)m spite Of( )o)restrict銀 ゎ ( )
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亀ηl__三二itt、ニニ、へ1/ぃ ノ́‐ム蕊_、へ___～へ/し ハヽス́～――よi
tIII]heF il通鍵,轟噂t tt sttL
2.our actⅣititt are notL_二 _lstllo.
ユ I tttわ |二_1町鶴lf frOmよ 11町 甘。■les.
4Tゃ 血 k veSI二 _ヨ 糧rp五義ぬ m tt ciサ .

5.Etry s執由nt ttn雌 襲「  ・
‐
lto stmyaゎreiま la事電e.

楊5).婦人問題について自分の考えをまとめる。

3 0号」紙資料はプリテスト回の①より③までの問いについて、皆から出された意見を
1     

まとめたものです。これを参考に、①より③までについてもう1度班で話し合い、      ザ

出された意見をすべて書き出しなさい。
:::・

1

が   6)英 作文
4 o/リテスト回の①ょり③について班としての意見をひとつにまとみそれを英歌 訳しなさい。
7)S upplement(教科書P104 Prefixes)

7 0単語を調べ、接顕辞の意味を考えなさい。
lm―  m鑢

年
一 一

餓
町  

租 mtty一
一

h叩
Ⅳ  

珈 酪
叩 一 一

町
叩

t is―  disュ i短 -1:摯e  disO"y一 o"y  dttility― そ求)iliサ
im-   lmrOSSibこ e―――― 騨 sible

re―   rettll―――― tell

6.学習計画

時

　

　

間

学 習 課 題

学 習 指 導

評   価 備 考

生 . 徒 教 師

プリテス ト

目標 。学習計画の

提示

個人で取 り組む。

説明を聞く。 プリテストを用い

て説明

プ リ

プ リ提出

1-①
=_1

1-④ -1

(教科書 P102

′1～〃6)

説明を開く

個人→班→発表

アメリカの女性解

放運動についての説

明

課題提示

机FEl巡視

本文訳
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・彗

　

一Ｔ

■

単語テスト

1-① -2

1-O-2

(教科書 P.102

′.7～ ′゙ 13

優人で取り組む

説明を聞く

個人→班→発表

まとめ

机問巡視

課題提示

文法事項の確認

机聞巡視

まとめ

板書

板書島提出

板書

本文訳

|

|

4 1

単語テスト

10tl二 く:)で|,‐

(教科書 P.102

′。14～ R103′ .5

単語テスト

i―①二4,1-④-4

(教科書 P。 103

′.6～″.11)

本文訳

本文訳

1本文訳単語テス ト

1-① =5

(教科書 P。 103

′.12～′。14)

2-①

2-② -1
2-②‐2

7

個人→班→発表

指名・発表

課題提示

机間巡視

確認

課題提示

とめ

板 書

目頭

内容把

握

1-① -5

1-② -1 ・班→発表

課題提示

机FE5巡視

確認 板書

IPraC―

lliC?

３
　
．́
　

Ｆ

　

，Ｆ
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班で取 り組む

英訳を各班ごとに

発表

課題提示

生徒の意見をまと

めた資料を用いて説

明

プリント

提出

10 ポス トテス ト 個人で取り組む 机聞巡視 提 出

7.プ リテス ト

回 1)次の単語の意味を書きなさぃ。
① mⅣOmmt o riま t ③

「

otest

2)一―線部に注意 して:次の文を日本語に訳しなさい。
Th呼 わ暉 )も L聾 重整 竃鶏がS Suf壁零 .(訳 )             

｀

回 1)次の単語の意味を書きなさしく。
① 餞n  ② Lr  ③ 鯰reer
2)‐―線部に注意して、次の文を颯本語に訳しなさい。

① I■OVe ttt sね rs鼈由 shi∝ m tm s貯 .(文法 1関係代名詞一通 ぬ ")
② ln 1920聰恥五警n ttt rittt tO℃ te tttQま t the

un■ted sセたtes,(1沢 )                                       |｀

1コ 1)次の単語の意味を書きなさい。
① focu・D ② ep■  ③ free
2)一―線部に注意して、次の文を日本語に訳しなさい。            .
。① My motorcycb,whicrh iS mt餌 ∞鶴挽 ,_                   _
fttt.(文法 ‖関係代名詞二W巨ch")                    ∵…  11
② T硼′s dr郷 ぉ tO ttOme a m∝ ie sねr,                     轟`

(文法 "to不定詞
″)                           "     せ

③ lt setts to e盤磯 榔 tO傲職 挽ma
caFeer ani thЭ  home.  (訳 )

回 1)次の単語の意味を書きなさい。
① detlop l ② tttefit  O spr銀
・
2)一一線部に注意して、次の文を日本語に訳じなさい。               √

① lw∝m tty a sports tt I I聰艶 riぬ。(文法 "阪定法
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■ | |.「

過去
稽
)

② The‐ statement,'all men are crea饉 9qpaュ 1

ra■ ly means ,a■l huttan bemtt are crtttd 叩 1・ 絆(訳 )     :

日 二二線部に注意して、次の文を日本語に訳しなさい。
① The ttestlon is奎隻釘 羅 麓 k如己 (文法絆接続詞
― wmttler")

② Ttt q∝ stim is w機 機er sinilar mwemett will

syead… ・me wOrn。  (訳 )

回 1)次の単語の意味を書きなoい。

① 鑢w十~硼鍼野。 ② 機ll~― rettll
2)教科書p102～ P103を読み、空所に適当な語句を補いなさい。

①  The“ 銀 ett of the Womttrs ritttS mOvgent“ Inar.a_二 _二 __ .

l          ② Amerl― wOmtt wOn__  ■n1920。
1        日 次の単語,慣用旬の意味を書きなさい。
li           O su∬ h辞  ② s極機   ③ focus On ④ in spitt of        l
l         ‐ O restricted to
l       回 餅 ③の問いについて、自分の考えを述べなさい。
l          ① 今日の日本では男女平等が実現されていると思いますかも
■          ② 女性は結婚後は家庭に入るべきだと思いますか。
if       ‐   ③  「男性も家事 。育児という仕事を分担すべきである」という考え方についてあなたは

,.:           どう思いますか。

li        8。 ポス トテス ト

:        回 次の単語,資用句の意味を書きなさい。
l         ① mcttment ② rヽiまt OW通   ④ 剣韓1                 1
l         ⑤ detmp  ③ 爾 eer O mr  ③ f∞聰 鑢
|‐         O m spite Of  ① 職 g静鍵 a cme tO

磋 降   回 ― 認 に注意して、日米語は しなさい。

で ,」     ① I■ove the stts tvb蝕 ぬ鶴 m tts町 .

.、        ②  My爾 ,Ⅲ 動 .lS nOtは 脚 鶴 i鸞,螂 faste

霧
≫    ③ Mydrtt iS L臨硼eaⅢ

"r.
:      ④ 工理 墜 _町 a ttr協 議 if l tre r血

⑤ T恥 響鉢tim■s ttЮ tttr s詭 ls壼威
:    , 

回 日本語に訳しなさい。
① The Wom∝rs rightt mttement h ttt ur.ited sttt∝

_     s雄 饉  almOst OR〕 bttXttd aBi fifサ  Fs agO・

②  ln 1920 Women wm ttt rig鷺 わ 馳 te t鰭製 撫 競tt加
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回

馳 itei S ttttes.

③ The聰ね 脚即∝e of Wmen′ s Ll"ntim tt t9カ∝

woコen _frOm 」鑽3 restrictei role tthich society has

p■ttxd m ttI鸞 .

④  The s機樋聰nt m ttt TJnitJ■ S複機 D∞― ti∝ of

lnde幹事1(xp9ぃ  警all ttn are cr(資ミtЮd ettl tt rttlly

m難  ‖all h_ bD」江gs are cr“ Lted eqml. ‖

⑤ Tm qO/stim is v碓〕Эttεr smilar聡崎聰nts唖ll

sprα遷l 歯 o疑非Юut 機  覇or聾 .

次の文を参考に、女性解放運動 (W Omen′ s Liberation)の 考えを簡単 :こ まとめなさし、

T he ぬ m ttrnse Of¬
「
σ確漫
′
s L■kttration ■s to

free 覇omOn frdm the restricも od role 覇なlich society has

p■■oo■ orl thJm.  It seek to g聴戯ne 機om tO 轟 e

betwocn a career tt the botte‐ ―‐‐or to choose a

cottbinatic)n of tt two.  It clail職3 that societ、 r as a

崎 ole tt benefit if every person 繭ere glve駐  機

chance to develop his or her a■ )ilities ani tt thom

to the fullest.

国 次のFHlいに答えなさい。    '

① アメリカの女性に参政権(選挙権)が認められたのは何年頃ですから
② 婦人問題に関心がありますか。  (|ま い   いいえ)
③ 砂SS磁 17を学習しながら、辞書をよくワ|き ましたか。 (はい
③ アメリカの文化。歴史に関する本を読んでみたいですか。 (は い

Ⅷ -44

いいた )

いいえ )
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